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　序章　秋の幻げん影えい　Last Autumn's Dream






　コティペルト王国の王都ヘールサンキ。

　その丁度中央辺りに、国王が居きよ住じゆうする王おう城じよう──通つう称しよう「鷲の巣スペルバウンド」がある。

「鷲の巣スペルバウンド」は、コティペルト王国建国以前にこの地方を支し配はいしていたガルネリース一族の居城である「逆旗城レベルフラツグ」を改かい築ちくしたものである。

　建国当時、以前の権けん力りよく者しやの城しろをそのまま使用することに反対する人間が後を絶たたなかった。

　新たな権けん威いの誕たん生じようを示しめすのに昔からあるものを使うのはいかがなものかという意見を、初代国王であるティモシー・ピスロメン・コティペルトは「搾さく取しゆされ続け、更さらに戦せん乱らんで疲ひ弊へいした民みん衆しゆうにこれ以上の苦しみを味わわせるのは忍しのびない」とはねつけ、国民から広く支持を受けることとなった。





　その「鷲の巣スペルバウンド」の丁度中心に位置する場所に、国王が臣下と顔を合わせる謁えつ見けんの間が存そん在ざいする。

　上じよう質しつな絨じゆう毯たんが敷しかれ、壁かべには古今東西の芸げい術じゆつ家かによる絵画がかけられている。国外からの使者を迎むかえる際さいにも使われる部屋であるため、趣しゆ向こうを凝こらして飾かざり付けられているのだ。

　謁見の間には、重臣が居い並ならんでいた。毎日行われる、定期報ほう告こくのためである。

　重臣達は、思い思いに雑ざつ談だんをしていた。

　定期報告というくらいだから、実行される時間はしっかり決められている。当然、重臣達もそれに合わせて集合している。普ふ通つうであれば、雑談をするような暇ひまはない。

　ではなぜ雑談するような時間があるかというと、主役である国王、ラムリア・ピスロメン・コティペルトがまだ現あらわれていないのが原げん因いんだった。

「……王はまだおいでにならないのか」

　誰だれからともなく、そんな呟つぶやきが生まれる。

「まったく、王としての自覚はお持ちなのか」

「即そく位いなさって四年は経たっておられるのに、一向に成長なされる兆きざしが見えぬ」

　口々に、重臣達が不平を漏もらす。

「やめぬか、各おの々おの方がた。ここは神しん聖せいな謁見の間ですぞ」

　そんな重臣達を、一人の老人が諫いさめた。

　純じゆん白ぱくの髭ひげは地面まで伸のび、垂たれ下がった眉まゆ毛げはその目を隠かくしている。

　位人臣を極きわめた者のみが着用を許ゆるされるブライアン帽ぼうをかぶり、手に杖つえを持ったその姿すがたは、どこか俗ぞく世せを超ちよう越えつした世よ捨すて人のような泰たい然ぜんとした空気を放っていた。

　国大臣兼けん総そう監かん。現げん時じ点てんでの実質的な最高権力者と目されている、ウッド・ハリース・スモールロッドである。

　スカンディ国家連合の設せつ立りつを提てい案あんしたのも、彼だと言われている。国こく政せいに重大な影えい響きよう力りよくを持った、影かげの権力者なのだ。

　その彼の一声により、重臣達の間に静せい寂じやくが戻もどった。重臣達からも、彼が畏い敬けいの念を持って接せつされているということが分かる。

　がちゃり、と。王の部屋に続く扉とびらが開いた。

　現れたのは、一人の王国詠えい唱しよう士しである。首にかけた愚者の鎖バスタードチエインが、普通のものと異ことなり鮮あざやかな朱しゆ色いろをしている。国王からその手しゆ腕わんを直々に認みとめられた、最上級階層マジエステイの証あかしである。

「間もなく陛へい下かがおいでになられる。一同静せい粛しゆくに」

　男だん性せい的な外見と裏うら腹はらな、柔やわらかい声。その組み合わせからか、どことなく中性的な雰ふん囲い気きが感じられる。

　彼女を見る重臣達の間に、敵てき意いに近い空気が漂ただよい始めた。

　この詠唱士──ナフィン・シュミーアン・ペトルーツァは、国王の側そば仕づかえとして振ふる舞まっている。

　元々彼女の父であるタンカード・シュミーアン・ペトルーツァと先王フォグラス・ピスロメン・コティペルトが同じ師しの元で机つくえを並べて詠唱を学んだ学友ということから家族ぐるみの付き合いがあり、幼おさない頃ころから現国王ラムリアと仲がよかった。

　それゆえか、先王死去の際にラムリアのことを託たくされ、ラムリア即位後は影のごとくほぼ常つねにラムリアの側に付き従したがい、あたかも腹ふく心しんであるかのように振る舞っている。

　そのことを快こころよく思わない重臣は数多い。タンカードは、先王と仲がよかったとはいえ高い身分の出身ではない。実際、最上級階層マジエステイではあったものの、有ゆう能のうな詠唱士どまりの存そん在ざいであった。

　その娘むすめが、突とつ如じよとして王の側近に成り上がったのだから、煙けむたく思う者が生まれるのも無理のない話というものだ。

「小娘が」

　小声で誰かがはき捨てる。

　その声が聞こえているのかいないのか、ナフィンが周囲を一いち瞥べつした。

　冷たくそして鋭するどい、刃は物もののような視し線せんである。重臣達の間に、戦せん慄りつが走る。

　ナフィンが嫌きらわれつつも排はい斥せきされない最たる理由は女王の重用だが、この凄すご味みもまたナフィンの存在を揺ゆるぎないものにしていた。

　ナフィンは何事もなかったかのように視線を外すと、謁えつ見けんの間の中央に置かれている王の椅い子すの近くに立つ。

　並なみ居いる重臣達より遥はるかに若わかいのだが、その威い厳げんは僅わずかにも劣おとるところがない。

　再ふたたび、扉の開く音が謁見の間に響ひびいた。

　次に現れるのが誰なのか、この部屋にいる人間の全すべてが分かっている。

「大たい儀ぎである」

　しかし、こんな姿で現れるとは誰一人として予想出来なかった。

「余よは眠ねむい。報ほう告こくがあるなら出来る限かぎり手短に済すませよ」

　端たん的てきに言うなら、下着である。

　そのまま寝しん室しつから出てきたような姿で、コティペルト王国国王は椅子に腰こし掛かけた。

「へ、陛へい下か……」

　動どう揺ようしながらも進み出たのは、王国近衛軍ラムシユタイン総そう指し揮き官かん、ティル・ドゥハスト・リンデマーラである。

「さような姿で謁見を行われるのは、いかがなものかと」

「言いたいことはそれだけか」

　ラムリアの返答は、この上なく面めん倒どうくさそうだった。

「いや、それは……」

　ティルが黙だまり込こむ。

「ならよい。下がれ。報告のある者は早く」

　ラムリアの言葉に押おされるようにして、しおしおとティルが後ずさった。

「それでは私から」

　ナフィンが、ラムリアの前に移い動どうし膝ひざをついた。

「南方で同時多発的に発生した反国家主しゆ義ぎ者しやの暴ぼう動どうですが、現地の王国軍との協力により鎮ちん圧あつすることに成功しました」

「ご苦労である」

　大して興きよう味みもなさそうに、ラムリアはそうねぎらう。

「東方でワルタリ族が起こしていた不ふ穏おんな動きも、最上級階層マジエステイの大量投入の甲か斐いあって事なきを得た模も様ようです」

　ナフィンの横に、ティルが同じく膝をついて報告する。

「ワルタリ族の処しよ置ちですが、いかがいたしましょうか？」

「良きに取り計らえ」

　ティルの質しつ問もんに、ラムリアは投げ遣やりな答えを返した。

「しかし……いえ、了りよう解かいいたしました。臣が判はん断だんし、最良と思われる行動を取ります」

　反はん論ろんしようとしたが、ティルは結局ラムリアの言葉に従したがう。いかにも職しよく業ぎよう軍人らしい態たい度どだと言えた。

　その後も、財ざい政せいや外交について様々な報告が行われたが、いずれにもラムリアは適てき当とうでいい加か減げんな返事しかしなかった。

　更さらに、王国軍総そう督とくのトーレ・マーティン・アイオミによる第二軍再さい編へん案あんの説明の途と中ちゆうに大あくびを連発し、遂ついには、

「そこまで考えているなら問題ない。好きにするがよい」

　と丸投げしてしまった。

　重臣達の間に、疲ひ労ろう感にも似にた空くう虚きよさが漂ただよう。

　コティペルト史上五指に入るとうたわれた先王フォグラスとは、似ても似つかない暗あん君くん振ぶりである。

　それでも、今日のティルのように、様々な人間が口を酸すっぱくしてラムリアに諫かん言げんを行ってきた。しかし、ラムリアは常つねに聞き流し続けている。

「それでは、余は再び寝ねることとする。下らないことで眠りを妨さまたげたものは厳げん罰ばつに処する」

　そう言い残すと、ラムリアはさっさと自室へと戻もどってしまった。その後に、ナフィンが付き従う。

　残された重臣達の間に、重苦しい空気がのしかかる。

　誰も口に出さないが、考えていることは程てい度どの差こそあれおそらく同じだった。──この国の将しよう来らいへの、不安。

「……我わが輩はいは、ワルタリ族の処置について考えねばならぬ。失礼するぞ」

　溜ため息いき混まじりにそう言うと、ティルが謁見の間から去って行った。

　それにつられるかのように、次々と重臣達は去り行く。

　しかし、中には去らない者達もいた。ウッドを筆頭とした、幾いく人にんかの重要な地位にある人間達である。

　彼らはウッドを中心にして集まり、何事か目配せをしあうと、一ひと塊かたまりになっていずこかへと消えていった。





　──難なん儀ぎなものだ。

　自室の椅子に腰掛けると、ラムリア・ピスロメン・コティペルトは軽く目を閉とじた。もう下した着ぎ姿すがたではない。地味だが趣しゆ味みのいい服に身を包んでいる。

　──とはいえ、上う手まく行ったか。

　世間の評ひよう価かは、史上最低の国王という感じで固まっている。今日のラムリアの奇き行こうがそのことに更に拍はく車しやをかけることは想そう像ぞうに難かたくない。狙ねらい通りである。

　事じ情じようを知る僅わずかな者たちは慰なぐさめの言葉をかけてくるが、ラムリア本人としては大して気にもかけてない。

　父の代から引き継ついだ負ふ債さいを処しよ理りするには、こうする他ほかないのだから。

「陛へい下か。ペトルーツァ様がいらしておりますが」

　部屋の外から、衛えい兵へいが声をかけてきた。

「通せ」

　ややあってから扉とびらが開き、一人の女じよ性せいが入ってきた。

「陛下におかれましては、ご機嫌麗うるわしゅう」

　女性は膝ひざをつき、臣下の礼をとる。

　短く刈かり揃そろえた髪かみ、派は手でさのかけらもない機き能のう最さい優ゆう先せんの服ふく装そう。その声がなければ、男性と見み紛まごうほどの無ぶ骨こつさである。

「前置きはよい」

　ラムリアが手を振ると、女性は苦く笑しようしながら立ち上がった。

「このナフィン・シュミーアン・ペトルーツァ、先王から直々にラムリア様の側そば仕づかえを拝はい命めいしましたゆえ──」

「よい、よいと言っているだろう」

「やれやれ。久ひさ々びさというのに相変わらずでございますね」

「小言なら遠えん慮りよする。下がってよい」

　わざと語気を強くしてみる。

「おや、さようなことをおっしゃってもよろしいのですか？」

　ナフィンはおかしそうに微笑ほほえんだ。

「……くっ」

　己おのれの敗北を確かく信しんする。いつまで経たっても、彼女にはかなわない。

「それでは、失礼いたしましょうか？」

　ナフィンの顔に、含ふくみ笑いが浮うかぶ。

「下がらずともよい。……はやく、しろ」

　顔が熱くなるのを感じながら、ラムリアは小声でそう言った。

「ふふ、正直なのはよいことですよ」

　ゆっくりとナフィンは歩き、ラムリアの後ろに立った。

　その指が、そっとラムリアの髪に触ふれる。

「んっ……」

　ラムリアの口から、吐と息いきが漏もれた。

「ほほう、なかなか手入れされているようですね」

「当たり前だ」

「子こ供どもの時とは大おお違ちがいですね。毎日毎日身だしなみを注意したあの頃ころが遠い昔のようです」

「その話はするなといっているだろう」

　むすっとした口調でラムリアは言う。公おおやけの場で見せる誇こ張ちようした子供らしさではなく、心を素す直なおに開いた幼おさなさである。

「ふふ」

　小さく笑うと、ナフィンは懐ふところから櫛くしを取り出してラムリアの髪を梳すき始めた。

「むぅ……」

　心地ここちよさが、じわりと染しみこんでくる。

　ラムリアはゆっくりと目を閉とじた。

「しかし相変わらず何もない部屋ですね。絵画なり彫ちよう刻こくなり置かれてはいかがですか？」

「いらん。価か値ちの分からないものを並ならべて悦えつに入いるような趣しゆ味みは余よにはないと、常つね々づね言っているだろう」

「はいはい、分かりました分かりました」

　まったく、とラムリアは思う。この世の誰だれよりも──おそらくラムリア自身よりもラムリアのことを分かっているのに、どうしてこんなことを言うのだろう。

「誰かが注意せねばならないことでしょう。ラムときたら、自分では分かっていてもなかなか直そうとしませんからね」

　ラムリアの内心を見み透すかしたかのごとく、ナフィンが言ってくる。

「その名前で呼よぶなとも言ったはずだ」

　直ちよく接せつ答えることはせず、ラムリアは不平をぶつける。

「助言を聞けないのは、ラムリア陛へい下かではなくラムです。ラムリア陛下はお父上の言いつけを守る立派な方ですからね」

　返す言葉もない。

「……分かった。ジュノにでも聞けばよいのだろう」

　再ふたたびラムリアの負けである。なんとも悔くやしい。

「第十三西域方面軍ポセスド・サーテイーン副司令のジュノ・タカガキさんですか。彼の趣味は退たい廃はい的に過すぎますね。個こ人じんの趣味としては問題ありませんし魅み力りよく的ですが、一国の王が嗜たしなむには若じやつ干かん偏かたよりがあると言えましょう。頭ず蓋がい骨こつや魔ま獣じゆうの絵画と共に過ごすラムリア陛下という姿すがたは、失礼ながら悪い意味で似に合あいすぎていますし」

「やかましい。ならどうしろというのだ」

　呼び方が戻もどったことに多少の満足をおぼえつ、ラムリアは聞き返す。

「ミッキー・インフィールド殿どのはいかがですか？　彼は絵心があると伺うかがっております」

「ふむ、やつか。そう言えば城しろの中庭で写生がしたいなどと言っていたな」

　一人の地ち政せい官かん僚りようの顔が頭に浮うかぶ。無ぶ愛あい想そうだが、礼れい儀ぎ正しく真ま面じ目めそうな人物である。

「彼はあれでいてなかなかの審しん美び眼がんを持っています。必ずや相応ふさわしい美び術じゆつ品ひんを紹しよう介かいしてくれるでしょう」

「費用は余の懐……ではなく」

　一いつ旦たんラムリアは言葉を切り、

「そうだな、詠えい唱しよう振しん興こう費ひから出そう」

「……承しよう知ちいたしました」

　やけにあっさりと、ナフィンはそう答えた。

「陛下、毛先はよく注意が行き渡わたっていると思いますが、どうも中心の方の配はい慮りよがいまいち足りていないかと思われます」

　ゆっくりと髪を梳すく手を止めず、ナフィンが言葉を続ける。

「確たしかに目立つのは毛先ですが、その他にも気を使う必要もありますよ。根元から毛先まで、しっかりと手入れしないと」

「……ああ。分かった」

「通常のお手入れを行き渡らせてから、奥おくの手を使うことを考えてみてはいかがですか？」

「奥の手、か」

「はい。……さて、それではこの辺でお暇いとまさせていただきます。何分、戻ったばかりでしたので」

「そうか」

　少しだけ、残念だという気分が言葉に出てしまった。しまったと気づいたが、もう既すでに遅おそい。

「お望みなら、まだ続けさせていただきますが？」

　ラムリアの正面に回りこみ、ナフィンがいたずらっぽく笑いかけてくる。

「もうよい。さっさと休め」

「おやおや。辺へん境きようの討とう伐ばつを指し揮きし凱がい旋せんしてきた臣下に、ねぎらいの言葉の一つもないのですか？」

　言われて初めて気づいた。髪を梳いてもらうことに夢む中ちゆうで、すっかり忘わすれていたのだ。

「それは、その……」

　何も言わず、ナフィンはにこにこしている。

「……すまん。その、ご苦労だった」

　うつむき、ラムリアはぼそぼそと言った。

「そのお言葉を頂いただいただけでも、戦った甲か斐いがあるというものです。……それでは失礼いたしますね、ラム」

　末まつ尾びの部分をわざとらしく強調すると、笑え顔がおのままナフィンは部屋から退出していった。

「……くそっ」

　誰にともなく悪あく態たいをつくと、ラムリアは椅い子すから立ち上がった。

　立ち上がってはみたものの、特に何をしようと思っていたわけではない。

　仕方ないので、窓まどの側そばまで歩いて外に目をやってみることにした。

　ラムリアの部屋からは、中庭が良く見える。

　植えられた木々は一様に色づき、庭を鮮あざやかに染そめ上げている。

　感かん傷しよう的な美的感覚にはとんと縁えんのないラムリアだが、それでもこの光こう景けいの美しさにはしばし目を奪うばわれた。

「……奥の手、か」

　ぽそりと呟つぶやく。

　あの葉が散り、地面へと落ちる頃ころには、事じ態たいは大きく動くに違ちがいない。何の根こん拠きよもなく、そんなことを感じた。



    

  
    
      　第一章　身辺警けい護ご　Bodyguard






　パブ『ハンネマン』の前に立ち、トピーア・ウェドガイ・サメットは深しん呼こ吸きゆうをした。

　十人に聞けば九人以上が少年と答えそうな凜り々りしい顔立ちをしているが、れっきとした少女である。

　小こ脇わきには、自じ慢まんの杖つえを抱かかえていた。トピーアの身の丈たけほどもあるこの杖は、ハロルド・ワーウィックという作杖師クラフトマンがポーラ・グレイという詠えい唱しよう士しのために作った特作杖シグネチヤーモデルである。

「えーと」

　懐ふところから一枚まいの紙を取り出し、目を通す。

「開始時間は、本日の夜から」

　誰に聞かせるわけでもなく音読した。

「今はいつ頃ごろかというと」

　視し線せんを空に飛ばす。

　夕日が沈しずもうとしていた。

「つまり開始時間ということですね」

　これは単なる独どく語ごではない。言葉自体も口の中から外へとは基き本ほん的に出していない。いわば儀ぎ式しきだ。

　言葉に出して、自分に言い聞かせているのである。このような作業を通じてでないと切り替かえが出来ないのは未み熟じゆくな証しよう拠こだと思われがちだが、実のところ歴史をひもといてもそういった詠唱士は多数存そん在ざいする。

　例えば、クラオネ王国全ぜん盛せい期きの立役者であるインギー・アントニオ・マルムスは、朝目覚めると鏡を眺ながめながら「俺おれは貴き族ぞくだ。正確に言うと伯はく爵しやくだ」と何度も言い聞かせていたという。

　世界の大半を手中に収おさめた歴史上数少ない人物だというのにそのような行こう為いを必要としたのも不思議な話だが、やはりいかなる大物であっても自分の存在に何らかの不ふ確たしかさや不安を感じるということは避さけられないらしい。

「よーし」

　気合を入れなおすことに成功したことを確認すると、トピーアは『ハンネマン』の扉とびらを開けた。

「いらっしゃいませー」

　元気のいい声が、店の中から聞こえてくる。

「あら、久ひさしぶりじゃない」

「ええ。ご無ぶ沙さ汰たで──」

　挨あい拶さつを皆みなまで終える前に、突とつ如じよとして床ゆかがトピーアの視界に広がった。

　続けて衝しよう撃げき。目の前を星が往おう復ふくする。

「あらら。ほんとよく転ぶわねー。大だい丈じよう夫ぶ？」

　顔を上げると、すぐ側そばに一人の少女がしゃがみこんでいるのが見えた。

「気をつけないと、そのうち大おお怪け我がするわよ？」

　元気、という単語がそのままウェイトレスの服を着て歩いているような印象を受ける。普ふ通つうなら欠点扱あつかいされてしまいそうなそばかすも、彼女に関しては大変いい方向に作用しているように見えた。

「まあ、杖が無事だったから大丈夫といえば大丈夫です……」

　言いながら、トピーアは立ち上がった。鼻が少しひりひりする。

「そうは見えないような気がするけど、まあいいか。後でおしぼり持ってきてあげるからそれで冷やすといいんじゃない」

　言いながら、少女──『ハンネマン』の名物ウェイトレスであるイルミラ・ハンネマンはトピーアに椅い子すを勧すすめてきた。

「トピィはあれよね、お酒飲めないからミルクよね」

　イルミラが、嫌いや味みっぽくトピーアをあだ名で呼ぶ。この店にトピーアが来るたび、彼女はからかってくるのだ。

「むっ……」

　トピーアはまだ十五歳さいである。裏通りスキツドロウの子こ供どもでもないし、耐たい性せいがあるわけはない。

「ま、まあ、飲もうと思えば飲めますけどね！」

　そう自分で分かっているのに、妙みように強がってしまった。

「……ほほぅ？」

　イルミラが、にやつきも露あらわにトピーアの顔を覗のぞき込こんでくる。

「うっ……」

　取り消すのなら今のうちだ。見み栄えを張はっても仕方ない。

「そこら辺のお子様と一いつ緒しよにされても困こまります。お酒の一いつ杯ぱいや二杯、何てことはありませんね」

　しかし、トピーアの口は勝手に景気のいい言葉をぽんぽん紡つむいでいく。

「ほほぅほほぅ。それは楽しみね。で、ご注文は？　まさかミルクじゃないわよね？」

「うーむ……」

　イルミラの差し出した品書きを眺ながめる。

　さすがパブだけあって、酒の種類も豊富である。

「むぅ……」

　名前だけ見ても、どれがどれなのかということなど分かるはずもない。

　散々悩なやんだ挙あげ句く、適てき当とうに目に付いたものを注文することにした。

「この、『翳りの充足エントワイン』ってのをお願いします！」

「はいはい。まあ、無ぶ難なんな選せん択たくっちゃ無難な選択ねー」

　強い酒だったらどうしようかと思っていたのだが、上う手まい具合に安全なものを選ぶことができたらしい。

「かしこまりましたー」

　鼻歌交じりに、イルミラが歩き去っていく。

「……って、こんなことやってる場合じゃなかった」

　この店に来たそもそもの目的を思い出す。用事があるのは、イルミラではなくもう一人の方のウェイトレスである。国王の勅ちよく命めいであり、おろそかにするわけにはいかない。

　店の中をちらちらと見回してみる。数人客らしい男がいるだけで、他ほかに人ひと影かげはない。となると、調理場か何かにいるのだろうか。

　店の奥おくに目をやってみる。人がいるかどうかは、トピーアのいる位置からは分からない。

　諦あきらめて、数名いる客の様子を窺うかがってみる。

　もう一つの目当てである、いまいち冴さえないけどとても素す敵てきな男性を探さがす。

　残念ながら、彼と思おぼしき人影は見えない。

　客たちに彼の近きん況きようについて尋たずねようかとも思ったが、自重することにした。

　あくまで自分は公用でここに来ている。私し事じに必要以上にとらわれすぎるのはよくないだろう。

「どうしたの、きょろきょろして」

　イルミラが戻もどってきた。トレイの上に、大きめのコップを載のせている。

「いや、そういうわけでも……」

　何と言ったものかと困っているうちに、イルミラはトピーアのついているテーブルの上にコップを置いてきた。

「はい、どうぞ」

「あ、ありがとうございます……」

　コップは、白っぽく濁にごった感じの液えき体たいで満たされていた。

　まじまじと眺める。酒の類たぐいを口にするなど、生まれて初めてである。果たして、いかなる味がするのだろうか。

「ほらほら、ぐっといきなさいぐっと」

　イルミラがけしかけてきた。

「の、飲みますよ……」

　コップを手に取る。今いま更さら後戻りは出来ない。

　鷲わし掴づかみにした状じよう態たいでしばしためらってから、思い切って口元まで持っていく。

　香かおりは、思っていたよりもずっと甘あまかった。仕事でたまに酔すい漢かんを相手にすることがあり、その息のもわっとした臭においに閉へい口こうしたものだが、こういう感じなら大だい丈じよう夫ぶではないだろうか。

「それじゃ、ちょっとだけ……」

　おそるおそる、液体を口の中へと注そそぎ込む。

　ちびり、となめるように一口。

「……甘い」

　またしても予想が裏うら切ぎられた。

　これまでトピーアは、漠ばく然ぜんとお酒は辛からいものだと思っていた。子供が飲んではいけないのだから、きっとひりつくような刺し激げきがあるに違ちがいないと思っていたのだ。

「まあ、ジュースみたいなもんだしねー。『路個たる旋律コール・チエンバー』をパンテラの実のジュースで割わっただけ」

「なるほど、そうなんですか」

　適当な返事をしながら、更に液体を流し込む。

「おっ、お客さんたら景気がいいじゃないですかっ」

「おいしいですね～」

　爽さわやかな果物の風味が口いっぱいに広がる。思わず頬ほおがほころんでしまう。

「ほらほら、どんどんどうぞ」

　イルミラが笑え顔がおで勧すすめてくる。

「え……っと、僕ぼく、その……」

「何言ってるのよ。そこまで行けばやめようがないでしょ」

　まずいような気がしないでもないのだが、断ことわるに断れない。

　そもそも、この酒は大変美味である。続けて飲みたくないと言えば嘘うそになる。

　結局、言われるがままにトピーアは酒を残らず飲み干ほしてしまった。

「うーむむ、むむむ」

　特に酔よったという感じはない。強しいて言うなら、妙みように体が軽かったり顔が心なしか熱かったりするくらいである。

「もう一杯ぱいいっとく？」

　イルミラが、にやにやしながら聞いてきた。

「はいはい～、是ぜ非ひともっ」

　片かた目めをつぶってみせる。とても気分が良い。

「少々お待ちくださーい」

　イルミラの背せ中なかを眺ながめながら、ふと違い和わ感にくすぐられた。

　何か大事なことを忘わすれているような気がする。はて、何だったか。

「はい、お待たせしましたー」

　イルミラが、机つくえの上に二つ目のコップを置く。

「ありがとおお。いただきまーす」

　早さつ速そく流し込む。もう、やめようというつもりにさえならなかった。

「おおー、お見事お見事」

　イルミラがぱちぱちと手を叩たたいてくる。

　それ見たことかと思う。きっと、散々小こ馬ば鹿かにしたことを恥はじているに違いない。

「……う」

　それはつまり、またしても小馬鹿にされていたということだ。

　浮うき立つような気持ちが、一いつ瞬しゆんにして急転直下する。

「ん？　どうしたの？」

　怪け訝げんそうにイルミラが訊たずねてくる。

　どうしたもこうしたもない。イルミラのお陰かげで楽しい気分が台無しである。

　これは、飲むしかない。更に酒を体内に注入し、今一度気分を盛もり上げる他ほかない。

　三分の二以上残っていた『翳りの充足エントワイン』を一息で飲み干す。

「おか、わりを！」

　空のコップを荒あら々あらしくテーブルの上に叩たたきつけると、トピーアはイルミラを睨にらみつけた。

「ちょっと、大丈夫？」

　イルミラの言葉が、更にトピーアを激げつ昂こうさせる。

「そうやってまた馬鹿にする！　僕は自分一人でできます！　子供じゃないんだって言ってるでしょう！」

『アヴァンタジアの夜明け』の時といい、日ひ頃ごろの巡じゆん回かい時じといい、今回の時といい、周りの人間はいつも年ねん齢れいのことでトピーアのことを軽かろんじてくる。しっかり理り解かいしてくれているのは、よく行動を共にする二人くらいである。

「お酒！　お酒を持ってきてください！」

　足をばたばたさせながら、トピーアは叫さけんだ。





　どれくらいの時間が経たっただろう。

　気がつくと、トピーアは見み慣なれないベッドの上で横になっていた。

　六杯目まではぼんやりと記き憶おくがある。背せ筋すじを伸のばしているのがだるくなって、テーブルの上に突つっ伏ぷしていたはずだ。その後は、はて、どうだったか。

　頭が重い。起き上がる気になれない。

　置いてあった枕まくらに顔を埋うずめる。次の瞬間、自分の息の酒さけ臭くささに胸むねが詰つまりそうになった。ジュースみたいなお酒でもこうなるのかと少し驚おどろく。

　体たい勢せいを入れ替かえて、仰あお向むけになる。天てん井じようにも見覚えがない。ここは果たしてどこなのだろう。

　辺りは随ずい分ぶん暗い。点灯詠唱ホーリーライトによるランプの輝かがやきで、ぼんやりと部屋の内部が照らし出されているだけである。もう、夜になっているのか。

　部屋の中には、ベッドが二つと少し離はなれたところに机つくえがあった。よく見えないが、文ふ机づくえの類たぐいのようだ。

　しばらくぼんやりしているうちに、まともな思考力が戻もどってきた。

「……うそ」

　現げん在ざいの自分を分ぶん析せきするに、九割わり九分ぶ酔よっ払ぱらった挙あげ句くひっくり返って誰だれかに運んでもらった後であるに違ちがいない。

　何ということだろう。初日からいきなりとんでもないことをやらかしてしまった。

　愕がく然ぜんとしているトピーアの耳に、がちゃりという音が飛び込こんできた。

「あら、目が覚めたみたいね」

　音がした方を向く。

「おかゆを持って来たわよ。食べずに飲んでばかりだったし、お腹なかが空すいたでしょう？」

　扉とびらが開いて、一人の女じよ性せいが中へと入ってくるのが見えた。

　女性なら誰でも憧あこがれるような、均きん整せいの取れた体つきをしている。無む論ろんトピーアも、眼まな差ざしに羨せん望ぼうの色が混まじってしまうのを止められない。

　手には、イルミラが使っていたようなトレイを持っていた。その上には、湯気とおいしそうな匂においを同時にもわもわと放つ食器が載っている。

「いかが？」

　女性──このパブの経けい営えい者しやであり、イルミラの姉でもあるレシーナ・ハンネマンが、そう聞いてきた。

「えっと……」

　おかゆの匂いが、トピーアの鼻を快こころよくくすぐる。途と端たん、猛もう烈れつに食しよく欲よくがこみ上げてきた。

「いただきますっ」

　遠えん慮りよがないわけではなかったが、背せに腹はらは代えられない。

「はいはい。ごゆっくり召めし上がれ」

　言いながら、レシーナはベッドから少し離れたところにあった机の上に食器を置いた。

　ベッドから起き上がり、机に小走りで近ちか寄よる。

「あらあら」

　くすくすと微笑ほほえみながら、レシーナがスプーンを差し出した。

　受け取るのももどかしく、おかゆをずずずと啜すする。

「あふっ」

　頬ほおの内側に激げき痛つうに近い感覚が走った。

「ふぉ、ほっ……」

　当てたからどうなるわけでもないのに、口元に手を持っていってしまう。

「ほらほら、一度に食べるからよ」

　レシーナが苦笑する。

「はふ、はふいぃ」

　悪戦苦く闘とうしつつ、トピーアはようやく熱の塊かたまりを飲み下すことに成功した。

「はぁ、びっくりした」

　改めてスプーンをおかゆに突き刺さす。もう一度に食べてしまうようなことはせず、息を吹ふきかけて念入りに冷ます。

　十分すぎるのではないか、というところまでふーふーすると、スプーンの上に載のった白く柔やわらかい穀こく物もつを口へとゆっくり入れた。

「……あ、おいしい」

　どこかほのぼのとした歯ごたえに純じゆん朴ぼくな味。初めての酒で荒あれてしまったトピーアの内側を、滑なめらかに癒いやしていくかのようだ。

「お酒の後には、モルト麦のおかゆがいいのよ。食べやすいしもたれないから」

「なるほどー」

　詠えい唱しように関する知ち識しきなら人後に落ちないという自信があるが、それ以外のことに関してはてんでさっぱりである。今のレシーナの話も、当然のごとく初耳だった。

「ちょっと飲みすぎたお客さんに出すことにしているの。品書きには載せていないから、食べたことのある人はほとんどいないのよ」

「なるほどー」

　相あい槌づちを打ちながら、おかゆを食べ続ける。

　食べること自体、噛かんで飲み込むその一連の動作自体が快かい感かんである。

「あらあら。よほどお腹なかが減へっていたのね」

　レシーナがおかしそうに言った。

「いや、その、おいしかったから……」

　はたと我われに返り、スプーンを置く。少々がっつきすぎた。

「遠慮せずにどうぞ。おかわりも少しだけならあるわよ」

　トピーアの行ぎよう儀ぎの悪さにも、レシーナはさして気分を害した様子もなさそうである。

「はい、どうもありがとうございます」

　うんうんと頷うなずいてから、ふとレシーナが申し訳わけなさそうな顔つきをした。

「ごめんなさいね。お客さんから聞いたけど、イルミラに飲まされたんでしょ？」

「え、ああ、まぁ……」

　最初のうちは確たしかにそうだったとも言える。しかし、二杯はい目め以い降こうは自分で催さい促そくしたような気がしないでもない。

「あの子、お客さんに飲ませるのが好きなのよね。仕事中に飲むのを禁きん止ししてから更さらに拍はく車しやがかかったみたいで。きつく言っておいたから、許ゆるしてあげてね」

「は、はい」

　いまいち本当のことが言い出せず、トピーアは曖あい昧まいに笑ってみせた。

「ごちそうさまでした」

　言動は歯切れ悪いものの、食はもりもり進んだ。食器の中身は、綺き麗れいさっぱり空である。

「おそまつさまでした。おかわりは？」

「……いえ、結けつ構こうです」

　トピーアは首を横に振ふった。

　本音を言うとまだ満腹には程ほど遠とおい状じよう態たいだったのだが、さすがにあまり食わせろとせがむのも厚あつかましい。

「ええ、わかったわ。……さて、もう遅おそいけど帰る？　何だったらイルミラに送らせるわよ」

「あっ……!?」

　レシーナの言葉が、トピーアの記憶の海から最重要事じ項こうをすくい上げた。

「どうしたの？」

　目を丸くするレシーナの前で、トピーアはじたばたと動転する。

「えーとえーと、紙は!?　勅ちよく令れいは!?」

　懐ふところに手を突つっ込んでまさぐる。もし失なくしていたら洒落しやれにならない。最悪、資し格かくを剥はく奪だつされてしまう。

「あったあああ！　よ、よかった……」

　永えい遠えんとも思える数すう瞬しゆんの後、指先が二つ折りの紙の存そん在ざいを探さぐり当てた。

　全身から脱だつ力りよくする。本当に肝きもが冷えた。

「……？」

　レシーナがきょとんとしている。

「その、これはですね、うーんと」

「とりあえず、落ち着いたらどうかしら？」

「そ、そうですね……」

　深しん呼こ吸きゆうを何度もしてみる。そうすることで、ようやく本来の自分──最年少の王国詠唱士トピーア・ウェドガイ・サメットに戻もどることができた。

「国王陛へい下かの勅命で、このお店に調ちよう査さに参りました。調査対象は、ウェイトレスのエルリー・ハンネマンさんです」

「……理由を聞いてもいい？」

「残念ながら、お伝えすることはできません。……実を言うと、僕ぼくも知らされていないんです。エルリーさんにはどうやら大きな秘ひ密みつがある、とだけは教えていただきました」

　嘘うそではない。事実である。

　任にん務むに就つく以上詳しよう細さいを教えてもらうのが普ふ通つうなのだとは思うのだが、女王ラムリアはほとんど情じよう報ほうを与あたえてはくれなかった。ただ作戦の概がい要ようと、危き険けんが伴ともなう可か能のう性せいがあるとだけしか聞かせてくれなかったのだ。

　よほど重大な秘密が隠かくされているのか、あるいはラムリアがいい加か減げんなのか。考えたくないが、後者の可能性が高いような気がしてならない。

「なるほど。それなら仕方ないわね」

　レシーナは、あっさりと納なつ得とくしてくれた。

「とりあえず、王様の命令なら協力しないわけにはいかないわね。調査というと、具体的に何をするのかしら？」

「僕ともう一人の詠えい唱しよう士しの二交代で、一日中エルリーさんの身辺につかせていただきます。危険な事じ態たいにつながることもありうるので、心の準じゆん備びをしておいてください」

「危険な、事態……」

「はい。周囲やエルリーさんに危害が及およばないよう全力を尽つくしますので、ご安心ください」

　実じつ際さいのところ、どういう程てい度どの危険がどういう頻ひん度どで起こるのかさえも想定できていないため、この言葉には根こん拠きよも何もさっぱりないのだが、一いつ般ぱん人じんの前でそういった内情を知らせるわけにはいかない。

　あくまで王国詠唱士は様々な事じ件けんに関する専せん門もん家かである。どっしり構かまえていないと、いらぬ心配をさせてしまう。

　とは言いつつも、こういった機密事項なり何なりを打ち明けてしまう一般人がトピーアにはいたりする。とある詠唱教室で教きよう鞭べんを執とっている、一人の青年だ。

　ただ、一般人と言っても、詠唱に関する理り解かいはそこそこ深いし、実力はトピーアの目には一流の更さらに上を行っているように見える。野に埋うもれた逸いつ材ざいなのだ。

　彼と自分の間にある差は、王国詠唱士という肩かた書がきだけではないだろうか。最近になって、時折そう考えることがある。

　王国詠唱士という肩書きを得るために通つう過かが必要な王国詠唱士試験は、改良に改良を重ね磨みがき抜ぬかれた、詠唱士本来の実力を高い精せい度どで測はかることが可能な手しゆ段だんである。結果は絶ぜつ対たいに近い。

　その試験に彼が何度も続けて落ちているという事実は、トピーアの主観と矛む盾じゆんする。

　いずれがより正しいかは比ひ較かくする必要さえないことだ。たかだか十五年かそこらしか生きていない一いち個こ人じんであるトピーアと、長年に亘わたって複ふく数すうの知ち識しき人じんであるとか現げん場ばの詠唱士であるとかが入れ替わり立ち替わり心血を注いだことによる産物とでは、それこそ天と地ほどの差がある。

　だというのに、トピーアは自分の考えを否ひ定ていすることが出来なかった。

　それは、初めて彼を見たときの衝しよう撃げきによる刷すり込こみなのかもしれない。

　完全に逆ぎやく転てん不可能と思われた状じよう況きようを、たった一人でひっくり返してみせたあの手て並なみ。

　しかも、その過程において誰だれ一人傷きずつけることはなかった。

　敵てき対たいする存在を倒たおすということは、痛いためつけるということと限かぎりなく同どう義ぎに近い。

　詠唱を用いてもそれは同じことだ。相手を打ち破やぶる手段は沢たく山さんあるが、直ちよく接せつ的であれ間接的であれ相手に何らかの悪あく影えい響きようを残す。全く苦痛を与えず無力化するなど、可能不可能以前に考えた人間さえいないはずだ。

　彼がそれを目的としてあの詠唱を作ったかどうかは、確かく認にんしたことがないので定さだかではない。偶ぐう然ぜん出来てしまったというのが一番ありそうなのだが、もしかしたら「誰も傷つけない」ということを目標に試行錯さく誤ごを重ねたものなのかもしれない。

　彼の性せい格かくならありえるかもしれない。優やさしくて暖あたたかい心の持ち主だから、そんな無む茶ちやで効こう率りつの悪い詠唱を生み出すことに躍やつ起きになってしまって、そのせいで試験に落ち続けていたとか。

　笑え顔がおになってしまう。もしそうだとしたら、不器用にもほどがあるというものだろう。

　ならば、合ごう格かくするコツを少し親身に教えるのも悪くない。

　詠唱士試験組合などで時々教えたりすることもあるが、本当に直接的な要点は伏ふせている。

　組合に通っているのは、いずれ好敵手となりうる人間ばかりである。手の内を全すべて明かすわけにはいかない。

　だが、彼が相手なら話が別だ。彼には是ぜ非ひとも詠唱士になってもらいたい。

　一いつ緒しよに仕事をする二人を想そう像ぞうしてみる。どちらも助性詠唱士なのだから二人だけで現場に行くということは普ふ通つうありえないのだが、それは置いておく。

　互たがいに背せ中なかを預あずけあい、数々の危き機きを潜くぐり抜ぬけ、絆きずなをどんどん強くする。

　やがて二人は自然な成り行きで恋こいに落ち、生しよう涯がいの伴はん侶りよとして永えい遠えんの愛を誓ちかい、一つ屋根の下で暮くらし、子を授さずかり、幸せな家庭を築きずき──

「分かったわ。詠唱士さんがそういうのなら、信じるしかないわね」

　レシーナの声が、土台の存そん在ざいしない未来設せつ計けいに没ぼつ頭とうしていたトピーアを現実に引き戻もどした。

「そっ、そうですね」

　完全に自分の世界に入ってしまっていたようだ。今何と言われたのかさっぱり分からない。

「ま、かせてください大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　取り繕つくろおうとするが、声が上ずってしまう。

「ええ、そう心配してるわけじゃないけど……」

　レシーナの表ひよう情じように不思議そうな色が浮うかんだ。

「その、僕はどこのお部屋でお世話になればよろしいでしょうか？」

　話を強ごう引いんに進める。今までの妄もう想そうが筒つつ抜ぬけになっているのではないか──そんな妄想がトピーアを必要以上に焦あせらせる。

「エルリーの身の回りにいるのよね？」

「え？　ああ、はいはいそうです」

「……まだ少し酔よってるみたいね」

　レシーナが苦く笑しようする。

「お酒はもう……いや、そうなんですよそうですよ酔ってるんです！　もう困こまっちゃったなあ！」

　否ひ定ていしかけてから肯こう定ていする。お酒のせいにしてしまえば何かと楽だ。

　もしかしたら、酔って狼ろう藉ぜきを働いたりする連中の中にはこういう考えに基もとづいて行動している手合いもいるのかもしれない。世の中の仕組みが少しだけ見えたような気になったトピーアだった。

「エルリーはイルミラと同じ部屋で寝ね起おきしているの。身近にいるっていうなら、少し手て狭ぜまになっちゃうけれどそこに泊とまってもらわなくちゃいけないわね」

「構かまいませんよ」

　場合によっては店内で寝泊まりしなくてはならない可か能のう性せいもある、とまで考えていた。そのことを思えば、多少狭くても部屋で寝られる方がずっとマシである。

「それはよかったわ。じゃあ、早さつ速そく案内しましょうか」

　立ち上がると、レシーナは扉とびらの所まで歩いてからふと振ふり返り、

「ちなみに、さっきはどんな男の人のことを考えていたの？」

　トピーアの転てん倒とうを誘ゆう発はつするに十分な爆ばく弾だんを投げつけてきたのだった。





　金色の長い髪かみが、力なく揺ゆれる。

　人ひと気けのない厨ちゆう房ぼうは、昼間の活気がまるで嘘うそだったかのように静まり返っている。少女が洗あらい終わった皿を並ならべるその音が、時折響ひびくのみだ。

　本当なら、とうに終わらせていないといけない作業である。しかし、急ごうという気分にどうしてもなれなかった。

　──今日も、彼は来なかったらしい。安心と落らく胆たんが、心の中で複ふく雑ざつに入り交じる。

　会いたくないと言えば嘘になる。しかし、彼の前に立つ勇気は、ない。

　あの夏の日以い降こう、彼とは一言も喋しやべっていない。悪いのは、全面的に自分だ。

　混こん乱らんしていた、と言い訳わけしてしまうのはたやすい。事実、あの時点での自分の精せい神しん状じよう態たいはぎりぎりの所だった。

　だからと言って、彼にはひとかけらの責せき任にんもない。そもそも少女がそんな風に追い詰つめられてしまったのは、全すべて自身の無ぶ思えん慮りよな行動の結果である。

　どうしてあんな態たい度どを取ってしまったのだろう。彼は危き険けんを顧かえりみず助けに来てくれたというのに。

　謝あやまろう、と何度も思った。このままでいるのは辛つらすぎる。何もかもを話して、また以前のような関係に戻もどりたかった。

　店に来ないのなら、家に押おしかければいい。彼がいなくなってしまったわけではない、本気で会おうと思えばいくらでも手しゆ段だんはある。

　なのに、何の行動も起こせないでいた。

　彼がこの店に来なくなったのが、自分の行動が原因だという確かく証しようはない。もしかしたら、何か違ちがう理由があるのかもしれない。

　そんな希望的観かん測そくにすがりたい自分もいる。ありえるはずがないと諦あきらめきっている自分もいる。

　二つに引き裂さかれ、思考はどんどん泥どろ沼ぬまの様相を呈ていしていく。

　いつもこうだ。悩なやんで悩んで、遂ついには何もかもが分からなくなって、疲つかれきって、ぐったりと眠ねむり込んで、悪あく夢むを見る。

　いつまで続くのか。いつまで苦しまなければならないのか──

「考えすぎるのはよくないわよ」

　後ろから声をかけられ、少女は我われに返った。

「エルリーちゃん、最近どうしたの？」

　振り返ると、そこには一人の落ち着いた女じよ性せいが立っていた。

「ずっとふさぎこんでるようだけど……」

「レシーナ、さん」

　彼女の雇やとい主で、食べるところも寝ねるところも提てい供きようしてくれている恩おん人じんである。

「わたしでよければ、相談に乗るわよ？」

　胸むねに手をあて、レシーナが少女の顔を覗のぞき込んでくる。

　彼女の言葉が、一いつ片ぺんの曇くもりもない純じゆん粋すいな好意によるものだということは分かっていた。その気持ちを自分が嬉うれしく思っているということも分かっていた。

「いえ、ご心配要いりません」

　分かっていたのに、少女はそう答えた。

　本当のことを言うと、洗いざらい話したかった。話せば楽になるかもしれない。自分だけで抱かかえているよりも、ずっと。

　しかし、打ち明けられなかった。

「仕事遅おくれてしまい、申し訳ありません。すぐに終わらせますので」

　場を取り繕つくろう言葉だけが勝手に口から飛び出してくる。



    

  
    
      「エルリーちゃん……」

　少女の態たい度どを拒きよ絶ぜつととったのか、レシーナが悲しそうな顔をする。

　しまったと後こう悔かいするが、時既すでに遅おそかった。

「話したくなったら、いつでも言ってちょうだい」

　そう言い残すと、レシーナは去っていった。

　また一人になってしまった。少女は肩かたを落とす。

　一体何をやっているのだろう。差し伸のべられた手を、むざむざ振ふり払はらったようなものだ。後悔しても遅すぎる。

　何とも矛む盾じゆんしたことに、孤こ独どくを感じている。寂さびしいのなら助けを求めればいいのに、それをせずに自分から孤立している。

　遥はるか昔の記き憶おくが甦よみがえる。

　いや、その表ひよう現げんは必ずしも正しいとはいえないかもしれない。少女自身の感覚では、つい最近のものだからだ。

　あの時──規き格かく外がいの化け物として腫はれ物に触さわるように扱あつかわれていたあの時よりはずっと恵めぐまれた環かん境きようにいる。心配してくれる人がいる、ただそれだけで比ひ較かくにならないほど幸運なはずと言える。

　その幸運に背せを向けている自分の愚おろかさに苛いら立だつ。

　目の前に積み上げられた皿を眺ながめながら、少女は──現代に甦った千年前の大だい詠えい唱しよう士し、エルリーフォン・メルドガイド・シャグラッドは深々と溜ため息いきをついた。





「え、何でトピィがあたしたちの部屋にいるの？」

　入ってくるなり、イルミラは口をぽかんと開けた。

「国王陛へい下かの命により、エルリーさんの調ちよう査さと身辺警けい護ごに参りました。しばらくお世話になりますね」

　トピーアの答えに、イルミラの表ひよう情じようが一いつ瞬しゆんだけ変わる。

「確たしかに変わってるけど、わざわざ王国詠唱士の先生が調べたりするものでもないと思うけどねえ」

　続いての言葉は、動どう揺ようのかけらもない落ち着いたものだった。

「でも、彼女ってとても詠唱に詳くわしかったりしますよね。以前試験組合に来ていたときにも感じましたが」

　だが、それに騙だまされるトピーアではない。畳たたみ掛かけるように、核かく心しんに触ふれる質しつ問もんをぶつける。

「あたしは魔ま術じゆつ格かく闘とうかじっただけだからよく知らないんだけどさ、なんか昔詠唱士について勉強したことがあるらしいわよ」

「その詠唱士さんのお名前は？」

「……えーっと、長くて忘わすれちゃった」

　確かく信しんする──イルミラは何かを隠かくしている。

「うーん、それじゃ仕方ないですよね」

　これ以上突つっ込こむことはせず、トピーアは話を切り上げた。

　あまり無理すると警けい戒かいされてしまう。とりあえず取っ掛かりが出来ただけで十分である。

「しかし、今日はご迷めい惑わくをおかけしました。まさか、自分があんなふうになるなんて、思ってもいなくて」

　またしても、瞬まばたきするほどの僅わずかな時間、イルミラの顔つきが変化した。

「そうよー。いくらなんでも限げん度どってものがあるでしょ」

　浮うかんだのは安あん堵どの色。確信がより強くなる。

「僕だって、そんなつもりじゃ……」

　そんな内心を悟さとられないようにするために、わざと弱々しい声を出してみる。

「あたしどれだけお姉ちゃんに怒おこられたと思ってるのよ。ほんと怖こわかったんだから」

　上う手まく行ったようだ。イルミラは腰こしに手を当ててむくれている。

「まー、トピィの限界を見み誤あやまったあたしもあたしだったんだけどね。パブの店員たるもの客に飲ませていくらなんだけど、程てい度どもあるしねー」

　言いながらイルミラは部屋に二つあるベッドのうちの片かた方ほうに座すわった。

「トピィ、ここで寝ねるの？」

「ええ。二交代でエルリーさんの身辺につかせて頂いただきます」

「それなら、何か敷しくものとかけるものいるわよねー。最近夜はめっきり冷えるし」

　イルミラは立ち上がると、部屋の隅すみにある大きな箪たん笥すの前に向かった。

「この部屋で、お二人は寝起きしてるんですね」

　改めて、トピーアは部屋を見回した。

　これまでは部屋の主がいなかったこともあって詮せん索さくするのがためらわれていたが、興きよう味み自体はとてもあった。同年代の少女の部屋など、ほとんど見たことがなかったのだ。

「そうよ。エルリーが来るまではあたし一人の部屋だったんだけどね」

　箪笥の中をがさごそとあさりながら、イルミラが答える。

「なるほど」

　取り立てて派は手でというわけでもない。芝しば居い役者の似に顔がお絵え──極きわめて写実的なところから『摩似の疎魯イームレクイエム』を使って作られたものだろう──が何なん枚まいか貼はってあったり、これからの季節に備そなえて出したものらしきコートが壁かべにかかっていたりするくらいである。

　整理整せい頓とんも、そこまでなされているわけではなかった。床ゆかの上におしゃれ関係の雑ざつ誌しがほったらかしてあったりする。

　何となく安心するトピーアだった。殺風景この上なく専せん門もん書しよと日用品が散らかっているだけの自分の部屋を、年とし頃ごろの少女らしくないのではないかと常つね々づね心配していただけに、あまり差がないのは何とも嬉うれしいことである。

「どれどれ……？」

　おしゃれ雑誌に手を伸のばしてみる。こういった書しよ籍せきは、ほとんど読んだことがない。トピーアが定期的に購こう読どくしている雑誌というと、「月げつ刊かん詠えい唱しよう士し」やら「詠唱の友」といった色気のかけらもない専門誌ばかりだ。

　ぺらぺらと頁ページをめくってみる。背せが高く足の長い女じよ性せいたちが、様々な服に身を包んでいる姿すがたが、『摩似の疎魯イームレクイエム』によって誌面に刷られている。

『摩似の疎魯イームレクイエム』とは、対象の姿をそのままの形で保ほ存ぞんし紙などに焼き付け転てん移いさせることを可か能のうとする詠唱である。

　トピーアのように犯はん罪ざいを検けん挙きよすることが多い仕事に就ついていると、どうしても犯行現げん場ばの記録や前科者の容よう姿しの保存といった発想が先に立ってしまうが、この雑誌のような使い方も十分に可か能のうである。面おも白しろいものだ。

　腕うでのいい詠唱士なら、美しい景色を保存してから壁に転移させて内ない装そうとしたり、発見の難むずかしい希少な魔ま獣じゆうの姿を捉とらえて研究の材料としたりできるのではないだろうか。

　盲もう点てんだった。『摩似の疎魯イームレクイエム』はよく使う詠唱だし、仕組み等も理り解かいしているつもりだったが、まだまだ応おう用ようの余よ地ちは残されていたのだ。

　これは早さつ速そく学会で発表する必要があるだろう。記き憶おくが確たしかなら、こういった視し点てんから『摩似の疎魯イームレクイエム』に触ふれた論ろん文ぶんはまだないはずだ。革かく命めい的とはいかないまでも、かなり斬ざん新しんなものとして受け入れられる可能性が高い。

　王国論文集ケラングバーンへの収しゆう録ろくも狙ねらえる。もしかしたらそちらでも最年少記録を打ち立てられるかもしれない。そうすれば、トピーアのことを軽かろんじている連中もあっと言わせられるはずだ。

　とそこまで考えてトピーアはあることに気づいた。

　はたして、この雑誌を読んだ同世代の少女が、編へん集しゆうするのに使用されている詠唱について分ぶん析せきを加えたり新たな応用方法を思いついて学会で発表しようと思うだろうか。

「……うぅ……」

　答えは明めい確かくだ。ありえない。

　しょんぼりしてしまう。やっぱり自分は、ずれているのだ。

　思いついたときの興こう奮ふんはどこへやら、すっかり気落ちしながら再ふたたび本を眺ながめる。

　普ふ通つうなら、これがいいとか自分にあった服装はこんな感じだなどと考えたりするのだろうか。しかし、いくら目を通しても綺き麗れいだなーとか可愛かわいいなーといった陳ちん腐ぷすぎる感想しか浮うかばない。

　大体、ローブに愚者の鎖バスタードチエインという無ぶ骨こつで洒落しやれっ気けのかけらもない格かつ好こうが常である自分がこういう本を読んでいる時点でおかしい。亀かめが陸おかに上がって空の飛び方を練習するようなものだ。

　もう読むのをやめようかと思ったところで、大きな文字がトピーアの視界に飛び込んできた。

『今年の秋は可愛いオトナでキメよう』

　閉とじかけた頁を元に戻もどす。大人という単語には弱い。

『背が低い、顔が幼おさないとお悩なやみのそこの貴方あなた。今こそその劣れつ等とう感を逆さか手てに取るときです』

　天から光が差し込んできたかと思った。

『子こ供どもっぽい外見の人の大人びた服装。一見落差が激はげしすぎるようにも見えますが、その落差にこそ魅み力りよくが生まれるのだ！』

「そうだったのかぁ……」

『コティペルト王国でも指折りの仕立て屋であるライノー・マドヴェイン氏の手による今秋の女性服は、幼さを生かしつつ落ち着いた魅力を醸かもし出すことができる優すぐれもの。他ほかに一歩差をつけるならこの組み合わせ！』

　他に一歩差をつけるためのものをこうも大々的に紹しよう介かいしては結局差がつかなさそうなものなのだが、興奮しきったトピーアにそこまで気を回す余よ裕ゆうはない。

　次の頁に、その今秋の女性服を着た人が数人掲けい載さいされていた。

　これまで登場していた女性たちより随すい分ぶん子供っぽい。しかし、どの女性も皆みな明らかに魅力的だった。

　服の側にそれぞれの金きん額がくが書いてある。出せない数字ではない。

　買うには、仕立て屋の店を直ちよく接せつ訪おとずれるか、彼と契けい約やくしている大型の服屋へ行くか、この雑誌に手紙と金を送るかという手しゆ段だんがあるらしい。

　正直服屋の類へ行くのは気が引ける。お洒落な人でいっぱいなところに鎖くさりをぶら下げていくのは場ば違ちがいにもほどがあるだろう。

　となると、手紙を出すのが一番無ぶ難なんに違いない。

　ばさばさとめくりまくって、住所を見つける。

　暗記できないこともないが、なかなか長い。これは何かに書き付けておくのが一番だろう。

　とはいっても、筆記用具など持っていない。どうしようか迷まよってから、『摩似の疎魯イームレクイエム』の使用を思いついた。

　何かの紙に住所を焼き付けておけば、後々ゆっくりと確かく認にんできる。名案だ。

『下か弦げんの月に翳かげる影かげ、上げん妖よう言げん下げん供く華げ』

　詠唱を始める。

　頭の中では、妄もう想そうがもりもりと進化を続けていた。

　大人っぽくキメた自分を見て、彼はきっとメロメロになってしまうに違いない。

　すっかりトピーアに首ったけな彼を連れて、肩かたなんかを組んじゃったりして、クレメンテ通りを歩くのだ。悔くやしがる恋こい敵がたきたちの顔を想そう像ぞうするだけで愉ゆ快かい極きわまりない。

　それから落ち着いた雰ふん囲い気きの店で夕食を共にした後、誰だれもいない公園で身を寄よせ合って夜明けまで愛を語り、昇のぼり始めた朝日を恨うらめしく思いながら別れるのだ。素す晴ばらしい。詠唱を唱える声にも力がこもるというものだ。

『見み渡わたすこうげ──』

「敷しくもの持ってきたわよー」

「ひっ!?」

　突とつ然ぜん声をかけられ、トピーアの力ちから一いつ杯ぱいの詠唱は中ちゆう断だんした。

「何読んでるの？」

　いつの間にかイルミラがトピーアの後ろに立っていたのだ。

「いっいえ別に!?　というかさっきまで箪たん笥すを漁あさっていたはずなのに、いつの間に後ろに！」

　叫さけびながら雑ざつ誌しを隠かくそうとする。

「さっき言ったでしょ。敷くものが見つからないから探さがしに行くって。聞こえてなかったの？」

　が、あまりに遅おそすぎた。

「それ、『イエテボリン・スタイル』の今月号じゃない」

　記事の内ない容ように気づいたらしきイルミラの顔に、意地悪極まりない笑え顔がおが浮かぶ。

「なるほど、なるほどねえ。確たしかトピィにぴったりの特集記事があったような気がしたりしなかったり～？」

　全すべて分かった上でこんな喋しやべり方をしている。悔くやしい。

「なんだったかな～？　思い出せそうで思い出せないな～？」

　やり返す手しゆ段だんがないだけに余よ計けい悔しい。

「……ぷぷぷっ」

　よほどひどい顔をしていたのだろう。イルミラがこらえきれないと言った感じで吹ふき出した。

「いーわよいーわよ。読みたかったら貸かしてあげるからっ」

　そして、ニヤニヤしながらトピーアの肩を叩たたいてくる。

「だから、僕は……」

「遠えん慮りよしないのっ」

　なおも肩を叩き続けてくる。かなりというか随ずい分ぶん痛いたい。

「わか、分かりましたっ！　分かりましたからっ！」

　耐たえ切れなくなってトピーアは悲鳴を上げた。

「よろしい。人間素す直なおじゃなくっちゃね」

　満足げに頷うなずくと、イルミラが小こ脇わきに抱かかえていた大きな寝ね袋ぶくろらしきものを床ゆかに広げる。

「ほらそこどいてどいて」

　促うながされ、トピーアは雑誌を持ったまま近くにあったベッドの上に退たい避ひした。さっきイルミラが腰こし掛かけていたのとは別のベッドだ。

「こんなのしかなかったけど、とりあえず寝られるでしょー。明日には物置も探してみるね」

「あ、ありがとうございます」

　ベッドの上に乗ったまま礼を言う。

「気にしない気にしない」

　にかっとイルミラが笑う。

　竹を割わったような性せい格かくであることが如によ実じつに伝わってくる。隠し事をしていることを簡かん単たんに見み抜ぬけたのも、そんなイルミラの性しよう根ねに拠よる所が大きいだろう。

　少しだけ、後ろめたく感じてしまう。今の自分は、彼女を騙だましているようなものではないだろうか。向こうも何かをトピーアに隠しているのだから同じと言えば同じなのだが。

「なーによ焦しよう点てんの定まらない目しちゃって。変なこと想像してたんじゃないでしょうねえ」

　トピーアが黙だまり込こんだのを妙みような意味でとったか、イルミラがそんなことを言ってくる。

「も、もう。からかうのもほどほどにしてくださいよぅ」

　反はん駁ばくするも明らかに後手後手だ。

「そういや、聞こう聞こうと思ってたんだけどさ」

　イルミラが、手首を曲げて招まねくような仕草をする。

「最近クラウス見てない？」

「いえ、見てませんね……」

　それを聞きたいのは、むしろこちらの方である。

「そうなんだぁ」

　残念と言わんばかりに、イルミラが肩かたをすくめた。

「何かあったんですか？」

「いやね、クラウスが最近店に来ないのよ。通りでも見ないし、家にもいないっぽいし」

　イルミラの視し線せんが、不安そうに少し揺ゆれる。

「この前もあんなことがあったし、もしかしたらそれが……」

「あんなこと？」

　即そく座ざに反はん応のうする。

「いや、大したことじゃないよ？」

　イルミラは、曖あい昧まいにはぐらかした。

　怪あやしいが迷まようところである。単に他人に話したくないことなのか、それともトピーア──つまり王国詠えい唱しよう士しに知られたくないことなのか。

「あ、お菓か子しでも食べない？」

　イルミラががさごそと周囲を漁あさる。露ろ骨こつな話題逸そらしだ。

「……お菓子ですか、いいですねっ」

　乗った振ふりをしながら、観察を続ける。

「ああ、あったあった」

　イルミラがどこからともなく取り出したのは、色とりどりのキャンディが入った小さなバスケットだった。

「はいどうぞ」

「ありがとうございます」

　差し出してくる袋から、一つキャンディを取って口の中へ放ほうり込む。

「おいしいですね」

　見た目は取り立てて何と言うこともない普通のキャンディなのだが、これがなかなかおいしい。こういった子こ供ども向けのお菓子にありがちな不自然に強調された味ではなく、素そ朴ぼくな甘あまさが口の中に広がる。

「でしょでしょ。これ最近通りにできた『タンキアン』っていうお菓子屋さんで買ったんだけどさ、思ったよりいけるよねー」

「どこにあるお店ですか？」

「えーっとね、近くに大きな建物があるのよ。ほら、なんだっけ、詠唱士の試験がどうのこうのっていう……」

　途と中ちゆうでイルミラが言葉を切った。

　理由はトピーアにも分かった。──部屋の空気が変化したのだ。それも、急きゆう激げきに。

　原げん因いんのあると思われる方向に首を向ける。

「エルリー、さん」

　今回の行動の最重要対象である少女、エルリー・ハンネマンが入ってきていた。

　輝かがやかんばかりの金色の髪かみ。思わず嫉しつ妬としてしまいそうなほどに綺き麗れいな顔立ち。

「おつかれ～。遅おそかったじゃない」

　イルミラが声をかける。

「ああ。手間取った」

　その声こわ色いろにトピーアは戸と惑まどう。

　彼女の知るエルリーは、幼おさない外見とは裏うら腹はらに落ち着き払はらった冷静な少女である。少なくとも、詠唱士試験組合で会ったときはそうだった。

「……そこは、わしのベッドなのだが」

　まるで別人のようである。ただそこにいるだけで周囲の空気に質しつ量りようを与あたえてしまいそうなほどに、暗い。

「寝ねたいのだが」

「す、すいませんっ！」

　慌あわててベッドから降おり、イルミラが敷しいてくれた寝ね袋ぶくろの上に座すわり直す。

　エルリーはそんなトピーアに視線を向けることさえもせず、ベッドの上に横になりシーツをかぶってしまった。

「なんかさ、エルリーのことを調査しに来たんだって」

　イルミラの言葉に、エルリーはシーツから顔を出した。

「よろしくお願いします」

　笑え顔がおを作って挨あい拶さつしてみる。

　すると、エルリーは返事もせずにシーツをかぶりなおした。

「……え？」

　冷れい淡たんこの上ない対たい応おうだった。ある程てい度ど邪じや険けんに扱あつかわれるかもしれないとは予想していたが、まさかここまで露骨だとまでは思わなかった。

「ちょ、ちょっとエルリー」

　イルミラがたしなめるような声を出すが、エルリーは反はん応のうもしない。

　しばし、重苦しい沈ちん黙もくが部屋を押おし包む。

「……ごめんね～」

　イルミラが、小声でそう言いながらトピーアの肩かたを叩たたいてきた。

「ちょっと色々あったみたいで、最近ずっとあんな調子なのよ。元々ああいう子じゃないんだけど」

「はあ……分かりました」

　とりあえず頷うなずき返すと、イルミラはほっとしたように苦く笑しようした。

　エルリーくらいの年なら、こういうこともよく起きうる。いつでもどこでも誰とでも笑顔でいるというのは難むずかしい。

　自分の年ねん齢れいを棚たなに上げてそういうことを考えながら、しかし不思議だとトピーアは首を傾かしげる。

　エルリーは、自身をもっと制せい御ぎよできるだけの精せい神しん的成せい熟じゆくを有しているように思える。そこまで親しくないトピーアだが、なんとなくそんな確かく信しんがあるのだ。

　何か、自分の殻からに閉とじこもってしまうほどに重大な事じ件けんに見み舞まわれたのかもしれない。イルミラの言葉も、そのことを暗あん示じしているという風に取ろうと思えば取れる。

「さて、あたしたちもそろそろ寝ましょうか」

　イルミラが立ち上がり、ランプを消しに向かった。

「はい」

　トピーアは寝袋の中に入る。

　最悪床ゆかで寝ることになるかもしれないと覚かく悟ごしていただけに、この心こころ遣づかいはかなり嬉うれしい。

　灯あかりが消えた。部屋が真っ暗になる。

「甘あまいもの食べたし噛かみ草噛んどく？　虫歯になったら困こまるでしょ」

　どこからか、イルミラの声が聞こえる。

「いえ、僕ぼく自分の分を持ってきてますから」

「ん。それならいいか。じゃおやすみ～」

　もぞもぞとベッドに潜もぐり込む音。それからほとんど間も置かずに、すーすーと寝息が聞こえてきた。

　寝つきがいいのは健康な証しよう拠ことよく言われる。さすがはイルミラだ。

　懐ふところから噛み草を取り出し、トピーアは口の中に放ほうり込んだ。

　じんわり広がる少し辛からい風味をもぐもぐとやりながら、考えを巡めぐらす。

　とにかく、この少女の身の回りで何かが起きていることは間ま違ちがいがない。その規き模ぼの大きさ小ささは把は握あくしかねるが。

　いかにいい加か減げんに思える指令であったとしても、こうして何かが起きているように思われる以上、最さい大だい限げん注意を払はらうようにしなければならない。

　とはいえ、いまいち緊きん張ちよう感に欠けるということは否いなめない。

　参ったな、と心の中で呟つぶやく。割わり合あい修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきたという自信はあるのだが、こんな宙ちゆうぶらりんな状じよう況きようは初めてだ。果たしてどうすればいいのだろうか。

　えもいえぬ不安に、溜ため息いきをこらえられないトピーアだった。



    

  
    
      　第二章　明めい滅めつする過か去こ　Shadow Of The Past






「さてと、説明は以上でいいかな」

　目の前の子こ供ども達たちを見回しながら、クラウス・マイネベルグは言った。

「とりあえず、先生が試ためしに使ってみるからね」

　周囲の住民から『がらくた屋や敷しき』と呼よばれている一軒けんの建物。クラウスは、その建物の庭にいた。

　クラウスの前に、子供達が並ならんでいる。彼が勤つとめているシーパース詠えい唱しよう教室に通う生徒達である。要するに、クラウスの教え子だ。

「本物の攻こう性せい詠唱習うのって初めてだー」

　目をきらきらさせてそう言ったのは、シーパース詠唱教室のガキ大だい将しようであるスコット・ミーアンである。

「スコットさん。何かよろしくないことを考えていらっしゃるんじゃなくて？　先生がおっしゃった通り、攻性詠唱は他人を傷きずつけるためのものではありませんのよ」

　貴き族ぞくの末まつ裔えいで、悪さばかりするスコットとは対照的な優ゆう等とう生せいのターヤ・パシコスキ・トルネが、がみがみと注意する。

「よく言うよー。攻性詠唱一番使うのはターヤだろ。何かあったらすぐにぶっ放すじゃないか」

「むっ、それは……」

「それは何なんだよー。はっきり言えよー」

　スコットの取り巻まきであるチャーリーやフランクが、わいわいと騒さわぐ。

「ターヤさんが詠唱を使うのは、あんた達が悪さするからでしょっ」

　ターヤに代わり、ターヤの友人、コニン・グレイヴスが腰こしに手を当てて糾きゆう弾だんした。

「うるさいぞー。ターヤの子分なくせに」

「フランクだってスコットの子分でしょ。悔くやしかったら一人でかかってきなさいよ」

「喧けん嘩かはぁ、駄だ目めだよぉ～。仲良くが一番～」

　コニンと同じくターヤの友人であるパルミ・アイネズが、白熱する論ろん戦せんにずれた間合いでもって割わって入る。

「ほらほら、授じゆ業ぎようが進まないよ」

　パルミが二人の気き勢せいを殺そいだのを確かく認にん、すかさず冷や水をぶっかける。

「ふーんだ」

　コニンがスコットに思いっきりあかんべえをした。

「このっ……」

「はいはいそこまで」

　スコットが何か言おうとするのを遮さえぎり、ぱんぱんと手を叩たたく。

「それじゃ、詠唱を始めるよ」

　そう告げると、クラウスは屋敷にあった古い家具を組み合わせて作った即そく席せきの的の前に立った。

　今回子供達に教えようとしているのは、『空冠の捕食者スペースイーター』という詠唱である。魔力を組み合わせて魚の鰭ひれ状じようの塊かたまりを作り、対象に激げき突とつさせて衝しよう撃げきを与あたえるという詠唱である。

　発動させるのは簡かん単たんだが、強力なものにするには高度な技ぎ術じゆつが必要になる。慣なれないうちは、寝ねている野の良ら犬いぬを驚おどろかせることも出来ないのだ。子供達が初めて触ふれる攻性詠唱としては、最さい適てきである。

　クラウスは杖つえを構かまえた。

　子供達の視し線せんが突つき刺ささる。ドジを踏ふむわけにはいかない。毎度のことながら緊きん張ちようする一いつ瞬しゆんである。

　今回は攻性詠唱だから尚なお更さらだ。攻性詠唱とは、すなわち他人に危き害がいを加えることを目的とした詠唱である。一つ間ま違ちがえれば、子供達に怪け我がをさせてしまう。

　──怪我。

　クラウスの脳のう裏りに、忘わすれようと必死になっていた情じよう景けいが浮うかんできた。

　解とき放たれた詠唱。渦うず巻まく風、巻き上げられ叩きつけられ、動かなくなった一人の女じよ性せい。そして──その前で立ち尽つくす自分の姿すがた。

　単語一つ口から出すこともできない。突とつ如じよとして噴ふん出しゆつしてきた恐きよう怖ふと不安が、クラウスを内側から締しめ上げる。

「……先生、いかがなさいました？」

　ターヤの声が、クラウスをあの得体の知れない迷めい宮きゆうから現げん在ざいへと引き戻もどした。

「いや少し、精せい神しん集中を、ね」

　我われながら苦しい言い訳わけである。

「左さ様ようでしたか……」

　不ふ審しんそうなターヤに笑いかけると、クラウスは杖を構え直した。

　落ち着け。自分にそう言い聞かせる。『空冠の捕食者スペースイーター』は、攻性詠唱の中でも最も単たん純じゆんで簡単な部類に属ぞくしている。軽くこなして、後は子こ供ども達たちに使わせればいい。



    

  
    
      「……今日の授じゆ業ぎようは、えーと、ここまでにしておきます」

　──駄だ目めだった。

　あの夏の日。クラウスは自分の身を守るために、生まれて初めて攻こう性せい詠えい唱しようを生身の人間に向かって使用した。

　相手──何かに操あやつられていたらしき女性──は、クラウスの放った詠唱をまともに受け気き絶ぜつした。どれほどの打だ撃げきが彼女に加わったかは分からない、しかし気絶するほどなのだから、ちょっとやそっとのものではなかったはずだ。

　自じ責せきの念が荒あれ狂くるう。もっと他ほかに手しゆ段だんはなかったのか。そんな声が、耳の中で鳴り響ひびく。

「各自、帰って復習をしっかりしておくこと。次までにはちゃんと使えるようにね。さようなら」

　ようやく、それだけが言えた。

「ええええ」

　スコットが不満そうな声を上げる。

「さては、手を抜ぬいて給料だけをせしめようという作戦だな」

『歩くデマ噴ふん霧む器き』と悪名高いギルビー・バラークが、クラウスにいやな視線を送ってくる。

「これは一大事だ。クレメンテ通り中に広めねば」

　普ふ段だんならどやしつけてやめさせるところなのだが、そうすることさえ出来なかった。気分が極きよく限げんまで滅め入いってしまっている。

「……あれれ、乗ってこないな。つまんないの」

　ギルビーが不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

　構かまわず、クラウスは庭から去ることにした。

「ねえねぇ、ターヤちゃん。授じゆ業ぎよう終わったしぃ、駄だ菓が子し屋やさんにぃ行かない～？」

「駄菓子屋さんなんて古い古い古いですよー。うちのお母さんとかが小さい頃ころよく通っていたなんて言ってましたけど、やっぱりイマドキの子供はそんな所よりももっとお洒落しやれなところへ行くべきなんですよ。お洒落って言ったら、今月の『イエテボリン・スタイル』読みました？　特集がもうかなり素す敵てきって感じで、わたしもお小こ遣づかいを貯ためて何か買おうかと思ったんですけど、うちのお母さんったらけちんぼで、お小遣いを月に──」

「ええ。興きよう味み深ぶかいですわ」

　ゆっくりとした口調で短い内ない容ようを引き延のばして喋しやべるパルミと、てきぱきとした口調で冗じよう長ちような内容を矢や継つぎ早に繰くり出すコニンをこの上なく適当にあしらうと、ターヤはクラウスの元に駆かけ寄よった。

「先生、よろしいですか？」

「何だい」

　足を止めて、振ふり返る。

「お元気がないようにお見受けするのですが、何かおありでしたか？」

「いや、別に」

　意図的に、冷たい答えを返した。これ以上追及されるのを避さけたかったのだ。

「心配してくれてありがとう」

　それだけ言い残し、クラウスは庭を後にした。





「いかがなさったのでしょう」

　不安と不ふ審しんが、ターヤの口から独どく語ごとなって零こぼれ落ちた。

　クラウスは、ターヤにとって気になる存そん在ざいである。いつも、その一挙手一投足にいたるまで注意深く観察している。

　だから、クラウスの異い変へんにすぐ気づくことが出来た。

　おそらくは、夏の合宿。そこから、クラウスの様子はずっとおかしいままである。

「何か変よね」

　立ち尽つくすターヤの後ろから、声が聞こえた。

「ひっ!?」

　びっくりして振り返ると、そこに立っていたのは同じ教室に通う霊れい感かん少女ブルーナ・ディッキンソンだった。

「魂たましいが抜けてるっていうか、心ここにあらずっていうか。大事にしてたものをなくした感じ？」

　ブルーナが、おおよそ子供らしくない見立てを行う。この世ならざるものが見えているせいか、物の見方がやたらと大人びているのだ。

「……ブルーナさんは、占うらない師しだか人生相談だかをやるといいような気がしますわ」

「死んでる人間でも手て一いつ杯ぱいなのになあ。生きてる人間も面めん倒どう見るのか。まあ、面おも白しろそうではあるけど」

　口元に不気味な笑え顔がおを浮うかべるブルーナ。何とも言えない恐きよう怖ふを感じる。

　悪お感かんを振ふり払はらいつつ、ターヤはクラウスのことを思った。

「ま、秋は誰だれでもちょっと愁うれいっぽい気分になるもんよ」

　ブルーナがターヤの肩かたを叩たたいてくる。

「そうでしょうか……」

「ターヤちゃ～ん、おなかすいたよぉ」

「それでその犬が……あれ、何の話してたんだっけ？　まあいいや、その犬がいきなりギャズ君に吠ほえたんですよ。そしたらギャズ君が……」

　相変わらず各おの々おのの調子を崩くずさずに、パルミとコニンが近ちか寄よってくる。

「愁いっぽい、気分ですの？」

「うーん……まだまだわたしも修しゆ行ぎよう不足」

　ブルーナとターヤは目を合わせ、溜ため息いきを交かわしたのだった。





「よう、クラウスじゃないか」

　悪いことは連れん鎖さして発生するものらしい。クラウスはしみじみそう感じた。

「例によってしけきった顔だな。この前国カ定テ賭ド博ラ場ルで大勝利した俺おれの幸せを分けてやろうか」

　聞こえない振りをして、歩く速度を上げる。

「まあ金は分けないが、俺がいかにして勝ったかを話してやる。楽しい気分になれるぞ」

　しかし、声の主はクラウスの行く手に回り込こんできた。

「別に自じ慢まんしようってつもりじゃない。ただこの感動を誰かと分かち合いたいだけだ」

　ルドルフ・シェンルー。クラウスの悪友というか腐くされ縁えんというか、まあそういった感じの存在である。博打ばくちの話をしているが、一いち応おう警けい察さつ官かんだったりする。

「その日の昼、俺は突とつ如じよある予感に突つき動かされた。今日は、勝てるんじゃないかという予感だ」

　毎回そう言っては負けているじゃないかと思いつつも、クラウスは何も言わずに歩く。

「迷まようことなく俺は国カ定テ賭ド博ラ場ルへと向かった。特に昼間は空すいていて落ち着いて遊べるしな」

　昼間は仕事しろよと思いつつも、クラウスは何も言わずに歩く。

「とりあえず持ち金全すべてをコインに換かん金きんして勝負に挑いどんだわけだ。男たるもの、ここぞという時には全力で挑まないといけないからな」

　負けたらどうするつもりだったんだと思いつつも、クラウスは何も言わずに歩く。

「おいおい、どうしたんだよクラウス。いつもなら、毎回そう言っては負けているじゃないかとか昼間は仕事しろよとか負けたらどうするつもりだったんだとか言ってくるだろ」

　ルドルフが、つまらなさそうに言う。

「……そんな気分じゃないんだよ。買い物あるし、用がないならもう行くぞ」

「おい、待てよクラウス」

　ルドルフが引き止めてくるのを振ふり切り、クラウスはその場を後にした。

「うーむ。こりゃ重じゆう症しようだな……」

　クラウスの背せ中なかを眺ながめながら、ルドルフは困こまったように腕うでを組んだ。





「エルリー。ちょっとそれ取って」

　イルミラが何か言っている。しかし、その言葉はエルリーの右耳から左耳へと抜ぬけていった。

「おーい。エルリーさーん」

　呼よばれているというのは分かっているのだが、どうにも体が反はん応のうしない。

　眠ねむくて仕方ないのだ。ここ最近、毎日のように悪あく夢むにうなされていて、しっかり眠った覚えがない。

「エルリーってば。もう、聞こえてないの？」

　すぐ横から、イルミラの大きな声が巻まき起こった。

「むっ、な、なんだ」

　ようやく我われに返る。

「だから、そこに置いてある洗あらい終わったコップ取ってってずっと言ってたのよ」

「そうであったか、すまぬ」

「全く、最近ぼーっとしすぎよ。お腹なか空すいたからって落ちてるもの拾って食べたんじゃないでしょうね」

　イルミラがからかってくる。いつもなら、かっとなって言い返すところなのだが、今回はどうしてもそんな気になれなかった。

「向こうに持っていけばよいのか」

「えっ……いやまあそうだけど」

　イルミラが困ったような顔をする。

「最近どうしたのよ。張はり合いがないわねえ」

「すまぬ」

　コップをまとめてトレイに載のせ、イルミラが指し示じした場所へと運ぶ。

「何よ、そんな大人しくされちゃまるであたしが感じの悪い嫌いや味み女おんなみたいじゃないのよー」

　よく分からない理由でイルミラが怒おこっている。何となく申し訳わけないような気分になるのだが、謝あやまるのもおかしいので黙だまっていることにする。

「エルリーちゃん、いるかしら？」

　レシーナが顔を出した。

「はい、何でしょうか」

「手伝ってほしいことがあるの。ちょっと来てくれる？」

　断ことわる理由もない。頷うなずくと、エルリーはレシーナについていった。

「倉庫が散らかってるのよね。最近片かた付づける時間もなくて」

　連れてこられたのは、店の裏うら手てにある掘ほっ立たて小屋のような小さい建物だった。見るからに古ぼけていて、心なしか傾かたむいているようにも感じられる。

「待っててね。今開けるから」

　鍵かぎの束を取り出すと、レシーナはその束の中の一つを建物の扉とびらの鍵かぎ穴あなに差し込んだ。

「暗いから気をつけてね」

　そう言いながら扉を開け、中に入るレシーナ。エルリーもその後に続く。

　物置の中は埃ほこりっぽかった。レシーナの言うとおり、かなり暗い。

「とりあえず、地面に散らかってるのを棚たなの上に戻もどしておいてくれるかしら」

「分かりました」

　返事し、早さつ速そく作業に取り掛かかる。

「ねえ、エルリーちゃん」

　床ゆかにしゃがみこんで色々と拾っていると、頭の上からレシーナの声が聞こえてきた。

「はい？」

　顔を途中まで上げると、レシーナがエルリーの前にしゃがみこんでいるのが目に入った。

　慈じ愛あいと優やさしさに満ちた視し線せん。相手を無む条じよう件けんで無む防ぼう備びにしてしまうかのような、包ほう容よう力りよくに満ち満ちた暖あたたかさ。

「どうしても、話せそうにない？」

「それは……」

　しかしそれでも、エルリーは自分の内心を曝さらけ出すつもりになれなかった。

「無理に話して、とは言わないわ」

　でも。立ち上がりながら、レシーナが微笑ほほえむ。

「抱かかえきれなくなったら、いつでも相談してくれればいいのよ」

　目を逸そらす。

　彼女の気持ちは嬉うれしかった。しかし、どうしても言葉にすることが出来なかったのだ。

　あの日、ふとしたことで迷まよい込んでしまった研究所。影かげのごとく姿すがたを見せた、千年前の因いん縁ねん。その狭はざ間まに産うみ落とされた、兵器という名の一人の少年。

　彼の笑え顔がお。死ぬ間ま際ぎわに見せた、無む惨ざんなほどに満ち足りた笑顔が、ありありと甦よみがえってくる。

　胸むねの奥おく底そこに、錆さびた釘くぎを打たれたような気分になる。

　自分の行動の一つ一つが悔くやまれてならない。どうしてあんなことをしたのか。どうして、どうして──

「……わたしは、行くわね」

　痛いたましそうな視線をエルリーに落としたまま、レシーナは物置から出て行った。

　落ち込んでいても仕方ない。済すんでしまったことだ。そう自分に言い聞かせ、重い体を引きずるようにして片かた付づけを始める。

　半開きになったままの扉が、風にあおられてがたがたと鳴っている。レシーナが閉しめ忘わすれるとは考えにくい。おそらく、扉が古くなり閉まりにくくなっているのだろう。

　立ち上がり、扉の近くまで歩いていく。

　閉めようとしたところで、後ろで物音がした。足を止めて振ふり返る。

　何かがばたばたと動いているようだ。気になり、近くまで歩いていってみる。

　音の正体はすぐに分かった。ねずみだったようである。一いつ瞬しゆんだけ、尻尾しつぽがちらりと見えたのだ。

　これだけ古い物置なら、ねずみの一匹ぴきや二匹いてもなんら不思議ではない。退たい治じしろといわれていたわけでもないし、そのままにしておくことにする。

　再ふたたび扉のところまで行って、閉める。

　光がなくなった分暗くなったが、目が慣なれていることもあってさほど不便は感じなかった。

　エルリーは作業を再さい開かいする。胸の痛みは鈍にぶく、しかしはっきりとその存そん在ざいを主しゆ張ちようしていた。





　背中を丸めるようにして、クラウスは細い路ろ地じ裏うらを行く。

　普ふ段だんはあまり通らないが、近道をする時などにはたまに使う道である。

　表の通りとは違ちがい、結けつ構こうごみごみとしている。人が通らないところだし、あまり整せい頓とんにも気を遣つかっていないのだろう。

　歩いていると、少し先に見慣れた女じよ性せいの姿が見えた。

　レシーナである。こんな日の当たらない場所においても、彼女の魅み力りよくである清せい楚そな華はなやかさは失われていなかった。

　近くの木箱に、すっと身を隠かくす。

　隠れる必要などないのだが、どうも気まずかった。

　あれだけ夢を目指して頑がん張ばると言っていたのに、挫くじけそうになっている自分の姿を見られたくなかったのだ。

　この道を選んだことを少し後こう悔かいする。『ハンネマン』の裏うらを通ることになるからだ。

　レシーナがいなくなってから、もう一度歩き出す。少しだけ、足を速めて。

　先ほどレシーナがいた辺りまで来る。丁度、『ハンネマン』の裏手だ。

　右手には、古びた物置がある。確たしか『ハンネマン』の物だ。イルミラが出入りしているのを見たことがある。

　扉とびらが中ちゆう途と半はん端ぱに開いていた。風を受けて、ゆらゆらと前後に動いている。

　開けっ放しになっているのはまずいだろうと思ったが、クラウスが気にすることでもないようにも思える。

　そのままにして、クラウスはその場を立ち去った。





　クラウスが離はなれてからすぐに。

　扉は、内側からぱたりと閉められた。



    

  
    
      　第三章　裏うら通どおりの女にゃ気をつけろ　She-Wolf






　裏通りは、いつものように空気が淀よどんでいる。

　ただいるだけで、何か体が毒気に蝕むしばまれそうだ。

　早いところ用事を済すませて家に帰ろう。そう心に決める。

「すいませーん」

　目当ての店に辿たどり着くと、クラウスは中に向かって声をかけた。

「はいはーい」

　体たい格かくの大変よろしい中年女じよ性せいが、人ひと懐なつこい笑え顔がおを浮うかべながら出てくる。

「えーと、いつものお願いします」

　この店は、クラウスが贔屓ひいきにしている『ラクナコイール』というパン屋である。

　裏通りにあるという地理的環かん境きようのまずさもあって、さほど繁はん盛じようしているわけではないが、味は間ま違ちがいなく一級品なのだ。

「はいはい、すぐ出すわね」

　女性が、後ろを振ふり返った。

「アンドレアーノ。ミリオーレ五斤きんとモツァッティを二十個こ出してちょうだい」

　打って変わって太い声である。

「ほいほい」

　店内から、弱々しい返事が聞こえてきた。

「最近あんまり見ないけど、元気してますか？」

　女性が、クラウスに尋たずねてくる。

「はい、まぁそこそこ……」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごす。何と答えればいいのか分からないのだ。

「顔色も悪いし、少し痩やせたんじゃない？」

　心配そうに顔を覗のぞき込こまれ、クラウスは思わず視し線せんを外した。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そのまま、事実と正反対な言葉を吐はき出す。

「そう、ならいいけど……」

　女性は、全く納なつ得とくしていないような口ぶりである。

　クラウスが弱ってしまったところで、店内から人が出てきた。

「持ってきたよ～」

　中肉中ちゆう背ぜいの取り立てて特とく徴ちようのない男性である。年のころは女性とほぼ同じくらいだ。

「どうもどうも」

　女性の追つい及きゆうを免まぬがれたことにほっとしつつ、クラウスはポケットから代金を取り出した。

「毎度ありがとう」

　男性が、温和そうな笑顔を浮かべながら、クラウスに一ひと抱かかえほどの袋ふくろを渡わたしてきた。

　袋の中からはいい匂においがこれでもかともれだしている。

「丁度いい時に来たね。焼き立てだよ」

　この男性、一見嫁よめの尻しりに敷しかれた冴さえない中年風ふ情ぜいだが、この『ラクナコイール』のパン焼きを一手に引き受ける腕うで利ききの職しよく人にんである。

　かつてはパンの本場と言われるダイヴァ・シティで修業したこともある本ほん格かく派はで、本人の営えい業ぎよう下手によりいまいち名声を得ていないものの、一度ついた客は二度と離はなれないとまで言われている。

「ありがとうございました。じゃ、失礼します」

　袋を受け取りお金を渡わたすと、クラウスは店を後にすることにした。

「気をつけてねー」

　声をかけてくる女性に会え釈しやくすると、そそくさとクラウスは立ち去ったのだった。





　モツァッティ──手のひらくらいの大きさの菓か子しパンで、中にはジャムが詰つまっている──を一つ取り出してもぐもぐとやりながら、クラウスは裏通りを歩く。

　ちなみにこれだけの量を纏まとめ買いしたのは、組み合わせで値ね引びきしてもらえるからである。どっちみち買うものなら少しでも安く手に入れるのが一番というものだ。

　裏通りは、いつものように淀んだ空気が充じゆう満まんしている。行きつけのパブがある辺りもあまりいい雰ふん囲い気きではないが、ここほどではない。

　道みち端ばたには、職も素す性じようもよく分からない人間がたむろしたり横になったりしている。

　彼らの周辺には、匂いを嗅かいだだけで非ひ合ごう法ほうの葉によるものだと分かる煙けむりがもくもくと漂ただよっていた。

　知り合いの警けい察さつ官かん──というかルドルフである──によると、こういう手合いを完全に取り締しまり排はい除じよしてしまうことは不ふ可か能のうらしい。

　ああいう葉っぱは所持しているだけでもしょっぴくことができるが、現げん在ざいの法ほう律りつでは重い罪つみに問えないため、更こう生せいする間もなく短い期間牢ろう獄ごくに入っただけですぐに戻もどってきてしまうのだそうだ。

　連中が何か他の犯はん罪ざいを犯おかせば、そちらの罪ざい状じようでより長期間投獄することが可能になり、中毒から立ち直らせることもできるのだが、向こうもさるもので、そういう犯罪を犯した人間はその親しい仲間にいたるまで葉を売ってもらえなくなるという仕組みを作った。

　売人の背はい後ごには組そ織しき的犯罪集しゆう団だんがいるため、その仕組みに関かかわる段取りはあっという間に整ったらしい。件くだんの警察官は、大本を絶たたないことにはどうにもならないとぼやいていた。

　とはいえ、クラウスのような一市民には関係のないことである。なのだが、どうしてか彼らに時折視し線せんを送らずにはいられなかった。

　薬物に手を出す理由は様々だが、大本まで遡さかのぼってみれば辿たどり着く理由は全すべて同じである──逃とう避ひだ。

　好こう奇き心しん、知人の勧すすめ。きっかけはどうあれ、手を出してしまうのは現げん実じつに敗北した本人の弱さだ。

　また、手を出しても最後の最後で歯止めをかけるだけの自じ制せい心しんがある者はあそこまで堕だ落らくしない。弱く、かつ己おのれを律することができない人間のみが、人生を棒ぼうに振ふりこの裏うら通どおりに行き着く。

　知らず知らずのうちに、自分を彼らと重ね合わせていたことにクラウスは気付いた。

　差は、おそらくほとんどない。せいぜい、彼らより幾いく分ぶんか世間体のいい仕事をこなしているくらいだろうか。

　目指すべき夢ゆめを見失い、おそらくは自らの不明から一人の少女を泣かせてしまった。

　いつ、自分もああなるか分からない。死んだ魚のような目をして横たわり、違い法ほうとされている葉を詰めた巻まき紙がみに火をつける他ほかに楽しみもないような生ける屍しかばねになるか──

「ねね、お兄さん」

　突とつ然ぜん袖そでを引かれ、クラウスはびくりと硬こう直ちよくした。

「どうしたの、死んだ魚みたいな目をしちゃって」

　内心を読み取られたかのような言葉にはっとしつつ声のした方を向くと、そこには派手な化け粧しようと不必要なまでに派手な露ろ出しゆつといういかにも分かり易やす過すぎる女がいた。

「ごめんなさい。急いでるんで」

　すかさず早足で立ち去ろうとする。特別裏社会に通じていたりするわけではないクラウスだが、こんな場所でこんな風に話しかけてくるこんな服ふく装そうの女と関わり合いになることがどういうことかくらいは分かる。

「あっ、つれないじゃなああい。待ーってよお」

　振り払はらおうとするが、女は袖を離はなさない。

「お兄さんが何だか辛つらそうだから、話しかけてみただけ」

「いやほんと間に合ってますからっ」

　とにかく振り切ろうともがく。このままだと、「いいことしない？」とか言われて暗がりに引きずりこまれそこで待ち受けていた怖こわいお兄さんたちにタコ殴なぐりにされた挙あげ句く身み包ぐるみはがされてクレメンテ通りのゴミ捨すて場に放ほうり出されたりするのが関の山だ。

　冗じよう談だんではない。クラウスは今さっきパンを買ったばかりである。家に帰ったら少しだけ贅ぜい沢たくな夕食をして苦く悩のうを慰なぐさめるつもりだったのだ。こんなところで志こころざし半ばにして倒たおれるわけにはいかない。

「何か誤ご解かいしてるんじゃない？　別に悪さをしようってわけじゃないですよ。お兄さんのことが、気になるから」

　女が、上うわ目め遣づかいでクラウスを見上げてくる。ここまで怪あやしさ全開だというのに、少しだけ信じてしまいそうになる自分が情なさけない。

「と、とにかく。お金もないし時間もないんです」

　動どう揺ようを隠かくすべく、クラウスはやや強ごう引いんに女を振り払った。

「きゃっ」

　女が派手に転ぶ。

「あっ」

　力を入れすぎたらしい。これはしまったとクラウスは慌あわてて駆かけ寄より、

「お兄さん、優やさしいねっ」

　次の瞬しゆん間かん腕うでをがっしりと掴つかまれてしまった。

「お姉さんは怪かい力りきだね!?」

　凄すさまじい強さである。引き剥はがそうにも引き剥がせない。とても、クラウスに振り払われた程てい度どで転ぶとは思えない。

「ま、立ち話もなんだしー。ちょっと何か飲みながら話でもしようじゃない」

　しまったと後こう悔かいしても遅おそい。

「ちょっと待って、うわ、誰だれか助けてええ！」

　いずこかへと引きずられていくクラウスの悲鳴が、裏通りに響ひびいたのだった。





「ふわあ……」

　思わずあくびが出る。

「あらあら、よく眠ねむれなかった？」

　テーブルのクロスを掛かけ直していたレシーナが、そう尋たずねてきた。

「いや、そういうわけではないんですけど」

　寝ね袋ぶくろを提てい供きようしてもらったこともあって、かなり快かい適てきな睡すい眠みんを取ることができた。今のあくびは寝不足が原げん因いんではない。

　店内を見回してみる。昼間という時間帯もあって、客の姿すがたはない。クロスを直すレシーナと、床ゆかをモップがけしているエルリーがいるだけである。至いたって平和な光景だと言えた。

　そう、平和極きわまりない。つまり、退たい屈くつで仕方ないのだ。

「そろそろお昼にしましょうか。何か食べる？」

「そうですね。あ、領りよう収しゆう書しよお願いしますー」

　こういう場合、昼食代は経けい費ひで落とせる。別べつ段だん金に困こまっているわけではないが、払はらわなくていいものなら払わずに済すませたい。

「はいはい。少し待っててね」

　レシーナが奥おくへと消えて行く。

　エルリーと、トピーアだけが残された。

　やることもないので、エルリーを観察してみる。

　エルリーは、昨日と変わらず暗い表情をしていた。連日ああして落ち込こんでいるということは、よほど辛つらいことがあったのだろう。

　何とか元気付けてみることにした。指し示じは観察と警けい護ごなのだから本来そこまでする必要もないのだが、何となく放ほうっておけないのだ。

「エルリーさーん」

　とりあえず声をかけてみる。

「……何か？」

　手を止め、振ふり返らずにエルリーが聞き返してきた。

「ええっとですね……」

　その無ぶ愛あい想そうさを通り越こした近寄りがたい空気にたじろぎつつも、トピーアは次の言葉を探さがす。

「最近、クラウスさんどうしてるんですかね。あんまり店にも……」

　皆みなまで言う必要はなかった。この話題は劇げき薬やくだ。

「どうして、いるの、だろうな」

　エルリーの纏まとう空気が手の施ほどこしようがないほどに悪化している。暗いどころの話ではない、どす黒い。

「今日もいい天気ですよね。『陽サ日ンのバ燃ー儀ン』もうまく決まりそう」

　かなり無む理り矢や理りに空気の転てん換かんを試みる。こんな時でさえ詠えい唱しよう関係の話題しか振ることができない自分が何だか情なさけない。専せん門もん馬ば鹿かというか、オタクというか。

「晴れている日に陽光系けい統とうの詠唱が効こう果かを発はつ揮きするのは当たり前だ。曇くもっている時にどれだけ完全に近い形で発動させられるかどうかが腕うでの見せ所だろう」

　説教されてしまった。しかもぐうの音ねも出ないほどに正せい論ろんである。

　トピーアは深く反省した。こんなことではいけない。

　そして、元気付けることを完全に失敗してしまったことに思い当たる。

　エルリーは地面にめり込みそうなほどに重苦しい空気を放ちながら、モップがけを再さい開かいしていた。もう一度話しかけることなど到とう底ていできそうにない。

「……モップを洗あらってくる」

　誰だれにともなくそう言い残すと、エルリーは店の奥へと引っ込んでしまった。

「あ、ちょっと……」

　トピーアがその後を追おうとしたその瞬しゆん間かん、店の扉とびらが開いた。

「何者っ!?」

　即そく座ざに杖つえを構かまえる。同時に口中で詠唱によく似にたひと続きの単語を唱となえ、魔ま力りよくを統一した。店はまだ準じゆん備び中ちゆうなはずである。客が現あらわれるとは考えにくい。

「おいおい、そう殺気立たないでくれたまえよ」

　入ってきたのは、涼すずしい笑え顔がおの美男子だった。杖を持っていることからしても、詠唱士である。

「……貴方あなたでしたか」

　美男子の顔を確かく認にんし、トピーアはひとまず警けい戒かいを解といた。

「『朝蜘蛛モーニング・ウイドウ』が何の御ご用ようですか？」

　代わりに、敵てき意いをあからさまに滲にじませる。正直言って、この男は好きではない。むしろ、大だい嫌きらいだ。

「そうかりかりしなくてもいいだろう。僕ぼくはあんまり気にしないけど、身分差ってものがあるだろう？」

　杖にもたれるようにしながら、美男子が笑う。

「なっ……」

　頭に血が上る音が聞こえるようだった。

「ほらほら、かっかしちゃダメだよ。一いち応おう王国詠唱士なんだったら、いついかなる場面でも冷静でなくちゃ」

　ムーノ・ヴェッテコート。首から下さげている愚者の鎖バスタードチエインが赤いことからも分かるとおり、最上級階層マジエステイである。

　ローブは着用せず、こじゃれた普ふ段だん着ぎに身を包んでいる。

　彼に限かぎらず、最上級階層マジエステイはローブを身に着けないことが多い。大たい抵ていはそういった道具に頼たよらずとも自分の魔力を高い精せい度どで操あやつれるからだが、中には例外もいる。

「君の事は知ってるよ。最年少で試験を通つう過かした天才少女だよね」

　天才という部分にわざとらしく力を込めながら、ムーノが言う。

「お、いい杖使ってるね。レジェンドかな？」

　言いながらムーノはトピーアに近づき、それからトピーアの杖に手を伸のばしてきた。

「触さわらないでください。……あと、これはレジェンドじゃありません。ワーウィックです」

　ムーノから杖を隠かくすように体たい勢せいを変える。

「あぁ、そうだったかな。いやあ、その辺の杖の種類には疎うとくてね」

　言いながら、さりげなく自分の杖をトピーアの視し界かいに入れてくる。

　思わず舌した打うちしたくなった。

　あれは、ジャン・ワッシュバーンである。数ある杖の中でもずば抜ぬけて希少価か値ちの高い逸いつ品ぴんだ。



    

  
    
      　しかも、使われている素そ材ざいはおそらくパ・デューだろう。

　パ・デューと呼よばれる素材で作られた杖は、七十年ほど前、材料となるパルの木を産出するアルデルーマンがデスタメール帝てい国こくの支し配はい下かにおかれてからは、一いつ般ぱんに流通していない。そのため、並なみの詠唱士では一生かかっても手が出ないほどに値段が高こう騰とうしている。

　杖の愛好家を自認するトピーアでも、数か月前に王おう城じようで行われた杖の選せん評ぴよう会かいで、ビンセント・シェクターのものを見かけたくらいである。

　状じよう況きようを忘わすれてしまうほどに眼がん福ぷくだった。思わず見とれてしまう。

　美しさと機き能のうを、他の素材では不ふ可か能のうなほどの高次元で完成させたパ・デュー。詠唱士なら誰でも一度は憧あこがれる、芸げい術じゆつ性せいと実用性の双そう方ほうが神かみ業わざの域いきに達しているワッシュバーンとの競きよう演えんだから、その素す晴ばらしさはもはや筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

「どうしたんだい？」

　ムーノが、にやにやしながら尋たずねてきた。

「……別に、何でもありません」

　我われに返り、トピーアは杖から目をそらした。羨うらやましく思っていることを、悟さとられたくなかったのだ。

「ふーん。そうなんだ？」

　隠しても分かっているんだよと言わんばかりの口ぶりである。悔くやしくてならない。

「さっきもお聞きしたと思いますが、一体どういうご用向きなのですか？　あなたは確たしか東方のワルタリ族の鎮ちん圧あつに向かっていたのではありませんか？」

　腹はら立だち紛まぎれに、棘とげだらけの語調をぶつける。あるいは問題行動かもしれないが、知ったことではない。一般の王国詠えい唱しよう士しが最上級階層マジエステイに逆さからってはいけないなどというのは、所しよ詮せん不ふ文ぶん律りつだ。

「ええと、多分君と同じだよ」

　言いながら、ムーノは一枚まいの紙を取り出した。トピーアの言葉には全く動じていないらしい。

「エルリー・ハンネマンなる少女の観察と警けい護ご。ちなみにワルタリ族の鎮圧なんていう木こっ端ぱ仕事はさっさと終わらせてきたよ」

　ムーノから紙を受け取り、目を通す。見た限り、トピーアが受け取ったものと変わりない勅ちよく令れいである。強きよう烈れつな詠唱干渉拒否波シン・デイケイドが全体から放出されていることからも、間ま違ちがいないだろう。

「昼から夜にかけては、僕が引き継つぐっていうわけだね。君が十人ないし二十人いるくらいの護ご衛えいをするつもりだから、心配しないでいいよ。……あ、そうそう」

　震ふるえを必死でこらえるトピーアに、ムーノがもう一枚紙を渡わたしてきた。

「ほら。指令書。引ひき継つぎが終わってもお菓か子し食べたりはできなさそうだね」

「お菓子なんて食べません！」

　今にも爆ばく発はつしそうな怒いかりを抑おさえつつ、紙をひったくる。

　紙には、引き継ぎを終わらせてからの仕事が記されていた。何でも、王国警けい察さつと協力して悪あく質しつなぼったくりバーを摘てき発はつしろというらしい。

　行動を共にするのは、気心の知れた二人の詠唱士なようである。正直なところかなりほっとした。今こうして蛇だ蝎かつのように嫌きらっている種類の人間と出くわしたばかりである。できるだけ対人的なことで労力を使いたくない。

「いいなあ、バーの摘発とか。僕って割わり合あいすぐに最上級階層マジエステイにまでなっちゃったから、そういうこまごまとした仕事ってほとんどやったことないんだよね」

　殴なぐっていいですか。心の中でそう呟つぶやく。

　元々最上級階層マジエステイの人間は、妙みような選民意い識しきを持っていたり常じよう識しきが全くなかったりする場合が多いが、この男は明らかに別べつ格かくである。

　他の最上級階層マジエステイの人間が持っているのは、才能に溢あふれているが故ゆえのある意味仕方ないずれ──だからといって容よう認にんするつもりはないが──だが、このムーノの場合は根本的に違う。性せい格かくがありえないほど捻ねじ曲がっているのだ。

「だからさ、今回の監かん視しとか警護とかみたいな大したことない仕事ってかえって楽しいんだよね」

　言葉の端はし々ばしと言わず全体に、悪意が塊かたまりをなして浮うき上がっている。どんな人生を送れば、ここまで他人を不ふ快かいにさせる技ぎ術じゆつが上達するのだろうか。

「それでは、失礼、します」

　自分で自分を誉ほめたい。よくもまあこれだけ自じ制せい心しんを働かせることができたものだ。

「ああ。ま、楽そうな仕事だし頑がん張ばってよ」

　その自制心が危あやうく弾はじけ飛んでしまいそうな一言に全身全ぜん霊れいをかけた笑え顔がおで応こたえつつ、トピーアは足を踏ふみ鳴らして『ハンネマン』を後にしたのだった。





「や。初めまして」

　挨あい拶さつを返すべきか迷まよう。客かと思いきや、注文もせずにエルリーのことをじろじろ眺ながめてきてばかりいる。

「……初めまして」

　とはいえ、無視するわけにもいかない。

「君がエルリー・ハンネマンちゃんだね？」

　男が、整った顔に爽さわやかな笑顔を浮かべながら聞いてきた。

「ええ、そうですが」

　普ふ通つうの女の子ならすっかり舞まい上がってしまうかもしれないところだが、エルリーの心にはさしたる感かん慨がいも湧わかなかった。特に顔で男を判はん別べつしたりする趣しゆ味みは持っていない。

「おやおや、こんなに可愛かわいい女の子だとは思いもしなかったな」

　男がお世せ辞じを言ってくる。

「恐きよう縮しゆくです」

　極きわめて端たん的てきな返事でもって話を切り上げると、エルリーは掃そう除じを再さい開かいする。

「参ったな。そんなに胡う散さん臭くさがらなくてもいいじゃない」

　馴なれ馴れしい言葉遣いに、軽けい薄はくそうな笑顔。根本的に気に入らない部類に入りそうである。

「別に胡散臭がっているわけではありませんが」

「えぇ、嘘うそだあ」

　知り合いにこういう風な軽薄さを持った警察官がいるが、彼とこの男では軽さの質しつが違う。

「すいません、今はまだ準じゆん備び中ちゆうですので……」

　中からレシーナが出てきた。

「ああ、自分はトピーアさんの代わりに来たものです。一日二交代で護ご衛えいさせて頂いただくことになっております」

「なるほど。そのお話はお聞きしてますわ。どうもご苦労様です」

　内心で、ふむとエルリーも頷うなずく。トピーアが出て行ったのでおかしいと思ったのだが、そういうことだったらしい。

「すいません、何か飲み物を頂けますか。できれば二人分」

「かしこまりました。少々お待ちくださいね」

　レシーナがいなくなり、またしても二人だけになる。

「ねね、君いくつ？」

　件くだんの警察官は、軽さの中にも粋いきな空気や大人の魅み力りよくを垣かい間ま見せていた。それに引き換かえ、この男はただひたすら人間としての底の浅さばかりが感じられてならない。

　聞こえなかった振ふりをして、エルリーは掃除を再開した。さっさと終わらせて、この男から離はなれたい。

「飲み物、お持ちしましたよ」

　レシーナが、トレイの上にエルガを二つ載のせて持ってきた。

「ありがとうございます」

「それでは、失礼しますね。エルリーちゃんのこと、よろしくお願いします」

「ええ、任まかせてください」

　あまりこの男に任されたくないし、そもそも警護などは口実に過すぎない。なんとも気に入らないやり取りである。

「どうぞ、飲んだらいいよ。君のために注文したんだし」

　男が、エルリーに声をかけてくる。

「結けつ構こうです」

　即そく座ざに断ことわる。

「遠えん慮りよしなくていいよ。ちょっとお茶しながら話さない？　お互たがいのことをよく知るためにもね」

　頑がん強きように断り続けようかとも思ったのだが、結局誘さそいに応じることにした。

　相手のことを調べるには丁度いい機会だ。どこまで知っていて何が目的なのか、探さぐってみよう。

「改めて、よろしくね」

　男が片かた目めをつぶってきた。小こ賢ざかしい仕草である。

「こちらこそ」

　視し線せんを伏ふせて、そう答える。無ぶ愛あい想そうだということは自覚しているが、愛あい想そよくする必ひつ要よう性せいも感じない。

　男はそんなエルリーの様子にひるむことなく笑え顔がおを見せ、コップを手に取り口をつけた。

「エルガ、美お味いしいね。こんなに美味しいエルガ飲んだの初めてかも」

　次の瞬しゆん間かん、目を見開いて驚おどろく。

　当たり前だと思いながら、エルリーも自分の分のエルガを少し飲む。

「……む？」

　微かすかな違い和わ感。

　これまで何度となくレシーナの淹いれたエルガを飲んできたのだが、味はいつも細やかに制せい御ぎよされ僅わずかなゆらつきもなかった。

　なのだが、今回に限かぎって何かが違ちがった。ぴりっ、とした辛から味みのようなものを感じたのだ。

　人間のやることなのだから、失敗は免まぬがれられないだろう。けれども、あのレシーナがエルガを淹れるのを失敗するというのは想そう像ぞうしにくかった。

「ん？　どうしたの？」

　男が首を傾かしげる。

「いえ、何でもありません」

　エルリーは曖あい昧まいにそう答えた。

「しかし不思議だなあ」

　さして気にした様子もなく、男が腕うでを組む。

「君みたいな素す敵てきな子を見ていられるのは幸せだけれども、なんで身辺警護が必要なの？」

　やはり、彼も事じ情じようまでは知らされていないらしい。まあ、当然といえば当然ではある。

　勅ちよく命めいという単語からも分かるとおり、エルリーが闇やみ魔ま術じゆつ──失われた太古の魔術体たい系けいである──を使用する様を目まの当たりにした国王の差し金によることは間違いない。

　理由が理由だけに、現げん場ばの人間には深く教えるということをしないのだろう。

「まあ国王の考えることだしねー」

　やれやれと言わんばかりに男が肩かたをすくめる。

　この国の人間に共通した考え方だが、直ちよく接せつ国王と話したエルリーにとっては不思議でならないことである。

　少なくともあの国王は、戦せん闘とう技ぎ術じゆつにせよ判はん断だん力りよくにせよ纏まとっている空気にせよ、一国の王たるものに相応ふさわしい堂々とした威い厳げんが備そなわっていた。

　しかし、この国の誰だれに聞いても「現国王はどうしようもないダメ国王」という答えしか返ってこない。

　別に世界情じよう勢せいに詳くわしかったりするわけではないが、あれでダメ扱あつかいされるとなると、世の中の国王の大半は暗君になってしまうのではないだろうか。

「さて、お嬢じようさん」

　いつの間にか、男がエルリーのすぐ側そばに立っていた。

　香こう水すいの匂においが鼻をつく。全くもって軟なん派ぱこの上ない。

「何でしょうか」

　距きよ離りを取りながら聞き返す。遠えん慮りよとか慎つつしみといったものとは果てしなく無む縁えんなようである。どこかの誰かとはえらい違いである。知らない女性でも可愛かわいいとなると変に意い識しきし話しかけるだけでどぎまぎして、挙動不ふ審しんになってしまうような誰かとは。

　とここまで来て、無意識のうちにここにいない誰かとこの男を比ひ較かくしていたことに気づいた。

　無意味だ。もしかしたらもう二度と現あらわれないかもしれない人間と比べて、一体何になるというのか。

「エルリーちゃん」

　はっとする。顔を上げると、男が心配そうな目でエルリーを覗のぞき込んでいるのが見えた。

　その目を正面から見たせいか、はたまた何か違う理由なのか、これまで男に持っていた嫌けん悪お感のようなものが薄うすまっていくような気がした。

　何かおかしい。そんな気はするのだが、男はエルリーに考える暇ひまを与あたえることもなく言葉を継ついだ。

「どうかしたの？　何だか、とても辛つらそうだけど……」

「それは、その」

　誤ご魔ま化かそうとするのだが、言葉にならない。

「言いにくいことなんだね。なら、無理することはないよ」

　男が屈くつ託たくなく笑う。

「よし、気分転てん換かんにどこかご飯でも食べに行こうかっ」

「いや、わし……じゃなかった私は今仕事中で……」

「あはは、『わし』って言った今？　面おも白しろいねっ」

　にこにこと、人好きのする笑顔。こちらの警けい戒かい心しんを、軽々と乗り越こえてくるかのようである。

　いけないいけない。自分で自分に言い聞かせる。

　巧こう妙みような罠わなだという可か能のう性せいも考えられるではないか。油ゆ断だんしてはならない。

「ねえ、お腹なか空すいてない？」

　しかし、エルリーが心に防ぼう壁へきを張はり巡めぐらせるその前に、この男はずいずいと踏ふみ込んでくる。

「どこか食べに行こうよ。おいしいお店知ってるよ」

「だから、仕事中だと」

「いいよいいよ。こっちは国王陛へい下かから行動の自由を保ほ証しようされてるんだ。仕事は後回しで大だい丈じよう夫ぶ」

　言いながら、男はエルリーの肩かたに手を回してきた。

「さっ、触さわるでない！」

　ぴしゃりと手ではたく。

「いたた……厳きびしいなあ」

　男は、大げさな身み振ぶりと共に少し後ろへと下がった。

「ま、気分転換もたまには必要だよ」

　しかし、全く懲こりていないらしい。

「行きません」

　やや強めの語気で言う。気分転換をする気分になれないのだ。

「心配要いらない」

　エルリーの拒きよ絶ぜつを違ちがう意味で取ったのか、男が笑いかけてくる。

「僕ぼくがついてるから。腕うでには自信があるし、大丈夫」

　溢あふれんばかりの自信が、その言葉から感じられた。

「どんな奴やつが来ても、きっとやっつけてあげるよ」

　その堂々とした立ち居い振ふる舞まいが、何だかとても新しん鮮せんだった。

「まぁ、少しだけなら……」

　気が付くと、そんな言葉を口にしていた。

「ようし、そうこなくっちゃ」

　エルリーの背せ中なかを押おすようにして、男は扉とびらへ扉へと移い動どうする。

「そうそう、自じ己こ紹しよう介かいがまだだったね」

　エルリーを店の外へ連れ出してから、ふと男がそんな事を言った。

「僕の名前は、ムーノ・ヴェッテコート。ムーノって呼よんでくれていいよ」

「むぅ……」

「ほら、笑って笑って。君の笑え顔がお、僕まだ見たことがないよ」

　僅わずかだけ、ムーノと名乗った男が哀かなしそうな顔をする。

「そんなに僕のこと嫌きらい？　嫌いだったらいいよ、気づかれないところからこっそり見ることにするから」

「やめんか、気色の悪い」

　大して面おも白しろくもない冗じよう談だんなのだが、その畳たたみ掛かけるような勢いきおいで、エルリーは思わずくすりとしてしまった。

「あ、笑った！　笑ったでしょ今！」

「べ、別に笑ってなどおらぬ」

　それを悟さとられるのがどうしてか気き恥はずかしく、エルリーは頬ほおを膨ふくらませてみせた。

「あ、むくれちゃってー。可愛かわいいんだ～」

「からかうでないっ」

「からかってなんてないよー」

　嘘うそ丸出しな口調でそういうと、ムーノは歩き出した。

「さあて、ご案内させていただきますよ。お姫ひめ様さま」

　振り返るムーノの顔に浮うかんでいるのは、やはり笑顔だった。

　ずっとにこにことしているように思える。軽すぎるという第一印象を受けたが、ここまで徹てつ底ていしていると、かえって美び徳とくであるかのように思えてくる。

　──悪い人間では、ないのかもしれない。

「……ああ、よろしく頼たのむ」

　ついさっきのうっかりこぼしてしまったような含ふくみ笑いとは別種の、心から用意して見せた笑顔を向けると、エルリーはムーノの後ろについて歩き出した。

　──彼と歩くときはいつも並ならんで歩いていたのに。そんなことを、考えながら。





「ねえねえ、トピィちゃああん」

「何ですかっ」

　ぶすっとした返事を投げつけてから、しまったと我われに返る。

「あ、あ、トピィちゃんが怒おこってるうう。わたし、嫌われちゃったんだああああああ」

　明らかに手て遅おくれだった。トピーアより五つは年上なのにトピーアの五百倍は泣き虫な治ち癒ゆ詠えい唱しよう士しレミーン・キルミスは、ぺちゃりと地面に座すわり込むと顔に両手を当てておいおいと泣き出してしまった。

「いや、レミーンさん。僕はレミーンさんのこと全然嫌いじゃないですよ。むしろ大好きですっ！」

「えぐっ……ほん、とう？」

　指と指の間から、レミーンがトピィを覗のぞいてくる。

「本当です！　トルキに誓ちかって真実ですっ！」

「……よかったああ」

　ぱあっと、レミーンの顔が燦さん然ぜんたる輝かがやきを放つ。三歳さい児じもかくやと言わんばかりの変わりようである。

「おい、二人とも。下らんことをしている暇ひまがあるなら、魔ま力りよくの集中でもしておけ」

　二人の少し前を歩いていた男が、首だけを向けて言った。

　見上げんばかりの偉い丈じよう夫ふである。肩かた幅はばはトピーアの倍ほどはあり、顔よりも太そうな首から下がった愚者の鎖バスタードチエインは本来の大きさよりも随ずい分ぶんと小さく感じられる。

　彼は、シャーリー・ミケランジェロという。レミーンと同じくトピーアの同どう僚りようの攻こう性せい詠唱士だが、経けい験けんは三人の中で一番豊ほう富ふである。トピーアも参加した大だい規き模ぼ魔ま獣じゆう掃そう討とう作戦『アヴァンタジアの夜明け』はもちろんのこと、『パーリ・ジャンの散歩道』や『死せざる祈いのり』など、幾いく多たの詠唱士と軍が協力した作戦に従じゆう事じし、活かつ躍やくしてきた。

　本人が話そうとしないため噂うわさの域いきを出ることはないが、最上級階層マジエステイ入りの誘さそいが非ひ公こう式しきであったとさえ言われている。

　この三人は、それぞれ攻・助・治の釣つり合いが取れた詠唱的特性を有しているため、三人一組で行動することが多い。じたばたしている現げん状じようからは想そう像ぞうも付かないが、性せい格かく的な相あい性しようもよい。少なくともトピーアはそう思っている。

「いついかなる時も、可か能のうな限かぎり万ばん全ぜんを尽つくすのが基き本ほんだろう」

「は、はい。すいません」

　慌あわててトピーアは続きの文句を唱え始めた。

『暗き闇やみより我われ出いでし、喰くらい網あみ干ほし彼かれ消えゆ』

　詠唱とよく似ているが、若じやつ干かん異ことなるものである。

　魔力に何らかの指向性を与あたえて外界に干かん渉しようさせる詠唱に対し、この『魔イ力ル鋭ナ化ス』と呼よばれる種類の連鎖語ご彙いは、使用者の魔力を滑なめらかにし詠唱や魔力解かい放ほうといった一連の作業の効こう率りつを上じよう昇しようさせるのだ。

『やがて芽を吹ふく葦あしのよう、やがて目を剥むく鷲わしのよう』

　ムーノが『ハンネマン』に現あらわれたときに唱えたのも同じ『魔イ力ル鋭ナ化ス』だが、内ない容ようは若干違ちがう。

『つまるところの凍いてん道、くるまる心こころ気転なり』

　あちらは何よりもまず速度を優ゆう先せんしたという『魔イ力ル鋭ナ化ス』であり、効果は若干間に合わせのものになってしまう。緊きん急きゆう事じ態たいと判はん断だんしたためあの場ではそちらを使用したが、ある程てい度ど準じゆん備びが可能ならこちらを使っていきたい。

　元々トピーアは王国詠えい唱しよう士しとしてはおろか一いつ般ぱん人じんの尺しやく度どから見ても魔力が低い。いくら準備しても準備しすぎということはないのだ。

　例えばムーノのように、魔力消しよう耗もうが激はげしい『極言の知種エクストリーム』や『噴塵芥イラプシヨン』といった詠唱を鼻歌交じりに使いこなせるのなら、こういった準備など別べつ段だん必要でもないのだろうが。

　いらないことを思い出した。またしてもむかっ腹ぱらが立ってくる。

「トピィちゃああん。何だか機き嫌げん悪そうじゃない？」

「別に僕は普ふ通つうです！」

「あ、あ、トピィちゃんが……」

　再ふたたびレミーンの目に大おお粒つぶの涙なみだが溜たまり始めた。

「わあああ、誤ご解かいです誤解です」

　必死でなだめる。レミーンはいつもこうなので気をつけるようにしているのだが、ムーノのせいですっかりおろそかになってしまっていた。

　また腹が立ってくる。まったく、どこまでこちらの邪じや魔まをすれば気が済すむのか。

「……トピィちゃん、また怖こわい顔してるううう」

　レミーンが泣き出してしまった。

「何をやっているのだ、何を」

　足を止め、苦々しそうにシャーリーが言う。

「すいません……」

　言い訳わけするにできず、しょんぼりとうなだれるトピーアであった。





「なるほどー。それでトピィちゃんったら機嫌が悪かったのね。なっとくなっとく」

　事情を三度ないし四度ほど繰くり返し説明したことで、ようやくレミーンは機嫌を直してくれた。

　下へ手たしたら、レミーンを泣き止やませるのにてこずり過すぎて仕事に間に合わなくなってしまうという恐れさえあった。何事もなく移い動どうを再さい開かいできて本当によかったとトピーアは思う。

「それは不運だったな」

　シャーリーが、ふんと鼻を鳴らす。

「あの男は最上級階層マジエステイの中でも特に露ろ骨こつだからな」

「そうですよ。もうほんと、我が慢まんの限げん界かいのそのまた向こうで我慢してましたもん」

　トピーアの言葉に、シャーリーは苦く笑しようを漏もらした。

「よくこらえた。そこでかっとなったりしても逆ぎやく効こう果かだからな」

「分かってますよ。……もう、どうしてよりによってあの人と交代なんだろ。もう最悪」

　愚ぐ痴ちは言うまいと思っていたのだが、一度口にしてしまうと後は堰せきを切ったようにとめどなく溢あふれ出してしまう。

「最上級階層マジエステイってアレな人が多いけど、あの人だけは本当に別べつ格かく。同じ空間に存そん在ざいしているのも嫌いや。思い出しただけでむかむかしてきます。ある日突とつ然ぜん馬車にはねられて現げん役えき引いん退たいしたりしないかな。あるいはマッツ猫ねこに食われるとか」

「トピィちゃん怖いよ。……でもでも、あのムーノって人、気に入った女の子にはとっても優やさしくするらしいね」

「へええ、そうなんですか」

　となると、トピーアは全く気に入られていないらしい。ムーノと会うのは今日が初めてではないが、いつもいつもああいった風に小こ馬ば鹿かにした態たい度どを取られた記き憶おくしかない。

　やはり、お子様は眼がん中ちゆうにないということなのだろうか。無む論ろんあんな男はこちらから願い下げだが、やはり悔くやしい。

「茶飲み話はそれくらいにしておけ。警けい部ぶさんがおいでだぞ」

　シャーリーが言った。

「どうもどうも。ご足労ありがとうございます」

　シャーリーの隣となりに、王国警察の人間であることを示しめすマントを羽は織おった伊だ達て男おとこが立っていた。

　同じく警官であれば身に着けているはずの制せい帽ぼうはかぶっていない。以前なぜかぶらないのかと尋たずねたところ、髪かみ形がたが崩くずれるのが嫌だということらしい。いかにもといった感じの理由である。

「お二人とも、相変わらずお美しいですね。あなた方のような女じよ性せいとお仕事がご一いつ緒しよできるとは、警官になって本当によかった」

「もう、ルドルフさんってば」

　世界広しと言えど、トピーアに対して「美しい」という形けい容よう詞しを用いるのは多分この男──王国警察警部であるルドルフ・シェンルーくらいだろう。まあ、お世辞の要よう素そが多分に含ふくまれているのだろうが、悪い気はしない。

「レミーンさん、どうなさいました？」

　ルドルフが首を傾かしげる。

「い、いえ。別に何でもありません」

　確たしかにレミーンの様子はおかしかった。顔は青く、よく見ると体の随ずい所しよに鳥とり肌はだが立っている。

「ああ……」

　トピーアはその理由を知っている。レミーンは、重度の男性恐きよう怖ふ症しようなのだ。

　ルドルフと最初に顔を合わせた時も、実を言うとレミーンはこんな感じになっていた。仕事上の付き合いなのだからとレミーンなりにこらえていたらしく、ルドルフに気き障ざったらしく手を取られるという状じよう況きように陥おちいっても耐たえ忍しのんだ。

　しかしそれが原げん因いんで、仕事が終わった後レミーンは見事に倒たおれ、一週間に亘わたってベッドから出ることもかなわなかった。なぜかその面めん倒どうを治ち癒ゆ詠えい唱しよう士しでもないトピーアが見ることになり、始終悪あく夢むにうなされているレミーンにつきっきりで看かん病びようする羽目になってしまった。

　おかげでトピーアは寝ね不ぶ足そくになり風か邪ぜを引いてしまった。今となってはいい思い出だ──と笑い飛ばせるかどうかは正直微び妙みようである。

「わたしはとっても元気ですよ。ですからあまり近づかないでください」

　彼女いわく、「苦手な男の人と苦手じゃない男の人」がいるらしい。何とも特とく殊しゆな男性恐怖症だが、今のところ彼女がまともに付き合える男性はシャーリーの他ほかにはいない。

「警部さん。一いち応おうある程てい度どの話は聞いていますが、具体的な行動等についてのご説明を頂いただきたい」

　シャーリーの言葉に、ルドルフは頷うなずいた。

「こちらへ。今回は私が総そう指し揮きを務つとめさせていただきますので、詳くわしくお話しできると思います」





　三人が案内されたのは、裏うら通どおりにある一軒けんのあばら家だった。屋根には穴あなが開き、日光が差し込こんでいる。人が住まなくなって随分経たつということは明らかだった。

「今回のホシは、ご存ぞん知じの通り悪あく質しつなバーです。具体的に言えば同どう伴はんバー──要するに、綺き麗れいなお姉さんが隣に座すわってお酒を注ついだりお話を聞いてくれたりするバーですね。……国カ定テ賭ド博ラ場ルのイカサマやら、ぼったくりバーやら。最近どうもしょっぱい仕事ばかりです」

　椅い子すに腰こし掛かけ、足を組みながらルドルフが言った。彼の前には机つくえが置かれていて、その上には地図や書類が並ならべられている。

「店の名前は『カイト』。以前は普ふ通つうのバーを営いとなんでいましたが、経けい営えいが苦しくなるにつれ客を強ごう引いんに連れ込んだ上で酔よいつぶし、それから暴ぼう利りな金きん額がくを恐きよう喝かつまがいで請せい求きゆうするという手法で」

　ルドルフが書類をめくる。先さき程ほどの軟なん派ぱさは影かげを潜ひそめ、真しん剣けんそのものの顔つきをしている。

　おそらく、世の女じよ性せい達たちはこの落差にヤラれてしまうのだろう。他に意中の人がいるトピーアや、そもそも男という生き物が苦手なレミーンには通用していないが。

「いわゆるぼったくりの営業については条じよう例れいで取り締しまれるので令状を用意しました。正面切って乗り込んでは知らぬ存ぞんぜぬで逃にげられてしまうので、潜せん入にゆう捜そう査さという形で証しよう拠こを挙あげようと思っています」

「お言葉ですが」

　シャーリーが口を開いた。

「それだけなら何も我われ々われを呼よび出さずとも、王国警けい察さつの皆みなさんの方で解かい決けつできると思うのですが」

「ああ、説明が足りませんでしたね」

　すいませんと片かた手てを上げると、ルドルフは再ふたたび書類に手を伸のばした。

「以前店員として勤つとめていた人間の証言によると、『カイト』は詠唱士を数名用よう心じん棒ぼうとして雇やとっているようです。普通お酒を出す店は何か問題があれば警察を呼ぶものですが、この店は後ろ暗いことに手を染そめていることもあって、詠唱士の協力を仰あおいでいるものだと思われます」

「なるほど」

　シャーリーが、納なつ得とくいったという風に首を縦たてに振ふった。

　暴力バーに雇われるくらいだから、それなりに修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきた詠唱士であろう。警察が警けい戒かいしたくなるという気持ちも分かる。

「そういうことであれば、どうぞお任まかせください」

　数人程度であれば、王国詠唱士の力をもってすればまず敵てきではない。協会もそれを見み越こしてトピーアたちを差し向けたのだろう。

「必ずや、ご期待に添そってみせましょう」

「ええ」

　シャーリーの言葉に、トピーアも力強く頷いてみせた。

「しっかり退たい治じしてご覧らんにいれますよ」

　言葉に力を込めながら、トピーアは机の下で拳こぶしを握にぎる。

　こういう一つ一つの仕事も、己おのれを磨みがく砥と石いしとすることは可か能のうなはずである。

「それは頼たのもしい」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむと、ルドルフは書類の束の中から一枚まいの紙を抜き出した。

「こちらが取とり締しまりの流れを記したものになります。今回は、トピーアさんに活かつ躍やくしてもらおうと思います」

　言いながら、ルドルフは凄すさまじい作戦を説明した──トピーアが、思わず椅い子すから転げ落ちて頭を打って意い識しきを飛ばしそうになるほどに凄まじい作戦を。

「……トピィちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　治ち癒ゆしよっか？」

「だ、だだ大丈夫ですっ」

　心配そうに駆かけ寄よってくるレミーンを押おしのけると、トピーアは噛かみ付かんばかりの勢いきおいでルドルフに詰つめ寄った。

「冗じよう談だんですよね？　僕ぼくをからかってるんですよね？　違ちがいますよね？　僕がこうして動どう揺ようするのを見て楽しもうという腹はらだったんですよね？　実はもっとまともな計画が他ほかに用意してあるんですよね？」

　シャーリーが笑いを噛み殺している。滅めつ多たに見られない光景だ。

「ね？　そうだと言ってくださいよルドルフさん！」

　ルドルフは、何も言わずに首を横に振った。





　その『カイト』という店は、あばら家から少し離はなれた所にあった。

　建物の外観はけばけばしい色に塗ぬりたくられており、まだ日は沈しずんでいないというのに壁かべに取り付けられた点灯詠唱ホーリーライトを駆く使しした光灯が七色の光を周囲に振りまいていた。

　あまりというか、かなり入りたくない。しかし、仕事なのだからそうも言ってられない。

「さあ、行きましょうか」

　さして抵てい抗こうのあるそぶりも見せず、ルドルフが建物の中へと入っていく。

　もしかしたら、こういう店に慣なれているのかもしれない。ルドルフなら、十分有り得そうだ。

　その格かつ好こうも、普ふ段だんのマントを羽は織おった制せい服ふく姿すがたではなく、派手な柄がらシャツに濃こい色の入った眼鏡めがねといういでたちである。いかにも遊び人──しかもあまり一級品とは言えなさそうなそれ──な雰ふん囲い気きの服ふく装そうである。

「……はい」

　しぶしぶながらも、トピーアはそれに続いた。

　店の前には、黒い服に身を包んだ青年が立っていた。

「いらっしゃいませっ」

　トピーアたちを見つけるなり、青年は人好きのしそうな笑顔を浮うかべた。

　しかし、その目は笑っていない。明らかに、トピーアたちが金を持っているかどうか値ね踏ぶみしている。

　ハゲワシや鷹たかのような、猛もう禽きん類るいを思わせる視し線せんである。胸むな元もとの蝶ちようネクタイが、不自然なほど浮いていた。

「この店は、初めてでいらっしゃいますか？」

「ああ、そうだね」

　ズボンのポケットに手を入れながら答えるルドルフに、青年は腰こしを曲げて頭の位置を低くしてみせた。

「中へどうぞ。お席の方、ご案内させていただきますね」

「よろしく頼たのむ」

　青年が扉とびらを開き、ルドルフが中へと入った。トピーアも入ってから、青年は扉を閉しめる。

「こちらです。新しん規き二名様でーす」

　店の中では、始終大きな音楽が流れている。音おん質しつからして、劣れつ悪あくな溜音石サウンドチエイサーでひたすら音量ばかり上げられたものだということが分かる。

　溜音石サウンドチエイサーとは、とある地方で産出するテラーナと呼よばれる種類の石に、『十三の音段サーテイーン』なる詠唱を使用することで作製される魔ま術じゆつ具ぐの一種で、楽器の音や歌声を記き憶おくさせることが可か能のうな道具である。

「すぐに女の子を来させますので。少々お待ちくださいね」

　店の奥のテーブルに差し向かいで座ったトピーアとルドルフにそう告げると、青年はいずこかへと立ち去った。

　店の中は、こういう場所の常つねなのだろうか、薄うす暗ぐらかった。

「さて」

　テーブルの上に置いてある瓶びんや水差しを触さわって確たしかめてから、眼鏡をずらしルドルフがトピーアを見てきた。

　頷うなずいてみせると、トピーアはズボンのポケットを確かく認にんする。必要な道具は全すべてあった。できれば杖つえが欲ほしいところなのだが、さすがにそれは怪あやしすぎる。

「こんにちは～。アンジェラっていいまーす」

　ほどなくして、一人の派は手でな女が現あらわれた。不自然なほどに金色な髪かみと、露ろ出しゆつの激はげしいドレス。スカートなどは、少し姿し勢せいを変えれば中が丸見えになってしまいそうなほどに短い。

「あはは、よろしく」

　ルドルフは、嬉うれしそうにアンジェラと名乗った女性と握あく手しゆを交かわし、名めい刺しらしきものを受け取った。どうにも、仕事の範はん囲いを超こえて楽しんでいるように思われてならない。

　しかし、ルドルフがそうなってしまうのも無理ないことかもしれない。

　このアンジェラという女性、やや派手なものの顔かたちは整っているし、体型も大変女性らしい。胸も腰も世間一いつ般ぱんの美的感覚からいって十分な基き準じゆん値ちに達しているといえるだろう。少し、いやかなり、妬ねたましい。

「うふふ、そんな目で見られるとお姉さん困こまっちゃうなあ」

　ルドルフの隣となりに座すわりながら、アンジェラと名乗った女性が言う。

「僕、いくつ？」

「……十五歳さいです」

「へええ、そうなんだ。女の子にモテそうだねー」

「別に、そんなことないです」

　悔くやしさで体が震ふるえる。普ふ段だんなら食くってかかるところだが、今回だけは耐たえ忍しのんだ。どうしても我が慢まんしなければならない──作戦だから。

　今のトピーアの出いで立たちは、秋という季節感を完全に無視した半はん袖そで半ズボン、そしてサスペンダーである。少年そのものの姿かたちなのだ。

　女性が行くような店ではないので、男だん装そうするほうがいいという理り屈くつは理解できる。しかし、それでも、この格好はトピーアにとって自じ尊そん心しんの崩ほう壊かいに他ほかならない。

　来月開かい催さいされる「名めい杖じよう展てん覧らん会かい」の自由入場券につられたことが、今いま更さらながら悔くやまれてくる。

　無言でトピーアは目を逸そらした。ウブな少年を演えんじろということなのだから、このくらいの反はん応のうが丁度いいだろう。

「きゃはっはは！　照れちゃってるの。かーわいいー」

　目を伏せたトピーアの頬ほおをアンジェラが指でつついてくる。むっとしながらも、ひとまずされるがままにすることにした。

「さってと。……はーい、どうぞ」

　テーブルの上に置いてあった瓶の液えき体たいを手て際ぎわよく水で割わると、アンジェラはルドルフに勧すすめた。

「ありがと」

　気取った素そ振ぶりでコップを受け取ると、ルドルフはくいっと傾かたむける。いつもの洗せん練れんされた仕草ではなく、一挙手一投足が随ずい分ぶんと垢あか抜ぬけない。

　彼曰いわく、地方から出てきたちょっと勘かん違ちがいしている遊び人気取りの若者（地主の次男）という設せつ定ていらしい。少々細かすぎるような気がしないでもないが、うまくできていると言えばできている。

「寒くなかったですかー？　最近日ひ暮ぐれ時になると随分冷えるでしょ」

「そうだね。季節の変わり目だしね」

「わたし冷え性で、つらいんですよねー」

「ほほう。そうなのか。何だったら、俺おれが暖あたためてあげようか」

「やーだー。オヤジみたいなこと言わないでくださいよー」

　コップ片かた手てに、二人が談だん笑しようしている。

　今のところ、ぼったくりの金きん額がくをふっかけられそうな気配はない。知ち識しきがないので分からないが、おそらくはこういう場にふさわしい会話が繰くり広げられているようである。

　ルドルフが、煙けむり草を取り出して一本咥くわえた。

「あっ、どうぞどうぞ」

　慣なれた手つきで、アンジェラが火打石を取り出した──ドレスの胸むねの谷間から。

　見事な体型の彼女だから出来る芸当である。トピーアが同じ事をしようと思っても、するりと落ちてしまいお話にならないことは論ろんをまたない。

「ん、ありがと」

　アンジェラがおこした火を煙り草につけると、ルドルフは煙けむりを深々と吸すい込んだ。

「あら、ボクには刺し激げきが強かったかなー？　大人の女なら誰だれでも出来ることなのよ」

　胸元を凝ぎよう視しするトピーアの視し線せんを違う意味でとったか、アンジェラが含ふくみ笑いをする。

　顔を赤くして目を逸らす。赤くなったのはもちろん悔くやしさによるものだが、効こう果かとしては十分だろう。

「あーもー、可愛かわいいなぁ。連れて帰りたーい」

「ほらほら。お姉さんがこれだけ言ってるんだ、もっと愛あい想そよくしたらどうだ」

　そうは言われても、どういう態たい度どを取ればいいのか皆かい目もく見当が付かない。

「……あー、喉のどかわいちゃったなー」

　ちらちらとルドルフに視線を送りながら、アンジェラが言う。トピーアは完全にほったらかしである。

「あ、何か飲む？」



    

  
    
      　ルドルフの言葉に、アンジェラはわざとらしいほど顔を輝かがやかせた。

「ジーノ・フレクシグの六百九十年物にしようかなー」

「よし、じゃあそれで」

　偉えらそうにふんぞり返りながら、ルドルフが言った。すっかり鼻の下が伸のびてしまっている。演えん技ぎなのかどうなのか、段だん々だん判はん別べつが付かなくなってきた。

「わああ、すっごーい。かっこいい。素す敵てき！　じゃ、どんどん頼たのんじゃおー」

　ぱちぱちと手を打ち鳴らすアンジェラ。

「はーい、どうぞ」

　先さき程ほどトピーアたちを案内した青年が、大きなコップをトレイに載のせて運んできた。コップの中には、いかにも高そうな液えき体たいがこぼれそうなほどに満たされている。

　青年はコップをテーブルの上に置くと、頼まれていないはずのお菓か子しやつまみの類たぐいまで次々と並ならべた。

「あれ、これ……」

「お客さーん。コップ空いてるよっ」

　疑ぎ問もんを呈ていしようとしたルドルフを上う手まくはぐらかすと、アンジェラはすかさずルドルフのコップに新たな水割りを注ぐ。

「ん、うーん……」

「えええ、わたしの作った水割り飲めないのおお？」

　寂さびしそうにアンジェラがうなだれる。トピーアから見ると噴ふん飯ぱんもののわざとらしさに思えるのだが、ルドルフは誤ご魔ま化かされてしまったのか追つい及きゆうをやめてしまった。

「はい、どうぞ」

　勧められるがままに、ルドルフは杯はいを重ねる。

「わたしも飲もー」

　言いながら、アンジェラはルドルフのざっと五倍以上の勢いきおいでコップを空け、お菓子もおつまみもどんどん平らげて行く。

「んー飲み足りないなー。ねね、もっと飲んでいい？」

「ん、うん……」

　ルドルフの口ぶりは、若じやつ干かんろれつが回らなくなりつつあるようである。

「やったなあ。お客さん、気前いいっ」

　黄色い声を出しながら、アンジェラは青年に合図を送った。更さらに酒を増ふやすらしい。

　当たり前だが、払はらうのは客である。酒の値ね段だんを調べようとしたが、品書きの類がどこにも置いていない。値段を相手に見せずに頼むとは、悪あく質しつだ。

「お客さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「なーんの、これしき」

　若干、いやかなりふらふらとしながらも、ルドルフが胸むねを反らした。

　不安がますます強くなる。まさかとは思うが、酔よっ払ぱらってしまったりはしないだろうか。そんなことになると、計画が根こん幹かんから揺ゆらいでしまう。

「よーし、それじゃもう一杯いっちゃいましょうかあ」

　更に、アンジェラが酒をなみなみと注ぐ。それをルドルフはがぶがぶと飲む。

　そんな一連の動作が数回繰くり返され、ルドルフは傍はた目めにもはっきりと見て取れるほどに出来上がってしまった。

「よーし、まだまだいけるぞ」

　ソファにだらしなく体を預あずけながら、ルドルフが手を振ふる。弱々しい声と手振りは、とても演えん技ぎとは思えない。

　テーブルの下からルドルフの向こう脛ずねを蹴けり飛ばす。

「ううむ」

　すると、ルドルフはふらふらとテーブルに突つっ伏ぷしてしまった。

「…………」

　何という醜しゆう態たい。トピーアは呆あきれてしまった。

　怒ど鳴なりつけてやりたいという衝しよう動どうを何とか抑おさえ込む。かくなる上は、自分ひとりでやり遂とげるしかないだろう。

「あらら。さっきといい今回といい、あっさりいっちゃったわね。うちの腕うでも捨すてたもんじゃぁなぁで」

　小声で何事か言うと、アンジェラは運ばれてきたお酒を次々と空けた。

　ひとしきり飲み切ると、アンジェラがトピーアを見てくる。

「お兄さんつぶれちゃったし、お勘かん定じようしてもらってもいいかなあ」

　その表ひよう情じように浮うかぶ、邪じや悪あくな色。

「明細よろしくー」

　青年が紙を持ってくる。そこに記されていた金きん額がくは、常じよう軌きを遥はるかに逸いつしていた。それなりの杖つえが買えてしまいそうである。

「こんなの、払えません」

「それは困こまります。こちらも商売ですよ」

　アンジェラの声こわ色いろが変わる。

「客の同意を得ずにこれほど多額の請せい求きゆうを行うことは条じよう例れい違い反はんです」

　トピーアは懐ふところから愚者の鎖バスタードチエインを取り出し、首に巻まいた。

「経けい営えい者しやの方はどちらですか。お話があります」

「あんたら、詠えい唱しよう士しじゃったか」

　舌した打うちしながら、アンジェラが立ち上がる。それまでの営業用の言こと葉ば遣づかいと笑え顔がおはどこへやら、極ごく道どうのような凄すご味みを発散している。

「ちょっと、誰か」

　アンジェラが店の奥おくへ呼よびかけた。

「どうしましたか」

　蝶ちようネクタイの青年を筆頭に、何人かの男が出てくる。

　いずれも、ルドルフのそれより更に派は手でで趣しゆ味みの悪い柄がらのシャツを羽は織おっている。腕にびっしりと魔ま術じゆつ紋もん様ようが彫ほられていたり、唇くちびるや眉まゆに銀ぎん飾かざりがぶらさがっていたりと、見るからにその手の人間である。

　いずれも杖を持っていることからすると、用よう心じん棒ぼうの詠唱士というのは彼らのことだろう。

「お客さん。言いがかりはよしていただけますか。余あまり騒さわがれるとこちらとしても商売あがったりなんですよ」

　男達の中でも一番体の大きい首しゆ領りよう格かくと思おぼしき男が、トピーアを睨にらみつけてくる。

「ドレゲンの旦那だんな。この人らぁ詠唱士じゃ。話し合いしようかぁ思うても無む駄だじゃけぇ、さっさとぶちまわしちゃってえや」

　アンジェラが、男達の陰かげに隠かくれるようにして言った。

「王国詠唱士さんだろうと、店で暴あばれられてはこちらとしても腕ずくでお帰りいただくしかありませんね。令れい状じようをお持ちならまだしも、そうでなければただの乱らん暴ぼうなお客さんと変わりありません」

「くっ……」

　言うとおりである。しかし令状はルドルフが持っていて、そのルドルフは酔よいつぶれてしまっている。

「さあ、出て行ってください」

　トピーアの肩かたを、男が掴つかんだ。

「やっ、ちょっと離はなしてください！」

　じたばたと暴れるが、腕わん力りよく差さはいかんともしがたい。トピーアは軽々と持ち上げられてしまった。

「事実関係は確かく認にんした。詰つめ所しよまで来てもらおうか」

　その瞬しゆん間かん、ルドルフが起き上がった。

「王国警けい察さつである。この店は完全に包囲されている。逃にげようなどとは思わないことだ」

　言葉も視し線せんもしっかりしている。やはり、酔いつぶれてはいなかったのだ。

「お、おのれ！」

　言いながら、男達が杖を構かまえる。トピーアは椅い子すの上に放ほうり出された。

「いたっ。……よくもやってくれましたね！」

　テーブルの上に飛び乗り、トピーアは男達から距きよ離りを取った。派手な動きで相手を牽けん制せいしようという心積もりである。

「ってうわっ!?」

　重心を上う手まく取れず、トピーアはテーブルの上から派手に転げ落ちた。慣なれないことはしない方がいいらしい。

『立ち塞ふさがりしその轍わだち、巣立ち雲たち水みな意い断だち！　湾わん光こう徒と豪ごう、濫らん豪ごう途と光こう！』

　転がった状じよう態たいのまま詠唱すると、トピーアはポケットから球状の物体を取り出した。

　男達の間に軽い動どう揺ようが走る。おそらくは、トピーアがやろうとしていることが何なのか分からないのだろう。

　構わず球をテーブルの表面に叩たたきつけ、両手で顔を覆おおう。

　球はテーブルに激げき突とつした瞬間、強きよう烈れつな光を放った。

　同時に男達の悲鳴が巻き起こる。

「王国警察である！　この店は完全に包囲されている、逃げ道はないぞ！」

　店の外から、警官達がどっと雪崩なだれれ込こんできた。

「し、しまった」

「何をするんじゃ！　離せ、離せゆうに！」

　店員達や用心棒達が次々と取り押おさえられていく。

「いやあ、あっけないですね」

　ルドルフが、トピーアの近くに歩み寄よってきた。色の入った眼鏡めがねで防ふせいだからだろう、目は全く眩くらんでいないらしい。

「ふふ、まあざっとこんなもんです。『詠唱延長サステイン』を使うのは初めてですけど、うまくいきました」

『詠唱延長サステイン』は、最近学会で発表された新種の補ほ助じよ詠唱である。

　元々は杖つえの効こう果かを高めるための道具だった響鳴器エフエクターに『水面の追憶リメンバランス』なる魔ま術じゆつを組み込み、好きな詠唱を鍵けん言げんの直前まで記憶させておいた上で、後から鍵言を吹ふき込むことにより任にん意いの場面で即そく座ざに詠唱を発動させることを可か能のうとした技ぎ術じゆつだ。

　発表されたばかりで、一いつ般ぱん的にはまだまだ普ふ及きゆうしていない。それもあって、気持ちいいくらいにばっちり決めることが出来た。

「しかし、ルドルフさん酔っ払ぱらってたものだとばかり思っていましたが、あれは……」

　トピーアの言葉に、ルドルフは眼鏡をずらしながらいたずらっぽく笑った。

「色男は、酒を飲んでも飲まれることはありません」

『砕くだけて思う風心、肌はだけて滅ほろぶ畦あぜ所どころ！　風ふう軌き疎そ眼がん、空くう義ぎ尾び弾だん！』

　シャーリーの剛ごう毅きな詠唱が聞こえてくる。

「うぎゃー」

　悲鳴と共に、トピーア達の頭上を蝶ちようネクタイの青年が吹き飛んでいった。大方、抵てい抗こうしたところにシャーリーの詠唱をまともに受けたのだろう。

「警けい部ぶ。店内の制せい圧あつ完かん了りようしました」

　警官の一人が、ルドルフに駆かけ寄りそう報ほう告こくした。

「ご苦労」

「しかし、店の経けい営えい者しやのニーニョス・チャヴァリだけは未いまだ捕とらえていないようです」

　不安そうな警官に、ルドルフは余よ裕ゆうたっぷりに頷うなずいてみせた。

「周囲は取り囲んである。空を飛んだり土にもぐったりしない限かぎり逃がしはしないさ」

　この辺り、さすが腕うで利ききと名高いルドルフである。多少の事には全く動じていない。

「頼たのむけ離してつかぁさい。家じゃぁ病気のおかんと三人の弟が腹はらぁ空すかして待ちよぉるんじゃけぇ……ちょぉおっさんどげぇな所触さわっとるんなぁ！　アホボケカス！　死ね！」

　アンジェラがぎゃあぎゃあと騒さわいでいる他ほかは静かなものである。大半の人間は観念したのだろう。

「経営者がまだ見つかっていないんですよね。ちょっと探さがしてきます」

「ええ。お気をつけて」

　テーブルから降おりると、トピーアはルドルフに会え釈しやくしてその場から去った。

　店内をくまなく歩き回る。多数の警官達が探し回って見つからないくらいなのだから、きっと隠かくし扉とびらもしくはそれに準じゆんずる物が存そん在ざいしているに違ちがいない。

　あちこち探し回っているうちに、トピーアは怪あやしげな場所を見つけた。

　具体的には、店の奥おくの方の床ゆかである。一箇か所しよ、周囲と色が違う場所があるのだ。

「よーし」

　一度攻こう性せい詠唱を何かぶつけてみることにした。下に何か隠されていれば、すぐに分かるはずだ。

『御み名なは風神オリヴィウス、其そは吹きすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！　眩まばゆきその所作その力、今我わが前に顕あらわし示しめせ！』

　火か炎えん系けい統とうの詠唱を使って火事にでもなったら大変困こまるので、無ぶ難なんに招風詠唱ストームウインドで済すませることにする。

　攻性詠唱は不得手なので自信はなかったが、上う手まい具合に床ゆか板いたを剥はがすことに成功した。

　床板の下には、予想通り階かい段だんがあった。

「ようし」

　頬ほおを叩たたいて気を引き締しめ直すと、トピーアは階段を降りた。

　床下だけあって、空気はじめじめしている。

　しばらく降りると、広い空間に降り立った。地下室のようである。

　一人の男性の姿すがたがあった。小太りで背せが低い。脂あぶらぎった顔つきは、いかにも元締めといった胡う散さん臭くささを発散している。

　男性は、風ふ呂ろ敷しきに大量の貨か幣へいやら何やらを詰つめている。金目のものを持って逃とう走そうするつもりだったようだ。

「な、なぜここが」

　男性は明らかに狼ろう狽ばいしている。見つかるとは思っていなかったのだろう。

「あなたが経営者ですね。無む駄だな抵てい抗こうはためになりませんよ」

　男性の顔が歪ゆがむ。

「ええい、この糞くそ餓が鬼きがっ」

「なっ!?　餓鬼じゃありません餓鬼じゃ！」

　トピーアはかっとなった。この男、許ゆるすまじ。

『眠ねむれ、眠れ、迷まよえる者よ。踊おどれ、踊れ、仮か借しやくの夢ゆめに。歌え、歌え、忘ぼう却きやくの詩うたを。刻きざめ、刻め、現うつつの眠り。睡すい夢む応おう探たん、唯ゆい夢む江こう散さん』

　男性は、風呂敷を抱かかえたままばったりと倒たおれ、ぐうぐうといびきをかきだした。『眠れる村落』スリーピングヴイレツジが完全に決まったのだ。後々残る後こう遺い症しようは、トピーアを餓鬼呼よばわりした罰ばつである。

「さて、と」

　これにて一いつ件けん落着である。

「トピィちゃーん……あ、いたいた。声が変なところから聞こえてくるから何だろうと思ったら、こんな所にいたんだー」

　振ふり返ると、レミーンがいた。

「あ、その人この店の店長さんだよね。トピィちゃんがやっつけたの？」

「ええ、そうですよ」

「すっごーい。さっすがあ」

　レミーンが手を叩たたいて誉ほめそやしてくる。

「いやあ、それほどでも」

　何とも照れくさい。

「すごいよすごいよ。わたしも鼻高々。……あれ、向こうの方、まだ誰だれかいない？」

　目の上に手を当てて、レミーンが部屋の奥を見み透すかした。

「えっ？……あっ、本当ですね」

　確たしかに誰かが転がっているのが見える。

「誰だろう？」

　近ちか寄よってみる。転がって動かないということは、この店の被ひ害がい者しやということも考えられる。

「……えええ、クラウスさん!?」

　トピーアは我が目を疑うたがった。こんな所にいるはずのない人物が、下着のみというあられもない姿でひっくり返っている。

「うーん、飲みすぎたみたいね。とりあえず応急手当てはしておくけど、後で設せつ備びの整ったお医者さんなり治ち癒ゆ詠えい唱しよう士し詰つめ所しよなりに連れて行った方がいいかもー。ちょっと体温下がってるし」



    

  
    
      　クラウスの隣となりにしゃがみこみながら、レミーンが言う。

「そ、そうですか……。ってレミーンさん、何してるんですか何を！」

「ええ？　応急手当てに決まってるじゃない。一応少しでも毒どく素そ抜ぬいておいた方がいいでしょ？」

「それはそうですけど……こら、ちょっと何膝ひざの上に頭を乗せてるんですか!?　あなた男の人苦手なんでしょ！」

「あれれ？　本当だ。んーでも何か、この人なら安心っていうか……」

「ダメダメダメ！　これ以上そんな展てん開かい認みとめません！　離はなれてっ！」

「？？　おかしなトピィちゃん」

　トピーアは肩かたで息をしながら、ふとクラウスがどうしてこんなところにいるのかというまっとうと言えば至し極ごくまっとうな疑ぎ問もんに突つき当たった。

　もしやこういう店に出入りする趣しゆ味みがあるのかとも思ったが、すぐに違ちがうと全力で否ひ定ていする。クラウスは酒がほとんど飲めないはずだし（情じよう報ほう元もと・某ぼう王国警けい察さつ警部）、第一トピーアのクラウスはそんな趣味は持っていない。持っていてはいけないのだ。

　きっと、うっかり騙だまされて連れてこられて一服盛もられたに違いない。そうトピーアが自分に言い聞かせようとしたところで、クラウスが寝ね言ごとを呟つぶやいた。

「うーん……ダメですよアンジェラさん、そんなところ触さわっちゃ……。あ、ああ、ちょっと見えちゃう……」

「クラウスさんのばかあああああああああ！」





「どうです。効きき目の方は？」

　ラムリアの髪かみを梳すきながら、ナフィンが尋たずねる。

「まあな。奥おくの手が効果を発はつ揮きせねば意味がないというものだろう」

　椅い子すの肘ひじ置おきに体重を預あずけながら頬ほお杖づえをつくという姿し勢せいのまま、ラムリアはそう答えた。

「梳いていて分からぬか？」

「残念ながら、目立った効果は未いまだ。まあ、本人にしか分からないということもありましょう」

「そういうものかな」

「焦あせりは禁きん物もつでございますよ、陛へい下か」

「分かっておる。これまで積もり積もってきたものを一度にどうにかするわけだからな。ほんの僅わずかな狂くるいでもどんな事じ態たいを招まねくかわからん」

　そんなラムリアの言葉を聞いたナフィンはふと手を止め、ラムリアの首くび筋すじを櫛くしで突いた。

「うっ……」

「おっしゃられる通りです。髪は命そのものですから」

「……すまん」

「何を謝あやまっておられるのですか？」

「いや、忙いそがしい中わざわざ来てくれたことを感かん謝しや……」

　再ふたたび櫛で首筋をなぞられた。

「ひっ……。ま、まあ、王の命令なのだから来るのが当たり前というものだ」

「……国王陛下らしい言われようです」

　溜ため息いきを一つつくと、ラムリアは咳せき払ばらいを一つしてから、少し声こわ色いろを変えた。

「そう言えば、あの女の監かん視しはどうなっている」

「協会長殿どのから、一いつ般ぱんの王国詠えい唱しよう士しを二人差し向けたという報告を頂いただきました。二交こう代たい制せいで、昼夜の別なく護ご衛えいしているとのことです」

「最上級階層マジエステイは向かわせなかったのか。相手は闇やみ魔ま術じゆつを使う人間だぞ」

「そのようです。しかし向かわされたトピーア・ウェドガイ・サメット、マーティン・ヴァイパス・パウエルの二人はいずれも腕うで利ききとして名高い詠唱士です。ご心配はいらないかと」

「ふむ。ならよい」

「さて、そろそろ日が暮くれますね。夕食のお時間かと」

「そうか。よし──」

　首筋に櫛の気配を感じて、ラムリアは慌あわてて言葉を継ついだ。

「どうも気分が乗らん。夕食は後回しだ」

「お昼にお菓か子しを食べ過すぎるからです」

　やれやれと言わんばかりのナフィンに、反発してみせる。

「貴き様さま、余よに指図するつもりか」

「いえいえ、滅めつ相そうもございません」

「ふん。分かっていればよい」

　盛せい大だいに鼻を鳴らしてみせる。しっかりと、聞こえるように。

　開け放っていた窓まどから風が吹ふき込こんでくる。驚おどろくほど、冷たい風だった。





　ばかあああなどと言いつつ、結局トピーアはシャーリーの手を借りつつクラウスを治ち癒ゆ詠えい唱しよう士し詰所まで連れてきたのだった。

「ほんとに、幻げん滅めつしちゃいましたよもう」

　待合室の椅子に腰こし掛かけ、足をぶらぶらさせながら、トピーアはぶつぶつと独ひとり言を漏もらす。

　シャーリーは、報告書を作成しないといけないということで帰ってしまった。もう日が暮れてしまっている上に、この詰所自体の本来の診しん療りよう時間も終しゆう了りようしているため、患かん者じやはおろか治癒助手の姿すがたもない。完全にトピーア一人である。

「クラウスさんが目を覚ましたら、何であんな店に入ったのか、あの派は手でな女の人と何をしていたのか、しっかり問い詰めなくっちゃ……」

　恨うらみ言を口中で呟つぶやいていると、診察室の扉とびらが開いた。

「終わったぞい」

　現あらわれたのは、一人の老人だった。背せは低く、足は短い。皺しわは少ないが、鼻の下に蓄たくわえられた白いひげが彼の重ねてきた年輪を無言のうちに示しめしていた。

　よれよれの白衣につっかけという出いで立ちである。咥くわえた煙けむり草からはもうもうと紫し煙えんが立ち上っていて、いかにも不健康そうである。

「ガス爺じい、彼の様子はどうですか？」

「うむ。応おう急きゆう処しよ置ちが早かったこともあって問題はなさそうじゃな。もうそろそろ目を覚ますじゃろう。酒気を抜ぬくのもさることながら、顔中についた引ひっ掻かき傷きずの方が難なん儀ぎじゃったわい」

「それはクラウスさんが悪いんです！……まあ、無事でよかった」

　トピーアは少し微笑ほほえんだ。なんだかんだ言っても、心配だったのだ。

「なーに。この程てい度どの治療、訳わけもないぞい」

　老人が、得意げに胸を張る。

「あはは、ガス爺のところに連れてきて正せい解かいだったね」

「ふぉっふぉっふぉ」

　この老人、本名をガス・ナイトレイジという。ガス爺というのは、王国詠唱士の間で通っている渾あだ名なである。

　現げん在ざいは第一線から退しりぞき市民相手の診療所を開いているガスだが、かつてはニューステッド湖の主ぬし捕ほ獲かくや第三次ワルタリ紛ふん争そう、ヨルグ山の龍りゆう退たい治じなど近年のコティペルト王国を揺ゆるがした数々の大だい事じ件けんで活かつ躍やくし、歴史を通じてもほとんど授じゆ与よされたもののいない白金褒章プラチナ・デイスクを先王から授さずかるというコティペルト王国の詠唱士として最高級の栄えい誉よに与あずかっている。

「まあ、耄もう碌ろくの始まったガス爺の言うことは話半分に聞いておけってシャーリーさんが言ってましたし……」

　そんなわけで駆かけ出しのトピーアからすると本来雲の上の存そん在ざいなのだが、

「あの唐とう変へん木ぼくがそんな気の利きいたことを言うわけがないじゃろう。大方お前が考えたことじゃな、このこわっぱが」

　この通り軽口を叩たたき合う仲である。

「こわっぱってなんですかこわっぱって。それ男の子に使う表現じゃないですか」

「お前のような男か女か分からん奴やつにはこわっぱ呼よばわりで丁度いいわい」

　ガスの人ひと柄がらが老人らしからぬほどに開けっぴろげなこともあるが、二人の相あい性しようがいいというのがおそらく一番の理由である。年ねん齢れいだけだと祖そ父ふと孫ほど離はなれているが、まるで友人のような気さくさで接せつすることができるのだ。

「お、目を覚ましたようじゃぞ」

　ガスが、診察室の中を振ふり返る。

　立てかけておいてあった杖つえ──作戦中は警けい官かんに預あずかってもらっていた──を抱かかえるようにして持つと、トピーアはガスを押おしのけ診察室の中へと足を踏ふみ入れた。

「あ、トピィじゃないか」

　ベッドの上で、クラウスが手を上げる。

「やあ、久ひさしぶり」

「あ、お久しぶりです。……じゃなくてっ」

　つかつかとベッドに歩み寄よると、トピーアはクラウスの目を真まっ直すぐ覗のぞき込んだ。

「クラウスさん、今から質しつ問もんしますから誠せい心しん誠意真実を答えてください」

「えっ、何が……」

「まず。どうしてあんなお店にいたんですか」

「それは、店員の派手なお姉さんに無む理り矢や理り……」

「次の質問です。具体的にどんなおもてなしを受けたんですか。何だかとても幸せそうな寝ね言ごとを言ってらしたんですけど？」

「えっ、いや、別に……」

「目を逸そらしましたね!?　不ふ潔けつ！　変へん態たい！」

「誤ご解かいだ！　本当のところは、なんかあんまりよく覚えてないし……」

「よく覚えてないってことはいくらかは覚えてるんですよね!?　さあ吐はきなさい！」

「ほれほれ、そのくらいにしてやらんかい」

　ガスがトピーアの両りよう肩かたを掴つかみ、クラウスから引き離した。

「何するんですかっ。話はまだ終わってません！」

「まあまあ、落ち着かんかい。男はそういうところで夢ゆめ見たいこともあるんじゃい」

「どんな夢を見ていたかが問題なんです！」

　とにかくっ。トピーアはクラウスをばしりと指差した。

「今後ああいうお店に出入りしないこと！　いいですねっ！」

「う、うん……わかった」

　しょんぼりとうなだれながら、クラウスが答える。

「分かればよろしい。……それじゃ、僕ぼくはもう帰りますね。お体には気をつけて」

　杖を抱え直すと、トピーアはクラウスに会え釈しやくした。本当ならもう少し話していたいところではあるが、報ほう告こく書しよをないがしろにするわけにはいかない。

「ああ。気をつけて帰るんだよ」

「ええ。ぼったくりバーに引っかかったりしないように注意します」

　トピーアの嫌いや味みに、クラウスは苦笑いした。

　──違い和わ感。クラウスの対たい応おうそのものは普ふ通つうというか、いかにも彼らしいものなのだが、何となく決定的に今までと違う。

　元気がないというか、覇は気きがない。このまま小さくなって消えてしまいそうである。

「どうしたの、トピィ？」

「いえ、別に……」

　おそらく、酒に酔よい潰つぶれて運んでもらうという情なさけなさで落ち込こんでしまっているのだろう。そう自分を納なつ得とくさせると、トピーアは診しん療りよう所じよを後にしたのだった。





「ふぉっふぉっふぉ。可愛かわいらしいのお」

　トピーアが出て行ったのを確かく認にんしてから、老人がそう言った。

「あはは」

　クラウスは、曖あい昧まいに笑ってみせる。

　頭が痛いたい。飲めない酒を大量に飲まされてしまったからだろう。

「あの子とは仲がいいのか？　どういうきっかけで知りあったのだ」

　親しげに、老人が話しかけてくる。正直あまり会話したい気分でもなかったのだが、治療してくれたのだしあまり無ぶ愛あい想そうなのもいけないだろう。

「ええと、以前通りに八つ裂ざきオーウェンスが生き返ったっていう騒さわぎがあったでしょう」

　話しているうちに、記き憶おくが甦よみがえってくる。

　あの時の自分は、まだ希望に燃もえていたような気がする。

　傍かたわらには、いつも一人の少女がいてくれたような気がする。

　──たった数か月しか経たっていないのに、一度折れてしまえばたやすいものだ。

「ああ、春の頃ころだな。被ひ害がい者しやを何人か治療したから良く覚えておるわい」

「その時、少し僕が協力したことがありまして。それからですね。実はその前にも一度顔を合わせているみたいですけど」

「お、ならあんたか。トピィから話を聞いているぞい」

　老人が手を打った。

「僕の、話ですか？」

「そうじゃそうじゃ。何でも、試験に落ちている割わりにずば抜ぬけた能のう力りよくを持っている男がおるとな」

　何と言えばいいのか。確たしかにトピーアの目の前では多少なりとも活躍を見せたが、実じつ際さいのクラウスは全く大したことはない。人一人を倒たおしただけで、立ち直れなく落ち込んでしまうような小心者なのだ。

「どうした？　浮うかない顔をして」

　老人が怪け訝げんそうに聞いてくる。

「……いえ、何でもありません」

「ふむ」

　それ以上老人は何も聞かず、ベッドから少し離はなれたところにある丸まる椅い子すに腰こし掛かけた。

「詠えい唱しよう士し志し望ぼう者しやという話だが、試験は受けるのか？」

「……はは。そうですね」

　また曖昧に誤ご魔ま化かす。受ける気力を失っているとうっかり口にして、後からトピーアの耳に入ったりでもしたら大変なことになる。

「受けられるのだから、挑ちよう戦せんすればええ。若いうちにやれることは何でもやっておくことじゃ」

　そう言うと、老人は椅子から立ち上がり、コップ一杯ぱいの水と薬包紙を渡わたしてきた。

「頭が痛いじゃろう。これを飲んで休め」

「ありがとうございます」

「そうそう。自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな。儂わしはガス・ナイトレイジというしがない治ち癒ゆ詠唱士じゃ。知っとる連中の間ではガス爺じいで通っておる。よろしく頼たのむぞい」

　老人が手を差し出してくる。少し逡しゆん巡じゆんしてから、クラウスはその手を握にぎり返した。

「では、儂は晩ばん飯めしがまだじゃよってな。どこかで食べてくるわい。治療費は警けい察さつがある程てい度どもってくれるらしいし、ゆっくり休むとええ」

　老人は、つっかけの音をぱたぱたと響ひびかせながら外へと出て行った。

　一人残され、クラウスは溜ため息いきをつく。

　買ったばかりのパンはどたばたでどこかへ行ってしまった。また買い直さなければならない。無む駄だな出費である。

　せめてものささやかな楽しみさえ、なかなか手に入らない。どうしてこうなるのだろう。

　考えようとしても、頭ず痛つうがそれを阻そ害がいする。いずれにせよ考えたところでろくな答えも出ないだろうから、ある意味好都合とも言えた。

　薬包紙を開いてみる。その中では、黄色い粉が小さな丘おかをなしていた。頭痛薬の類たぐいだろう。

　口に粉を流し込み、コップの水で一気に飲み込む。薬はひどく苦かった。





「はてさて、縁えんとはかくも奇き妙みようなもんじゃ」

　新しい煙けむり草を咥くわえると、ガスはそう独ひとりごちた。

「しかし不思議なもんじゃわい。血は争えぬということかの」

　そして火打石で煙り草に火をつけると、紫し煙えんを吐はき出す。

「あの青年、まるでいつかのあんたを見ているようじゃったわい。──そう思わんか、ミヒャエル」



    

  
    
      　第四章　朝の光　Light Of The Morning






　昼下がり、喫きつ茶さ店の片かた隅すみ。質しつのいい溜音石サウンドチエイサーから流れ出してくる落ち着いた旋せん律りつ。どことなく気だるく、そして心地ここちいい空間。

「ご注文の品をお持ちしました」

　落ち着いた雰ふん囲い気きの給きゆう仕じが、エルリーの前に湯気の立つコップを置いた。

「ありがとうございます」

　礼を言うと、エルリーはそのコップ──中身はエルガである───に口をつけた。

　ぴりりとした刺し激げき。まろやかなレシーナ製せいのエルガとはかなり趣おもむきが違ちがう。

「今日は、君に贈おくり物があるんだ」

　突とつ然ぜん、ムーノがそんなことを言った。

「贈り物？」

　エルリーは首を傾かしげる。

　ここ数日、ムーノと会う度たびにこの店に連れて来られている。初めは戸と惑まどうばかりだったが、次し第だいに慣なれてきた。楽しみ方が分かってきた、といった感じだろうか。

「似合うといいんだけど」

　ムーノが懐ふところから取り出したのは、小さな一つの箱だった。手て触ざわりのよさそうな、高級さの滲にじみ出る箱である。

「えっとね、『ワイルドハーツ』で買ったんだ」

　言いながら、ムーノが箱を開く。

「これは……」

　中に入っていたのは、小さな宝ほう石せきをあしらった可愛かわいらしい指輪だった。

「君なら、派は手でなものよりこんな清せい楚そな感じのが似合うと思うんだ」

　指輪を箱から取り出すと、ムーノはエルリーの左手を取った。

「あっ……」

　力強くたくましい感かん触しよくが、手を包む。

　ムーノは微笑ほほえむと、エルリーの中指に指輪を嵌はめた。

「寸すん法ぽうは合ってたみたいだね。うん、素す敵てきだよ」

　ぼうっと、自分の指を見る。宝石は、エルリーの左手で大人しく自分の存そん在ざいを主しゆ張ちようしていた。

「気に入ってもらえたかな？」

　ムーノが、エルリーの目を覗のぞき込こんでくる。

「あ、ああ……ありがとう」

　耳の先まで熱くなるのを感じながら、エルリーはやっとそれだけを言った。

「あれ、もしかして……気に入らなかった？」

　ムーノの表ひよう情じようが、不安げに曇くもる。

「いや、そんなことはない、とても嬉うれしい。ただ……」

「ただ？」

　誤ご魔ま化かそうかとも思ったが、本当のことを話すことにした。

「こういう贈り物をもらったことがほとんどなかったから、その、どんな顔をしていいのか分からなくて……」

　恥はずかしくてならない。自分が魅み力りよくのない女だと白はく状じようしているようなものではないか。

「ええっ、本当？」

　ムーノが大げさなくらい驚おどろいた。

「信じられないな。君みたいに可愛らしい女の子が放ほうっておかれるだなんて」

「せ、世辞はよさぬか」



    

  
    
      「お世辞じゃないよ」

　ムーノが、射い貫ぬくような視し線せんをエルリーの瞳ひとみに投げかけてきた。

　動けなくなる。まるで、魔ま術じゆつをかけられてしまったかのよう。

「もっと自分に自信を持って。君はとても素敵な女の子さ」

「う、むぅ……」

　くすぐったいような、甘あまいような、不思議な感覚。

　しかし、それに押おし流されることはなかった。一人の青年の顔が、どこかで引っかかっているのだ。

「……やっぱり、そういう顔をするんだね」

　ムーノが、寂さびしそうに溜ため息いきをついた。

「えっ……」

「誰だれかのことを考えているんだろう？」

　図星だった。エルリーは絶ぜつ句くする。

「男の人だね。ほんと、罪つみな奴やつだな」

　考えていることを見み透すかされているのではないか。そんな錯さつ覚かくさえおぼえる。

　心のどこかで、何かが危き険けんだと叫さけぶ。おかしいと喚わめき立てる。しかし、その叫びは弱々しく、すぐに掻かき消えてしまった。

「僕ぼくなんかで役に立てるかは分からない」

　真しん剣けんそのものの目つきで、ムーノが言う。

「でも、君の力になってあげたいんだ。悩なやみ事があるなら、話してくれよ」

　抵てい抗こうできるはずが、なかった。





「なるほど……そんなことがあったんだね」

　ムーノが、深く頷うなずく。

　起きたことをありのまま話すわけにはいかなかったので、ある程てい度ど端折はしよりつつも、概がい要ようはほとんど伝えた。

「難むずかしいね」

　腕うでを組むムーノ。

「悪いのはわしだ。自分の勝手な都合で、助けに来てくれた彼にひどい態たい度どを取ってしまった」

「仕方ないよ」

　耳を疑うたがった。責せめられるとばかり思っていたのだ。

「いついかなる時も、正しい行動を取れる人間なんていない。失敗することだってある、あって当たり前だよ」

　呆ぼう然ぜんとするエルリーに、ムーノはまた微笑ほほえみかけてくる。

「エルリーちゃんが悪い子じゃないって分かっている人だって沢たく山さんいるはず。僕だって、そうだし」

「あっ……」

「後こう悔かいする気持ちも、よく分かる」

　エルリーが何か言おうとするその隙すきも与あたえないかのように、ムーノが言葉を継つぐ。

「でも、どんなにあがいても元に戻もどらないこともある。どれだけ頑がん張ばっても手に入らないものはある」

　息を呑のむエルリーの目を、ムーノはもう一度見つめてくる。

「仕方ないすれ違ちがいで──仕方ない別れだって、あるんじゃないかな」

　頭を、がつんと殴なぐられたような感覚。

「別に、別れるなどと、付き合っていたわけではなし……」

　いや、そこが問題なわけではない。そういうことが言いたかったわけではない。

　このまま、二度と会えなくなる。いつものように、何でもない会話が出来なくなる。

　ずっと不安に思っていたことを、他人によって言葉にされてしまった。そのことが、例えようもないくらいに、衝しよう撃げき的だった。

「頭を冷やす時間は必要だと思う。でも、目はいつだって前に向けていないといけないんじゃないかな。過か去こにとらわれて、未来が見えなくなるのは哀かなしいことだよ」

　何か言われているのは分かるが、内ない容ようがさっぱり頭に入ってこない。

「さて、そろそろ日が暮くれそうだね。戻ろうか」

「あ、ああ。そうだな」

　懐ふところから代金を出そうとして、ムーノに遮さえぎられた。

「大だい丈じよう夫ぶだっていつも言ってるだろ。僕がおごるからさ」

　茶ちや目めっ気けたっぷりに、片かた目めをつぶってくる。

「いや、しかし……」

「遠えん慮りよすることなんてないって」

「ううむ……」

　押し切られてしまった。

　財さい布ふを取り出すムーノから、自分の指に視し線せんを移うつす。

　宝ほう石せきが放つ淡あわく儚はかない輝かがやきに、なぜか気分が余よ計けいに落ち込まされた。





「エルリーさん達は、またお出かけですか？」

　テーブルにつきながら、トピーアは注文を取りに来たイルミラに尋たずねた。

「そうみたい。最近毎日よねー」

　イルミラが顎あごに手を当てる。

「もしかして、もしかしたりして」

　その表ひよう情じように一いつ瞬しゆん悪戯いたずらっぽい光が浮うかび、

「でも、それはなさそうね」

　すぐ消えた。

「そうなんですか？」

　トピーアの質しつ問もんに、イルミラはうんうんと頷いた。

「あの子、まあそこまで付き合い長いわけじゃないけれども、思い込んだら一ひと筋すじっぽいしねー。だから最近元気ないんだろうし」

　イルミラの顔に、ちょっとだけ寂さびしそうな影かげがよぎる。

「……だから、クラウスも……」

「どうしました？」

「ううん、何でもない。さあ、仕事仕事」

　何かを誤ご魔ま化かすような笑顔と共に、イルミラは厨ちゆう房ぼうの方へと向かっていった。

　よく分からないが、まあいつも元気そうな彼女にも彼女なりに悩なやみがあるのだろう。

「ただいま」

　扉とびらが開き、エルリーが入ってきた。

「おかえりなさい」

「おやおや、早いね」

　続いて、ムーノが姿すがたを見せる。不ふ愉ゆ快かい指数が一挙に頂ちよう点てんへと達する。

「恐きよう縮しゆくです。護ご衛えい中だというのに、みだりに護衛対象を連れまわす自信をお持ちのご立りつ派ぱな方からお褒ほめにあずかると誇ほこらしいですね」

　苛いら立だち過すぎているせいか少々キレに欠けるが、ひとまず力ちから一いつ杯ぱいの嫌いや味みをぶつけてやる。

「ははは」

　さして堪こたえた様子もなく、ムーノは肩かたをすくめた。さほど効こう果かがあるとは思っていなかったが、こうも余よ裕ゆうで受け流されてしまうと悔くやしくてならない。

「今日はありがとう」

　二人の水面下でのやりとりには気づいていない様子で、エルリーがムーノを見上げながら言う。

「どういたしまして。僕でよければ、いつでも力になるからね」

　やはり、ムーノはエルリーを狙ねらっているらしい。トピーアに対するのとは天と地ほどの差がある態たい度どである。

「それでは、わしは着き替がえねばならぬ。失礼するぞ」

「うん。お仕事頑がん張ばってね」

「ああ」

　嬉うれしそうに──少なくともトピーアにはそう見えた──笑顔をこぼすと、エルリーは店の奥おくへと姿すがたを消した。

「……さてと」

　ムーノの表情が変わる。仮か面めんを脱ぬぎ捨すてたという雰ふん囲い気きが、露ろ骨こつ過ぎるほどに伝わってくる。

「そろそろお暇いとまするよ。実力の不足を勤きん勉べんさで補おぎなおうという頼たのもしいことこの上ない人がいて安心だしね」

　目の前が真っ赤になる。感情的になっては負けだということは分かっているが、抑おさえきる自信がない。

「あっ、トピィちゃーん」

　店に、突とつ如じよとしてレミーンが現あらわれた。

「今日はこの後お仕事ないし、シャーリーさんと様子を見に来たの」

　なるほど、マントも愚者の鎖バスタードチエインもつけていない。完全に休きゆう暇かなのだろう。杖つえだけはしっかり持っている辺りは、さすがといったところだろうか。

「なかなか雰囲気のいい店だな」

　レミーンの後ろから入ってきたシャーリー──彼も普段着である──が、彼の外見からは想そう像ぞうもできないような感想を漏もらす。

「ん、このお二人も王国詠えい唱しよう士しさん？」

　ムーノが言う。何度も顔を合わせているのだが、さっぱり覚えていないらしい。

「あっ……」

　ムーノの顔を見たレミーンが口元に両手を当て、トピーアの方を向き、そして駆かけ寄よってきた。

「喧けん嘩かしちゃだめだよっ」

　小声で言っているつもりなのだろうが、おそらく向こうにも丸聞こえである。

「喧嘩？　喧嘩することなんてないよ」

　ムーノがくすくす笑う。

「別に喧嘩が嫌きらいってわけじゃないけど、勝負が見えているのにやるのは好きじゃないな。弱いものいじめは趣しゆ味みじゃないんだ」

「このっ……」

　椅い子すを蹴けって立ち上がろうとしたところで、

「やめろ、トピーア」

　シャーリーが制せいしてきた。

「でもっ」

「やめろと言っている。こんなところで喧嘩をしても何にもならないぞ。下手をすれば始末書を書かされるのはこちらだ」

　トピーアは唇くちびるを噛かんだ。無念だが、シャーリーの言うとおりである。

　最上級階層マジエステイと一いつ般ぱんの王国詠唱士の間には、様々な目に見えない格かく差さがある。何か問題が起きた場合には、最上級階層マジエステイが優ゆう遇ぐうされるということもままあるのだ。

「えらいえらい。やっぱり自分の程てい度どってものを理り解かいするのは大事なことだよ。どんなに頑張っても手に入らないものはあるんだから」

「ムーノさん」

　低く、冷静で、なおかつ反はん論ろんを許ゆるさぬ強さを有した声でもって、シャーリーがムーノに言った。

「気取った語調で飾かざったところで、貴方あなたの口からこぼれているのは下げ衆すな侮ぶ蔑べつだ。貴方自身の価か値ちを下げることにもつながりかねませんよ」

　ムーノの顔色がさっと変わる。しかし、シャーリーがその大きな体から発する威い圧あつ感に押おされてか、口を開くことはない。

「もう一つ、これは忠ちゆう告こくですが」

　シャーリーが、落ち着きを崩くずさずに言葉を継つぐ。

「貴方は確たしかに見事な詠唱技ぎ術じゆつと持って生まれた魔ま力りよくの高さに恵めぐまれている。そのことは何度か仕事をご一いつ緒しよしたので分かります。……ですが、あまりご自身を過か信しんなされぬよう。いつか、足元をすくわれますよ」

「……ふふふ」

　ややあってから、ムーノが笑い出した。

「ええ、ご忠告、肝きもに銘めいじておくことにしますよ。感かん謝しや感謝」

　はき捨すてるようにそう言うと、色の付いた愚者の鎖バスタードチエインを揺ゆらしながら、ムーノは店の外へ出て行った。

「くっそう……」

　呻うめく。どうにもこうにも許しがたい。怒いかりが治おさまらない。

「トピィちゃん、我が慢まん我慢だよ」

　ぽんぽんと、レミーンが肩かたを叩たたいてくる。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫です」

　口ではそう言うものの、ふつふつと湧わき立つ怒りは大変抑おさえ難がたい。

「年長者ぶるつもりは毛頭ないが」

　そう前置きしてから、シャーリーが話し始めた。

「耐たえるべき時、というものはある。気に入らないことがあるとすぐに無む思し慮りよで短たん絡らく的な行動を取り、そんな自分を勇ゆう敢かんで歯に衣きぬ着せず物言う人間だと誇ほこりたがる輩やからがいるが、それは単なる蛮ばん勇ゆうだ。必要のない示し威い行こう為いなど、動物以下の所業だと言えるだろう」

　普ふ段だんのシャーリーとは別人のように雄ゆう弁べんである。

「は、はあ……」

　その意外さに、思わずトピーアは怒おこることを忘わすれてしまった。

「まあ、そういうことだ」

　喋しやべりすぎたと思ったのか、シャーリーはばつが悪そうに視し線せんを逸そらし、締しめくくるようにこう言った。

「全すべての悪に鉄てつ槌ついが下されると断だん言げんするほど無む責せき任にんではないが、全ての悪を見み逃のがすほど不ふ誠せい実じつではない」

　その言葉の意味を、この時のトピーアは知る由よしもなかった。





「糞くそがっ」

『ハンネマン』を離はなれ、裏うら通どおりまで来たところで、ムーノは忌いま々いましそうに毒づいた。

　エルリーの前で見せていた、親切な好青年の面おも持もちはどこにもない。裏通りが似に合あう、チンピラそのものの面つら構がまえへと変化していた。

　腹はらが立って仕方ない。何が悲しくて、自分より弱い人間に指図を受けねばならないのか。力こそ全てである。相手を叩きのめすことが出来るだけの力を持って、初めて口がきけると信じているムーノにとって、あのデカブツの言葉は許し難いことこの上ないものだった。

「おい、お前だよお前。聞いてるのか人の話をよ」

　気が付くと、彼の周囲を雰ふん囲い気きの悪い若わか者もの達が取り囲んでいた。

「ぁあ？」

　笑い出したいほどの喜びを抑おさえながら、ムーノは若者達にガンを飛ばした。

「っの野や郎ろう……」

　血管を浮うかせる若者達。イライラの解かい消しようにはおあつらえむきだ。

　懐ふところから携けい帯たい型の杖つえを取り出そうとしてやめる。こんな蛆うじ虫むし以下の存そん在ざいは、素す手ででも十二分に相手できる。

「ナメてっと痛いたい目みるぞおらぁ」

　ありきたりな恫どう喝かつの言葉を吐はきながら、若者の一人がムーノの胸むな元もとを掴つかもうとする。

『我わが拳こぶしを岩となし、我が息吹いぶきを鋼はがねとなす。怒りの錨いかりを掲かかげ持ち、秤はかりを慮おもんぱかり狩かりを行わん。拳けん威い豪ごう風ふう、戦せん夷い猛もう注ちゆう』

　魔術格かく闘とうは専せん門もんではないが、己おのれが拳で相手を叩きのめしたい。すっきりするにはそれしかない。

「詠えい唱しようぐらいで俺おれ達たちがびびるとでも……っ」

　何事か言おうとする若者の腹に、拳を抉えぐり込ませる。

　無言で崩れ落ちる若者には目もくれず、残りの連中も勢いきおい任まかせで残らず殴なぐり倒たおした。

　あっけなさすぎて張はり合いがないと言えば張り合いがないが、人間の体を直ちよく接せつ的な暴ぼう力りよくで痛めつける感かん触しよくはそれなりの快かい感かんをムーノにもたらした。

「この辺でカンベンしてやるよ」

　動かなくなった若者達にそれぞれ数発ずつ蹴けりを入れ、唾つばを吐はきかけると、ムーノはその場を後にすることにした。

「無用な暴力を振ふりまく姿し勢せいは感心できませんね」

　背せ中なかに、女の声がかけられた。

「……お前かよ」

　すっきりした気分がまた重く落ち込むのを感じながら、ムーノは声のした方を振り向いた。

「一いつ般ぱん的な良りよう識しきを説とくつもりはありませんが、派は手でな行動は慎つつしんでいただきたいと思います」

　立っていたのは、背の高い美人と幼さの残る少年という奇き妙みような組み合わせの二人だった。

「俺を誰だれだと思ってるんだ。こんな喧嘩程てい度どで不都合が起きるような下っ端ぱじゃないんだぜ」

「これまでは最上級階層マジエステイという立場を利用して揉もみ消してきたようですが、貴方あなたの行動を快こころよく思わない人間は同じ最上級階層マジエステイにも沢たく山さんいます。孤こ立りつしたくなければ、控ひかえることですね」

　美人が、説教めいたことを言ってくる。不快だ。

「うるせぇよ。怪け我がしたくなければ黙だまってろ」

　ムーノはそう吐き捨すてた。気に入らない女に親切にするほどお人よしではない。

　そもそも、この女は美人だが全く女と思えない。いや、それでは語ご弊へいがある──生きている人間だと、思えないのだ。

　整った顔立ちや体つきは嫌きらいではない。むしろ大好きだ。しかし、この女に対しては初めて見たときから全くと言っていいほど食指が動かなかった。

「やれやれ、まあいいでしょう。本題に入ります」

　女が冷たい目でムーノを見てくる。

「作戦は上う手まくいっていますか？」

「ああ。あの女はさっぱり気づいてないよ」

「なら問題ありません。総そう行動の時は近づいています。怠おこたりないよう」

「分かったよ」

　そう言ってから、ふと質しつ問もんしたいことに思い当たった。



    

  
    
      「なあ、その総行動っていつだよ」

「具体的には未定です。もうすぐ、とだけ言っておきましょう」

「決まったら早めに教えてくれよ」

　思わずニヤついてしまう。

「あの女食っときたいんだ。ありゃ生き娘むすめだぜ」

　言いながら、懐から一つの小こ瓶びんを取り出してみせる。

「おい、これが何か分かるか？」

「いいえ」

「これは『漆黒の落涙エボニー・テイアーズ』っていってな、一種の魔術薬品だよ」

「ほほう」

　大して興きよう味みもなさそうに、女が相あい槌づちを打つ。

「効こう果かは、有あり体ていに言えば惚ほれ薬だ。惚れる対象を詠えい唱しようで設せつ定ていしてから、飲み物に溶とかして飲ませる。少し刺し激げきがあるから、初めは少量から増ふやしていくんだな。

　あのパブでやるのは胡う散さん臭くさがられるからな、『ミソティーン』に連れて行って飲ませた。あの喫きつ茶さ店は、脱だつ税ぜいを見み逃のがしてやったこともあって何でも言うことを聞きやがる」

「あまり褒ほめられた手しゆ段だんとは思えませんが」

　女が正せい論ろんめいた言葉を吐く。どこまでも、癇かんに障さわる奴やつである。

「女落とすのに褒めるも褒められるもないよ。相手の気に入る話題振ったり親切にしたり服とかに気を使ったりするのと根本的には何も変わらないぜ。

　そもそもお前さん方がやってることも、一般的な良識とやらに照らし合わせて正しいとは言いがたいんじゃないのか」

「そうですね。貴方あなたとここで恋れん愛あい観について語り合っても無む益えきですし」

　女はそう言って、話を切り上げてきた。

「んじゃ俺はもう行くぜ。……あー、なんかケチついちまった。どっかバーでも行ってひっかけるしかないな」

「軽けい率そつな行動は慎まれるようお願いします」

「っせーな。分かったって言ってるだろ」

　二人の横をすれ違ちがって、裏うら通どおりから出ようとする。

　──と、背せ筋すじを悪お寒かんが伝った。

「……何だ？」

　唐とう突とつ過すぎて、自分の感覚だというのに全ぜん容ようが把は握あくできなかった。そもそも、何事かを恐おそれるという感覚自体ほとんど味わったことがない。

　底知れぬ薄うす気き味み悪さを感じながら辺りを見回し、その発生源げんを特定した。

「……もう一つ聞いていいか」

「なんなりと」

　女が答えた。

「前々から気になっていたんだが、このガキは一体何なんだ」

　年の頃ころは、あのエルリーという少女と同じくらいだろう。

　背中まで届とどくほどの長い髪かみに、華きや奢しやな体つき。無む感かん情じような瞳ひとみは、女のそれと不気味なほどよく似にている。

「今の貴方には関係のないことです。……まあ、このままだと、今と言わず今後も関係なさそうですが」

「どういうことだよ」

「お話しする必要性せいがありません」

　埒らちが明かない。

「まあ、いいか」

　追つい及きゆうするのが面めん倒どうになってきた。まあ、この二人のことにそこまで興味があるわけではない。必要があるため付き合っているだけなのだ。

「また何かあったら連れん絡らくくれや」

　適てき当とうに手を上げて振ると、ムーノは二人から離はなれたのだった。





　あれだけ酷ひどい目にあったにも拘かかわらず、クラウスは夜の街を歩いていた。裏通りじゃないから大だい丈じよう夫ぶ──自分にそう言い聞かせながら。

　目的などなかった。ただ、家で一人でいることに耐たえられなくなったのだ。

　おかしな話である。他人と会いたくないという気分だからずっと家にいたのに、人ひと恋こいしくなるなんて。

　行く当てがあるわけではない。彼が唯ゆい一いつ行きつけにしていた場所にも行けない。行こうと思えば行けるのかもしれないのだが、どうしてもそんな気になれなかった。

　そんなわけで夜の街を彷徨さまよっている。──無意味だ、果てしなく無意味だ。

　やはり帰ろうか。ふらふらと歩くだけ歩いて、クラウスはそんな結論に達した。

　何をしているのだろう。時間の無む駄だもいいところだ。やるべきことは沢たく山さんあるのに、やらなくてもいいことばかりしている──

「お、奇き遇ぐうじゃの」

　突然声をかけられた。驚おどろいて、びくりと体が動く。

「心配せんでもええ、ぼったくろうと思ってるわけじゃあない」

　ガスだった。この前会った時と同じように、くたびれた白衣につっかけという格かつ好こうである。

「丁度ええ。飲む相手がおらんので困こまっとったところじゃ。この年になって一人手て酌じやくというのは堪こたえるでの」

　ガスがにんまりと笑う。





　どこで飲むのかと思ったら、ガスの診しん療りよう所じよだった。診療所の床ゆかにちゃぶ台と言っていいような小さなテーブルをだしただけの、質しつ素そな環かん境きようである。

「昔は騒さわがしいところで飲むのが好きじゃったんじゃがな。寄よる年波には勝てんわい」

　寂さびしそうにそう言うと、ガスはクラウスのコップへなみなみと酒を注いだ。

　ここまで来てしまったからには仕方ない。舐なめる程てい度どに、ちみりちみりと傾かたむけていく。

「なんじゃい。しみったれた飲み方じゃのお」

　コップ一いつ杯ぱいを一気に飲み干ほし、ガスが言う。年波がどうこう言っていた割わりに、豪ごう快かい極きわまりない飲み方である。

「どうもお酒は苦手で……」

「そうか。なら無理せんでもええ。酒とは自分なりに付き合うのが一番じゃ」

　半ば無む理り矢や理り連れてきた割わりにえらい言い草である。

「しかしあんた、こんな時間に何をしておったんじゃ。つい最近ぼったくりにひっかかったばかりじゃろう」

「それは……」

　言葉に窮きゆうし、クラウスはまた酒を舐めた。

「夜遊びに開眼しおったか。まあ勉学に励はげんでおるならたまには息抜きもいいじゃろう」

　適当にそうですそうですと同意すればよかったのだろうが、つい黙だまり込こんでしまった。

「……ふむ」

　ガスが自分のコップに酒を注ぎ足した。

「なんじゃ、そろそろ挫くじけそうか」

　そして、何の前まえ振ふりもなく突とつ然ぜん核かく心しんに切り込んでくる。

「いや、挫けるというか、向き不向きに気づいたというか……」

　思わず言い訳わけする自分が情なさけない。

「向き不向き、と？　現げん役えき王国詠えい唱しよう士しに賞しよう賛さんされるほどの人間が何を言う」

「いや、魔ま力りよくとか詠唱どうこうっていうよりも、何ていうか……」

「はっきり喋しやべらんか」

「人を倒たおすのが」

　挑ちよう発はつ的なガスの言葉に釣つられたのか、あるいは少量ながらも摂せつ取しゆした酒の力か。

「……傷きずつけるのが、怖こわいんです」

　クラウスの口から、本音が滑すべり落ちた。

「怖いのか」

「治ち癒ゆ詠唱士だって、助じよ性せい詠唱士だって、現場で働くんだったら相手を攻こう性せい詠唱で痛いためつけなきゃいけなくなるじゃないですか」

　どうして、この老人は自分などに構かまうのか。さして付き合いがあるわけでもない。ふとした拍ひよう子しで患かん者じやとして世話になっただけである。

　さして繁はん盛じようしている診療所にも見えないが、それでも毎日ある程てい度どの人間が訪おとずれるはずだ。なのにどうしてクラウスにこだわるのか。

「そりゃあそうじゃろうな。儂わしもワルタリ紛争の時は沢山の連中を吹ふっ飛ばしたものじゃ。両手両足の指を使ってもまだ足りないじゃろうな」

　ガスが深々と頷うなずく。

「そんなの嫌いやです。女め々めしくてもいい、嫌なものは嫌なんです」

「なら、やめてしまえばいいじゃろう」

　ガスの目に、鋭えい利りな光が宿る。

　胸むねに短刀を突つき立てられたような衝しよう撃げき。言葉に詰つまる。

「そういう顔をすることは、諦あきらめられんということじゃろうな」

　うなだれるクラウスに、ガスがやれやれと肩かたをすくめた。

「……あんた運がいいわい。十年前の儂に会っていたら間違いなく殴なぐり倒されとったぞい」

　注ぎ足したばかりの酒を一度に呷あおると、ガスはふと遠くを見るような目つきをした。

「昔、といってももう儂が老いぼれと呼よばれても仕方ないような年になってからの話じゃが」

　酒を注ぐ代わりに、ガスは煙けむり草を咥くわえる。

「ある日、田舎いなかから出てきたという一人の子こ供どもと出会った。線の細い少年での、特に病気をしてなくても倒れてしまいそうな弱々しさじゃった。まあ、そもそもの理由も風か邪ぜを引いて儂のところにかかりに来たんじゃがな」

　話が見えない。しかし、老人の口ぶりには何か聞き流せないものがあって、黙って耳を傾かたむけることにする。

「詠唱士を目指していると言っておってな。まだ子供じゃったしすぐには無理だろうと思ったが、彼の使う詠唱を見て儂は衝撃を受けた。独どく創そう性せい、感性、判はん断だん力、魔力。全すべての要よう素そが桁けた外れじゃった。長いこと詠唱士をやっておるが、若わかくしてあそこまで優すぐれた助性詠唱士は初めてと言い切れる」

　煙り草に、火打石でガスが火をつける。

「儂はすぐに推すい挙きよしたよ。詠唱士を志こころざしたのなら推挙は知っておるわな？」

「ええ」

　現役の王国詠唱士が、見所のある在ざい野やの人間を推すい薦せんし現場で仕事をさせるという制せい度どである。次の試験を受ける際さいに推挙を受けたという事実が得点として加味されるため、何とか推挙してもらおうとする王国詠唱士志し望ぼう者しやは後を絶たたない。

「窃せつ盗とう団だんの本ほん拠きよ地ちの急きゆう襲しゆうか何かが目的じゃったかな。大したことのない仕事じゃったのはよく覚えている。

　その少年は、まさに大だい活かつ躍やくじゃった。詠唱士として初めてそれらしい舞ぶ台たいを与あたえられたということもあったのだろうが、持てる力の全てを振り絞しぼっとった。支し援えんのみならず攻撃したり魔術最適化領域マインドフイールズの展てん開かいまで一人でこなしておったからな。彼のおかげで予想されていた所要時間の半分以下で終わってしまった」

　凄すさまじい話である。攻撃までこなすなど、クラウスでは到とう底てい無理だろう。

「一いつ緒しよに仕事をしていた連中も絶ぜつ句くしておった。正直誇ほこらしかったよ。埋うもれていた才さい能のうを発はつ掘くつするなど、まるでロース・ロビンソンのようじゃないか」

　煙けむりを吐はき出しながら、ガスがにんまりと笑う。

「ところがな、次の日特別手当を渡わたそうとしたら彼は自分の荷物をまとめて帰ろうとしておった」

「……どうして？」

「同じ質しつ問もんを、儂は彼にした。すると何と答えたと思う？……彼はこう言ったよ。人を傷つけるのが怖い、自分の手で誰だれかを痛めつけるのは嫌だと。どこかの誰かさんと、同じようなことをな」

「そうなんですか」

　こんな弱気な詠えい唱しよう士し志望者が世界にもう一人いたとは、驚おどろきである。

「その彼も悩なやみに悩んだが、結局自分なりの答えを見つけ出しよったぞい。あんたがどんな理由で詠唱士を目指したかは知らんが、その辺を見習わんとな」

　そこでガスは言葉を切ると立ち上がり、薬品等が置いてある棚たなへ向かった。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになり、飲むつもりもないのにクラウスはまたコップを手に取った。

　ガスが戻もどってくる。その手には灰はい皿ざらがあった。

　灰皿をテーブルの上に置くと、ガスは話を再さい開かいする。

「苦く悩のうを乗り越こえた彼は華はな々ばなしく王国詠唱士として登場、めきめきと頭角を現あらわした。彼が打ち立てた記録──詠唱士試験最年少突とつ破ぱという記録は、つい最近まで破やぶられることがなかったな」

　危あやうくコップを取り落としそうになった。

「そ、それは」

「彼は──ミヒャエル・マイネベルグは、ヨルグ山の龍りゆう討とう伐ばつで負ふ傷しようし命を落とすまで、常つねに最前線で活動した。期間は短かったが、出動の割わり合あいは歴史上でも類を見ないほどかも知れぬ」

　頭が真っ白になった。

　兄の姿すがたが瞼まぶたの裏うらに明めい滅めつする。クラウスが憧あこがれ、追いつこうとし、今なお足元にも及およばない兄の姿が。

　彼は、いつも堂々としていた。慢まん心しんでも過か信しんでもなく、自分の能力を客観的に評ひよう価かした上での静かな自信に満ちていた。

　そんな兄が、悩みを抱かかえていたなんて。上京してからの彼の姿は知らなかったが、いつも故こ郷きようにいた時と同じように振ふる舞まっているものだとばかり思っていた。

「悩みのない人間など滅めつ多たにおらぬ。その度合いは人それぞれだが、何かを目指すなら必ず障しよう害がいにぶち当たる」

　例えば。ガスが灰皿に灰を落とす。

「トピィ。おそらくは将しよう来らいミヒャエルを上回る存そん在ざいになるであろう彼女も、日々苦悩し葛かつ藤とうしておる。相談をもちかけられたことなど、一度や二度ではない」

　五年連続で試験に落ちているクラウスからは想そう像ぞうもつかないほどの栄光に満ちた人生を歩んでいるはずのトピーア。そんな彼女も、つまずき苦しむことがあるというのか。

「そう驚いてやるな。いかに天分に恵めぐまれたと言えど、まだ年とし端はもいかぬ子こ供どもじゃ」

　灰皿に煙けむり草を置いたまま、ガスがコップに手を伸のばす。

「……思うにあんたは、通つう過かすることに必死で詠唱士になって何をするか、詠唱士とはそもそも何なのか、そういう根本的なところに目が向けられなくなっていたのじゃろう」

「そう、かもしれません」

　搾しぼり出すように、答える。

「今は、足を止めてもう一度よく考える時期にあるのかもしれん。なぜ詠唱士を目指すのか、詠唱士になって何がしたいのか」

　さして中身の減へっていないクラウスのコップに、ガスが酒を注いでくる。

「その先にある選せん択たく肢しとして、諦あきらめるということも勿もち論ろん存在しているじゃろう。だが、しかしじゃ。あんたは心のどこかでまだ諦めたくないと思っているように儂わしには感じられるぞい」

　そうなのだろうか。自分の気持ちが、自分でよく分からない。

「ゆっくり、しかししっかり考えることじゃ。混こん乱らんしてしまった時は遠えん慮りよなく儂を頼たよればええ。長々と老いさらばえている分、色々な物を見てきた。多少なりとも助言することは出来るぞい」

「ありがとうございます」

　しかし、一つだけ確たしかなことがあった。

　自分はこの老人に感かん謝しやしている。何か、先の見えない霧きりに、僅わずかでも道標となる光を与あたえてくれたような気がする。

「しかし、決めるのはあんたじゃ。ミヒャエルにも話したことじゃが──自分で出した結けつ論ろんが正せい解かいじゃ。誰に言われるのでもなく、誰に決められるのでもなく、自分自身で、自分の道を定めるんじゃ」

　ひどく懐なつかしく、そして心に染しみる言葉だった。

　どこかで聞いた気がする。しかし、それがどこであったか、クラウスにはどうしても思い出せなかった。





　ラムリアのベッドは、大変質しつ素そである。子供の頃ころから使い続けているものだ。

　即そく位いして間もない頃、例のごとくナフィンにもっと高こう価かなものに替えるよう言われ、紗しや幕まくつきの豪ごう華かなものにしたのだが、すぐに元に戻した。

　理由は簡かん単たんである。落ち着いて眠ねむることが出来なかったのだ。

　そんなわけで、幕もなければ飾かざりつけもない、本当にただ横になるだけの寝しん台だいの上で、ラムリアは夢ゆめと現うつつを行き来していた。

　子供の頃の思い出。偉い大だいな父の姿。世界が全すべて輝かがやいて見えて、悪意などというものの存在さえ知らなかった、暖あたたかさに満ちた光景。

　夢と分かっていながら、ラムリアの心は安らぐことをやめなかった。永えい遠えんに失われて戻らない日々の追つい憶おくは、得え難がたいほどの癒いやしを運んできてくれる。

　そんなつかの間の幸せは、僅かな魔ま力りよくの流れの狂くるいによって妨さまたげられた。

　全身が覚かく醒せいする。状じよう況きようを把は握あくすべく、意い識しきが急速に研とぎ澄すまされていく。

　一人、二人。おそらくは詠えい唱しようよりも武ぶ器きの扱あつかいでもって相手の息の根を止める暗殺者シヤドウウオークだ。

　高速で頭を回転させ対たい策さくを練る。七つの手しゆ段だんが即そく座ざに浮うかび、そのうち効こう率りつの良さそうな二つに絞しぼる。

　二人のうち一人は窓まどから、もう一人は入り口から侵しん入にゆうしている。なぜそんなところから入れたのかの追つい及きゆうは後回しである。二つのうち、現げん状じように即した行動が可か能のうな一つを選択。

　枕まくらの下に仕し込こんでおいた響鳴器エフエクターを手に取る。詠唱延長サステインで凌しのぎ、流れを引き寄よせるのだ。

　闇やみに紛まぎれ、足音もなく暗殺者シヤドウウオーク達が近づいてくる。それだけでも、相当腕うでが立つということが窺うかがい知れる。

　しかし、ラムリアが魔力の分ぶん析せきが可能だということまでは考こう慮りよに入れていないらしい。好都合である。

　ぎりぎりまで引き付ける。こちらが気づいているということを、向こうに気づかれてはならない。

　二人が、ラムリアのベッドを取り囲んだ。口の中で数字を数える。三、二、一──

『雷らい明めい標詩、禮らい名めい放士！』

　鍵けん言げんでもって魔力を一気に解放する。封ふうじていたのは、『雷眩光』サンダーストラツクである。

　響鳴器エフエクターが眩まばゆく輝き、部屋の中を昼間のごとく照らし出す。

　本来は杖つえから強力な光を放ち相手を無力化するという狩しゆ猟りよう用の詠唱だが、こういう場合にも十分使える。

「なっ……」

　全くの不意打ちだったのだろう。精せい神しんを鍛きたえ抜ぬいたはずの暗殺者シヤドウウオーク達が、一いつ瞬しゆん怯ひるむのが見えた。

　光をまともに見ては自分の眼めまで眩くらんでしまうので、凝ぎよう視しすることはしない。枕元に置いてある愛刀『鷲嘴剣エピー・ソード』を抱だき寄せるようにして持つと、ベッドから飛び退すさる。

『滅めつせよ偽ぎ詐さ敵てき、閲えつせよ御み裁さばき！　天空統すべる雄ゆうたる鷲わしよ、閃せん空くう滑すべるが如ごときの翼つばさを！』

　剣けん先さきを暗殺者シヤドウウオーク達に突つきつけるようにして、詠唱を行う。

　この『鷲嘴剣エピー・ソード』は、王国代々に伝わる宝ほう刀とうである。

　建国戦争の最中、初代国王ティモシー・ピスロメン・コティペルトが、当時最高の腕を持ち、彼の鍛きたえた刀は空をも割わると謳うたわれていた刀とう匠しようデヴィロ・タウンゼントに直ちよく接せつ頼たのみ込み打ってもらったと言われる逸いつ品ぴんで、刀剣であるにも拘かかわらず杖のように魔力の最さい適てき化かが可能である。

　剣けん技ぎと詠唱の両方に秀ひいでていた詠唱剣士であったティモシーは、生しよう涯がいこの刀を使い続けた。以い降こう、コティペルト王国の国王の座につくものは代々この刀を受け継つぎ、詠唱と剣けん術じゆつの両方を習得することがならわしとなっている。

　子こ供どもの頃は、詠唱の勉強も剣の稽けい古こも嫌いやで仕方なかったが、今では身に着けておいてよかったと思える。──自分の身を、自分で守る事が出来るからだ。

『飛ひ空くう号ごう雄ゆう、威い封ふう道どう笈きゆう！』

　コティペルト王家秘ひ伝でんの詠唱、『狂える舞踏マニアツクダンス』である。

「ぐうううっ」

　二人の暗殺者シヤドウウオークは、揃そろって膝ひざを折った。詠唱をまともに受けたのだろう。

「誰の差し金だ」

　刀を向けたまま、ラムリアは暗殺者シヤドウウオーク達に問いかける。

『狂える舞踏マニアツクダンス』は、相手を意のままに操あやつることを可能とする詠唱である。勿もち論ろん、尋じん問もんも可能だ。

「くっ……」

　流石さすが、一国の王を暗殺しようとするだけあってか、二人ともなかなか口を割わろうとしない。見上げた精せい神しん力である。

「逆さからえるなどとは思わぬことだ」

　注ぎ込む魔ま力りよくを、『魔力漸増ブースター』でもって強化する。

「それは、指し示じしてきたのは……」

　口の端はしから泡あわを吹ふきながら、片かた方ほうの男が話し始める。

　しかし、彼の口から具体的な人名が語られることはなかった。

　魂たま切ぎるような悲鳴。二人の暗殺者シヤドウウオークは、全身から血を流して倒たおれてしまった。

「陛へい下か！」

　けたたましく扉とびらが開かれ、ナフィンと数名の詠えい唱しよう士しが中に入ってきた。

「ご無事でしたか!?」

「ああ」

　不安そうに駆かけ寄ってくるナフィンを安心させるべく、笑え顔がおを作ってみせる。

「仕し留とめられたのですか？」

「いや、『狂える舞踏マニアツクダンス』を使って聞き出そうとしたのだが、はっきりした名前を聞き出す前にこのざまだ」

　顎あごで、動かなくなった二人を指し示しめす。

「おそらくは、本人達も気づかない間に『自害の志眼スーサイドソリユーシヨン』をかけられていたのだろう。早い話が、捨すて駒ごまだ」

　成功失敗の如何いかんに拘かかわらず、彼らを差し向けた何者かはここで口封じを行うつもりだったのだろう。何とも卑ひ劣れつなやり口である。

　充じゆう満まんする血の臭におい。さっきまで見ていた夢ゆめと現げん実じつのあまりの落差に、ラムリアの心が少しだけ重くなる。

「護ご衛えい兵はいずれも。気の緩ゆるみもあったかもしれませんが、かなり強力な精神作用系けいの詠唱を受けてしまったようです。私の自室にも、『煙邪の黒雲ブラツククラウズ』が吹ふき付けてきました。おそらくこれは、周しゆう到とうに準じゆん備びされた計画的造ぞう反はんです」

「『自害の志眼スーサイドソリユーシヨン』、か」

　その詠唱──あまりに非ひ道どうなため先王フォグラスが国内で使用を禁きん止しとした『自害の志眼スーサイドソリユーシヨン』を得意とする人間を、ラムリアは一人知っている。

「ラムリア様、ご無事でしたか」

　部屋に、一人の男が入ってきた。

「ああ。暗殺者シヤドウウオークごときにやられる余よではない」

　男に、余よ裕ゆうの笑顔を向ける。

「それはよかった。陛下の身に何かあれば、コティペルト王国は大変なことになってしまう」

　男──王国の重臣にして、『自害の志眼スーサイドソリユーシヨン』の使い手であるウッド・ハリース・スモールロッドは、そんなことを言った。

「どうして貴き様さまがここにいる。貴様の自じ宅たくは離はなれておろう」

「胸むな騒さわぎがいたしまして。陛下が危き機きに晒さらされているような気がしたのです」

「……なるほどな」

「ムスティー、レフソン。城じよう内ないにはまだ何者かが潜ひそんでいるかも知れぬ。陛下の身は私がお守りするから、お前達は探たん索さくへ向かえ。ほどなくして増ぞう援えんも到とう着ちやくするはずだ」

「はっ。了りよう解かいしました」

　ナフィンとともに現あらわれた詠唱士達が、部屋から出て行く。

「私も向かいます。陛下の身を脅おびやかす者の存そん在ざいは許ゆるしておけませぬ」

　ウッドが、その後に続いた。部屋に、ナフィンとラムリアだけが残る。

「……ふむ。そろそろ、か」

　ラムリアの呟つぶやきに頷うなずくと、ナフィンは部屋の隅すみにあったクローゼットに取りついた。

　やがてラムリアの横に戻もどってきたナフィンの手には、小さな球きゆう状じようの物体が載のせられていた。

　受け取ると、ラムリアは地面に叩たたきつける。

　球状の物体は、音を立てて弾はじけ飛んだ。

「さて、事じ態たいは最終的なところまで来たようだな。……あやつめ、胸騒ぎなどと。余の死体を確かく認にんしに来ただけであろうが。

　ともあれ、疑うたがわしきはほぼ固まった。手を下すとしよう」

　ラムリアの言葉に、ナフィンは静かに同意を示す。

「ええ。こちらの準備もほぼ完成しております。──あとは、ご指示を頂いただければすぐにでも行動を開始することが出来ます」

「よし。……ナフィン、よく頑がん張ばってくれたな」

　命令を下すその前に、ラムリアはナフィンに感かん謝しやの言葉を述のべることにした。

「お言葉、身に余あまる光栄に存じます。陛下のためでしたら、たとえこの身が魔ま獄ごくの業火に焼かれることも厭いといませぬ」

「……ありがとう、ナフ」

「ラムからその名前で呼よばれるのは、いつ以来かしら？」

　視し線せんを合わせ、互たがいに微笑ほほえみを交わす。時計の針はりが十数年昔に戻ったような感覚が、ラムリアの胸むねを郷きよう愁しゆうのごとく締しめ上げる。

「よし」

　絡からみつく想おもいを振ふり払はらうと、ラムリアはコティペルト王国国王へと戻る。

「これより、王国内部に巣食う不ふ穏おん分子を一いつ掃そうする。怠おこたりなく務つとめに励はげめ」

「お言葉のままに」

　ナフィンは深々と頭を下げると、部屋から出て行った。

「ウッドめ……貴様の好きなようにさせんぞ」

　ラムリアの声が、はっきりと部屋に響ひびいた。





　朝日が、まぶしい。

　いまいち明めい瞭りようにならない頭を抱かかえながら、クラウスは通りを歩いていた。

　あの後、ガスとは夜を徹てつして語り合った。ミヒャエルの話、詠唱談だん義ぎ、どうでもいいような世間話に至いたるまで。あれだけ人と話したのは久ひさしぶりな気がする。

　そんなわけでかなり眠ねむいのだが、かといって不ふ快かいなのかというとそういうわけでもなかった。

　ここ最近なかったほどに、前向きな気分なのだ。

　結けつ論ろんが出たわけではない。答えが見つかったわけではない。

　しかし、目の前に道が開けていることに気づいた。

　誰だれもが悩なやんでいるのだということを知った。自分一人が行き詰づまっているわけではない。だから甘あまえてはいけない。誰もが苦く痛つうとともに前へと足を踏ふみ出している、ならば自分も進まねばならない。

　朝日に照らし出された街並なみは美しく見えた。自分を歓かん迎げいしてくれているようにも思えた。

　そんな街並みの中に、クラウスは一人の少女の姿すがたを見み出いだした。

　朝の光を受けて輝かがやく金色の髪かみ、どこか幼おさなさを残しつつも、美しく見るものを惹ひきつけずにはおかない顔立ち。

　エルリーだった。随ずい分ぶんと、久しぶりに会ったような気がする。

　向こうもこちらに気づいたらしい。その表ひよう情じようが、はっとしたものに変わる。

　二人の間に流れる、ぎこちない空気。離れていてもしっかりと分かる、立ちふさがっている何か。

　考えてみれば、どうしてこうなったのだろう。夏のあの日に起こったことが原げん因いんだとは何となく分かる。しかし、具体的に何が悪かったのか、あの日の彼女の涙なみだは何だったのか。

　ひとまず、手を上げて会え釈しやくしてみた。

　このまま気まずい状じよう態たいでずっといるのは嫌いやだった。彼女が何を怒おこっているのか、何に悲しんでいるのか。それを聞こうと思う。

「久しぶりっ」

　隣となりに立ち、話しかけてみた。

「あ、ああ。久しいな」

　きょろきょろと、エルリーは落ち着かない。

「元気してた？　最近店に行ってないんだけど……」

「うむ。まあ、特に問題は。お主こそどうしたのだ。……その、心配しておったぞ。イルミラや、トピィが。そう言えばルドルフさんもだな」

「あらら、そうだったのか……」

　何だか嬉うれしい。みんな、クラウスのような人間のことを気にかけてくれていたらしい。

　しかし同時に、そこはかとない寂さびしさもあった。──エルリーは、心配していなかったということなのだろうか。

「えーっとね」

　ともかく、どうして現あらわれなかったのか、その理由を説明しておかねばなるまい。

「ちょっと、迷まよってたんだ」

「……迷っていた？」

「うん。王国詠えい唱しよう士しになるっていうのは、悪い奴やつと戦ったりすることがよくあるわけで、悪い奴と戦うっていうのは、相手を痛いためつけたりするってことだろ。そのことで、凄すごく悩んだんだ」

　エルリーが眼めを見開く。

「まあ、驚おどろくのも仕方ないよね……。あれだけ目指す目指すって言っておいて、こんなことで躓つまずいてるんだから」

「いや、それは……」

　何か言いかけて、エルリーがうつむく。

「何でもない。気にしないでくれ」

　エルリーの様子が、少しおかしい。喜んでいるようにも、動転しているようにも見える。

「どうするのかはまだ決めてないけど、しっかり決めようと思う。……何か、変な言い様だね」

　自分で苦く笑しようする。まだ整理が付いていないということなのだろうか。

「でもね、何かこう、エルリーを見てさ。エルリーには、聞いて欲ほしくなったんだ」

　突とつ然ぜん思ったことだ。しかし、突然であっても、とても確たしかなことだった。

「……そうか、うむ。そう、だったか」

　エルリーが呟つぶやく。

「それじゃ、俺おれもう行くよ。昨日徹てつ夜やでさ、眠くて眠くて。家に帰って寝ねるよ」

「あっ……クラウス」

　立ち去ろうとしたクラウスを、エルリーが呼よび止めてきた。

「ん？　どしたの？」

「……いや、何でもない。気をつけて、帰るのだぞ」

　別れる間ま際ぎわのエルリーは、なぜか少しだけ沈しずんで見えた。





　溜ため息いきが漏もれる。

　自分が安あん堵どしている。そのことは分かる。

　クラウスが来なかった理由が、自分のせいではなかったということ。クラウスが自分を怒っていなかったということ。それを知ることが出来て、本当に嬉しかった。

　しかし同時に、言葉に出来ないもやもやが胸きよう中ちゆうで生まれてもいた。

　左手に目を落とす。そこには、ムーノからもらった指輪が光っていた。

　クラウスは指輪のことに触ふれることはしなかった。というよりは、単に気づいていなかったのだろう。

　ルドルフ辺りが見れば、こういう小さな変化を見落とさず誉ほめるのが女じよ性せいから好かれるための第一歩だというのに、などと説教をしそうな場面である。

　普ふ通つうならそうだろうが、エルリーは気づかなかったクラウスをかえって憎にくからず思った。

　駆かけ引きとか、小こ技わざとか。そういうことに全く疎うとく、いつも正面から愚ぐ直ちよくに突つっ込こんでくる。そんな純じゆん粋すいさというか裏うら表おもてのなさが、エルリーにはとても好ましかった。

　だからこそ、この指輪の存そん在ざいが、ひどく重く感じられる。

　クラウスと自分は、何も特別な関係ではない。他ほかの男からもらった贈おくり物を身につけていたところで、問題はないだろう。

　けれども、エルリーの心のどこかで、何かが抵てい抗こうをおぼえている。

　クラウスは自分に優やさしくしてくれる。だが、それは普通の好意であり、ただちにクラウスにとってエルリーが特別な存在だということにはつながらないだろう。

　気が落ち込む。気づかないようにしていた事実を、改めて眼がん前ぜんに突きつけられてしまったかのようだ。

「エルリー、エルリーってば」

「えっ」

　いきなり、エルリーを呼ぶ声が聞こえてきた。

「もう、何回呼ばせるのよ」

　声のした方向を向くと、イルミラが立っていた。呆あきれたような顔をして、腕うでを組んでいる。

「たかが調味料買い出しにいくのにどれだけ時間かかってるのよ」

「あ、いや、すまぬ……」

　自分が本来すべきだったことを思い出す。完全に、意い識しきの埒らち外がいに追いやってしまっていた。

「一体何してたの？」

「別に、何も……」

「はい嘘うそ。全部見てたわよ」

「なっ……」

「それも嘘。あんたを見つけたのは今さっきよ。クラウスと別れる直前」

　イルミラが、盛せい大だいに溜息をつく。

「何、またクラウスと喧けん嘩かしたの？」

「違う、そういうわけではない」

　必死で否ひ定ていする。

「じゃあ、何でそんなにしょぼくれてるのよ。せっかくクラウスに久ひさ々びさに会えたんでしょ」

「それは、そうなのだが」

　説明すべき言葉が見つからず、エルリーは再ふたたび指輪に目を落とす。

「じゃあ何よ。……あ、分かった」

　驚おどろいて顔を上げる。イルミラは、言葉もないといった感じで肩かたをすくめた。

「あの、ムーノさんだっけ？　あの男前とお茶したり物もらったりしてるんでしょ」

「そ、それがどうした」

「んでまあ、心移うつり？　気づいてくれない鈍にぶいヤツより紳しん士し的な二枚まい目めがいい、みたいな？」

「違う！　たわけたことを吐ぬかすな！」

「あらあら。何か久しぶりじゃないそういうの？　元気取り戻もどした？」

　イルミラが、けらけらと笑う。

「くっ……からかいおって……」

「からかってるんじゃないわよ。これでも心配したりしてたのよ多分。ま……そうねえ」

　エルリーが視し線せんを外し、あさっての方向に目をやる。

「あんたが何で迷まよっているのかなんて、今の怒おこりっぷりで何となく想そう像ぞうついたわよ。何となくほっとけないし、ちょっと助言してやろう」

　イルミラが偉えらそうに胸むねを張はる。

「いい？　こういう時はごちゃごちゃ考えても仕方ないのよ。自分の気持ちに正直に。あんたが何を思っているのか──誰のことを大事に思っているのか」

　胸をはっと突かれたような気分だった。心に垂たれ込めていた雲が、押おしのけられていくような。

「うし、もう大だい丈じよう夫ぶみたいね」

　イルミラが、ばんっとエルリーの肩を叩たたいてきた。

「しっかりなさい」

　その姿が、一いつ瞬しゆん彼女の姉と二重写しになる。

「……ありがとう」

「貸かしにしとくわよ」

　それだけで十分だった。それ以上の言葉は、きっとお互たがいに必要なかった。

「さて、店じゃムーノさんが待ってるわけだけれども」

「そうか。……うむ、分かった」

「あたしは他ほかに用事があるから、先に帰っといて」

「ああ。では」

　大事な友人に、普ふ段だん見せないような満面の笑えみで感かん謝しやの気持ちを伝えると、エルリーは店へと戻ることにした。





「……うーん」

　エルリーの背せ中なかを眺ながめながら、イルミラは苦く笑しようする。

「これでいい、とは思うんだけど。何て言うんだろう」

　満足げに、そして少し寂さびしそうに。

「とりあえず、あたしは馬ば鹿かね。うん」



    

  
    
      　第五章　降ふり注そそぐ雨　Falling Rain






「このような時間から呼よび出されるとは、ウッド様はどうなされたのか」

　そう口を開いたのは、王国警けい察さつ副ふく総そう監かんマーレン・デ・マルティーニだった。

「あの方のことだから、きっとまた我われ々われでは窺うかがい知れない謀はかりごとをめぐらしていらっしゃるのだろう」

　王都経けい済ざい査さ問もん会かい委員のグレッグ・ゴールデンが、立りつ派ぱな顎あご鬚ひげを撫なでる。

「ここを我々の会議場にしようとおっしゃったのもウッド様だからな」

　樽たるのような腹はらを揺ゆらして笑うのは、王国詠えい唱しよう士し協会会長ディーノル・バートン・カザレスである。

「まさか、ラムリアも自分の懐ふところで自分を食い殺す算段が行われているとは思っておらんだろう」

「ちょ、ちょっとカザレス殿どの。言葉は控ひかえられよ」

　教化省長官アポロ・パパサナー・シオラは、血色のいい人間達の間にあって一人青くなっていた。

「何を怯おびえる必要がある。この会議室は、会議の保ほ安あんという名めい義ぎ上外部には完全に音が漏もれないような仕し掛かけになっておるのだぞ」

「いや、そのことは重々承しよう知ちしておりますが……」

「全く、いつものことながらシオラ殿は心配性しようでいらっしゃる」

　王国軍第五軍司令ラムゼイ・ヘット・ウルリッヒがからかうようにそう言い、部屋の中に笑い声が満ちる。

「この場合において、シオラ卿きようは全く正しいな」

　笑い声がぴたりとやむ。

「何なに奴やつ!?」

　ディーノルが、体に相応ふさわしい大だい音おん声じようで怒ど鳴なる。

「余よである」

　居い並ならぶ男達の前に、音もなく進み出たのは、ラムリアだった。

「いかがなさいましたか？　臣達は只ただ今いま国内の治安状じよう況きようについて……」

　ラムゼイの、いかにも軍人らしい威い圧あつ感に満ちた喋しやべり方にも、ラムリアは全く怯ひるまなかった。

「国に仇あだなす存そん在ざいを、臣とは呼よばぬ。戯たわむれは好まぬ、大人しく縛ばくにつけ」

　堂々としたラムリアの言葉に、重臣達は言葉を失う。

　いつも彼らが嘲あざけっていた愚ぐ鈍どんなはずの王は、一国の支し配はい者しやと呼ぶにふさわしい威い厳げんに満ち満ちていた。

「陛へい下か、何を証しよう拠こにそのような……」

　震ふるえる声で抗こう議ぎするアポロに、ラムリアの後ろからナフィンが現あらわれ、一つの溜音石サウンドチエイサーを突つきつけた。

　その溜音石サウンドチエイサーから流れ出したのは、ウッドを中心としてラムリアの命を奪うばう算さん段だんを突き詰つめていく重臣達の声だった。

「なっ……」

　今度こそ、本当に重臣達は凍こおりついた。

「全員の声が入っている。言い逃のがれが出来るとは思うな」

　重臣達の視し線せんが交こう錯さくし合う。いずれが裏うら切ぎり者なのか、誰だれに責せき任にんをかぶせれば自分が生き残れるか。そんな浅ましい視線である。

「芯しんまで腐くさっているな」

　軽けい蔑べつしきったようにそう言うと、ナフィンは溜音石サウンドチエイサーをしまった。

「そ、それは捏ねつ造ぞう品だ！」

　上ずった声で、ディーノルが叫さけぶ。

「録音する手段など、あるはずがない！」

「それが、あるのだ」

　そう言うと、ラムリアは指を鳴らす。

『ちょ、ちょっとカザレス殿。言葉は控えられよ』

　つい先さき程ほどのアポロの言葉が再さい現げんされる。

「な、なぜ」

　口を魚のようにぱくぱくさせるディーノルに、ラムリアは、

「この城しろ──『鷲の巣スペルバウンド』が取り壊こわされなかった理由。その最たるものは、初代国王の慈じ悲ひ深い心でもなく人気取りの政せい策さくでもなく、この城の造つくりにあったのだ」

「造り、だと」

「以前の持ち主であるガルネリース一族、特に二十七代国王シュー・フラグー・ガルネリースは猜さい疑ぎ心が強かった。いつも臣下が自分を裏切るのではないかと怯え、遂ついには全体が一つの溜音石サウンドチエイサーという効こう果かを持つ城を建ててしまった。それがこの城──『鷲の巣スペルバウンド』だ」

「そんな、馬ば鹿かな……」

「馬鹿は貴き様さまらだ」

　ナフィンは、呆ぼう然ぜんとする男達を嘲笑う。

「ラムリア様を侮あなどったツケだな。代だい償しようは貴様らの命だ。その罪つみ、三族に及およぶと思え」

「こ、こやつらは陛下の名を騙かたる偽にせ者ものだ！　であえ、であえええ！」

　ラムゼイが叫び、控ひかえにいた兵士達が飛び出してくる。

『斬ざんの名の下もと鮮せん血けつ欲ほつし、弾だんの名の下円えん月げつ放ほうす！　刃やいばを統すべし刀神ルーレイロ、我われに汝なんじの指を与あたえよ！　斬弾血けつ牙が、惨さん団だん悦えつ賀が！』

　ディーノルが詠えい唱しようし、彼の周囲に数え切れないほどの実体化した刀とう剣けんが浮うかぶ。

「ほう、『刀身の公吟メタルブレイド』か。禁フ十オ二ビ階ド詠ウ唱ンを打ち込まれるとは、流石さすがは詠唱士協会の会長殿どのだ」

「きいた風な口が叩たたけるのもここまでよ！」

　ディーノルの言葉と共に、刃がラムリアに襲おそい掛かりその体を膾なますのごとく切り刻きざむ。

　噴ふき上がる血が、周囲を真っ赤に染そめる。

「は、ははっははっは！　やった、やったぞ！」

「……やはり、現場にこない人間ではこの程てい度どか」

　狂きよう喜きするディーノルを哀あわれむかのような声が、彼の真後ろから聞こえた。

「ひっ!?」

　振ふり返ろうとするディーノルの、外側からではあるかどうか判はん別べつできない首くび筋すじに、ラムリアは短刀をあてがう。『影落の絡見シヤドウズフオール』という詠唱を用いて幻げん影えいを生み出し、ディーノルや他の人間の目を欺あざむいたのだ。

「ディーノル。余よの指し示じに背そむき、闇やみ魔ま術じゆつを使用する少女の護ご衛えいの人選を独どく断だんで行ったことについて、後ほどゆっくりと話を聞きたく思う。まあ、自身の息がかかった最上級階層マジエステイで手なずけることで、後々の手て駒ごまの一つに使おうとしたというのが妥だ当とうなところだろうが」

「くっ、離はなせ、殺さないでくれ……」

　ラムゼイとマーレンが刀を抜ぬき、グレッグが詠唱を始める。ディーノルごとラムリアを始末するつもりらしい。

「お、お前ら……っ！」

　ディーノルが泣き出しそうな声を出す。

「どこまでも浅ましい」

　心底愛あい想そを尽つかしたといわんばかりに溜ため息いきをつくと、ラムリアはナフィンに目配せをした。

『揺ゆれるその身ははらはらと、暮くれるその日はからからと』



    

  
    
      　ナフィンが詠唱を始める。どこか、童歌にも似にた朴ぼく訥とつさ。

『常つねに全すべては滔とう々とうと、畝うねにくべては濛もう々もうと』

　ディーノルを除のぞいた重臣達や兵士達の体が、宙ちゆうにゆっくりと浮かぶ。

『上かみ下しも分ける理ことわりを、神しも刷はけて断ことわらん。展てん置ち輪りん転てん、円えん機き引いん円えん』

　詠唱を終えると同時に、おおよそ考えられる範はん囲いを遥はるかに超ちよう越えつした速度でもって、重臣達は床ゆかへと叩たたきつけられた。

　鈍にぶい、耳を覆おおいたくなるような音が会議室に響ひびく。

『理有の展詩フアイナリーフリー』という、ナフィン自作の詠唱である。ラムリアの使う『狂える舞踏マニアツクダンス』に閃ひらめきを得て作製したもので、精せい神しん的な操そう作さを可か能のうとする『狂える舞踏マニアツクダンス』を更さらに発展させ、物理的な領りよう域いきまで踏ふみ込こんで対象を操あやつることが出来るようになっている。

「さてどうする。貴様の地位や権けん力りよくや財ざい産さん、そして自由はおそらく永えい遠えんに失われただろうが、命は協力次し第だいで保ほ証しようできるかも知れんぞ」

　ラムリアが話しかける。しかし、ディーノルは既すでに気き絶ぜつしていた。

「……全く、政せい治じ的手しゆ腕わんを除けば単なる惰だ弱じやくだな、この男は」

　泡あわを吹いているディーノルを床に放ほうり出すと、ラムリアは会議室を調べる。

　今倒たおれている男達以外の姿すがたはない。予よ測そくはしていたが、やはり彼らは捨すて駒ごまにされたらしい。

　おそらくは、首しゆ謀ぼう者しやであるウッドは今いま頃ごろいずこかへ身を隠かくしているはずである。

「ウッドを探さがすぞ。奴やつには、聞きたいことが山ほどある」

　ラムリアの脳のう裏りに父の遺ゆい言ごんが思い浮かぶ。

　突とつ然ぜん原げん因いん不明の病に倒れた父は、朝な夕な看かん病びように励はげむラムリアにこう言い遺のこした。

「ナフィンを頼たよれ」「たとえ自室であっても話す内ない容ようには注意せよ」「即そく位い後しばらくは愚おろかな振りをせよ」、そして「ウッドにはけして心を許ゆるすな」と。

　最初は意味の分からなかったラムリアだが、王おう座ざから見み渡わたすうちに、国家の転てん覆ぷくを企たくらむ手合いの存そん在ざいに気づいた。

　それからは、孤こ独どく極きわまりない戦いだった。いかに国民の不ふ評ひようを買おうとも、ラムリアは暗あん愚ぐさを演えん出しゆつした。ウッドを始めとする一群ぐんが、ラムリアのことを心から軽かろんじるようになるまで。

　長かった。ようやく、逆ぎやく襲しゆうの時が訪おとずれたのだ。

「覚かく悟ごしろ、絶対に、逃にがさぬ」

　決意も新たに、ラムリアは頷うなずいた。





　店に入ると、ムーノがカウンターに腰こし掛かけて待っていた。

「お帰り。ごめんね、用事が入って少し遅おそくなったんだ。一人で大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ああ、問題ない」

　一人でいたからといって、エルリーに直ちよく接せつ危き害がいが及およぶことはおそらくない。警けい護ごなどというのは所しよ詮せん建前に過すぎず、国王はエルリーを監かん視ししたくてムーノやトピーアを送ってきているのだから。

「それはよかった」

　ムーノが、安心したように相そう好ごうを崩くずす。

「心配をかけてすまんかったな。では、わしは仕事に戻もどるぞ」

「ああ、ちょっと待って」

　掃そう除じ用具を取りに行こうとしたエルリーの前に、ムーノが立ちふさがった。

「話が、あるんだ」

「話……？」

「うん」

「唐とう突とつですまないけど、付いてきて欲ほしい」

「いや、しかしわしはここ最近仕事をあまりしておらぬ。さすがに心苦しく……」

「お願いだ、この通りだ」

　ムーノが、頭を下げる。





　断ことわりきれず、エルリーはムーノに言われるがままに通りから離はなれた所まで連れてこられてしまった。クラウスの家がある丘の近くである。

「ごめんね。仕事があるのに、連れ出しちゃって」

「……話というのは？」

　ムーノが、懐から箱を出す。以前指輪が入っていたのと同じものだ。

「これを、受け取って欲しい」

　ムーノが箱を開ける。中に入っていたのは、やはり指輪である。

　しかし、普ふ通つうの指輪ではない。エルリーでも分かる──これは、婚こん約やく指輪だ。

「君を、好きになってしまったんだ」

　言葉を、失った。

「付き合って欲しい。一人の、女じよ性せいとして」

　風が二人の間を吹ふき抜ぬける。

「いけないかな？」

　ムーノが、焦じれたように言う。

「僕ぼくの話、聞こえているだろう？　返事を聞かせてくれないか」

　これまでの紳しん士し的な態たい度どと一転して、強ごう引いんな態度である。一体、どうしてしまったというのか。

「エルリーちゃん！」

　エルリーの心に、怯おびえにも似にた感かん情じようがのたうつ。どうしたらいいのか。こんな経けい験けんは初めてで、判はん断だん力りよくがうまく働いてくれない。

「何度でも言うよ、僕は君が好きなんだ」

　ムーノの視し線せんが、エルリーの思考に靄もやをかける。何か──魔ま術じゆつ的な、ほどに。

「お願いだ」

　意い識しきがゆらぐ。閉しめきった部屋で暖だん炉ろを焚たいたかのように、ぼんやりと、何も考えられなくなる。

「わしは……」

　その時、唐突に、イルミラの言葉が脳のう裏りに甦よみがえった。

　──誰のことを大事に思っているのか。

「……すまぬ」

　突然、頭の中が冴さえ渡わたった。本来の自分と本来の気持ちを取り戻した──まるでそんな感じだ。

「気持ちは嬉うれしい。しかし、答えることはできない」

　ムーノの顔が歪ゆがんだ。

「お主のことが嫌きらいだというわけではない。ただ──」

　一いつ瞬しゆん言葉を切ってから、エルリーは自分の本心を言葉にする。

「わしには、他ほかに好きな人がいるのだ」

　それきり、ムーノは何も言葉を発さなくなった。

「すまぬ。許ゆるしてくれ」

「……あーあ。やれやれ」

「指輪は返す。本当に、すまない」

　指輪を外し、ムーノに差し出す。

「いらねぇよ」

　その指輪を、ムーノは忌いま々いましそうに払はらった。

「なっ……」

　指輪はエルリーの手を離れ、地面に転がり、道みち端ばたの草むらに飛び込んでしまった。

「ったくよう、高い金出して『漆黒の落涙エボニー・テイアーズ』買ったのにさっぱり使えねえじゃねえか。あの野や郎ろう騙だましやがって」

　ムーノが、道端に唾つばを吐く。

「あーもうやめやめ。お前が魔ま力りよくを感じ取って分ぶん析せきするなんていう薄うす気き味み悪いことをしたり、闇やみ魔ま術じゆつとかいう訳わけのわかんねー物を使うおっかない化け物だってことは分かってる」

　いや、もっと信じられないことがある。

「マジ腹はら立つな。俺おれバカみてーじゃん」

　別人のような、ムーノの言動。

「ま、化け物に惚ほれ薬なんて人間向けの小こ技わざは使えないってところか」

　何でもない、そうであることが当然であるかのように、ムーノはエルリーに向けて化け物という単語を投げかける。

　傷きずつくところまで、心が追いつかなかった。何がどうしてしまったのか、突とつ然ぜんすぎる変わりように、エルリーの全すべては停止した。

「おら、行くぞ。さるお方にお前を連れて来いって言われてるんだ」

　反はん応のうが遅おくれた。しまったと思った時には、エルリーの腕うではしっかりとムーノに掴つかまれていた。

「……その前に、ちょっくらお楽しみといこうか。こんなこともあろうかと人通りの少ない所に連れてきて正せい解かいだぜ」

　視界が暴あばれ狂くるう。後頭部に走る痛いたみと、耳元にかかる荒あらい息いき遣づかいから、自分が組み敷しかれたということを理解した。

「はっ、離はなれろ！」

　全身を貫つらぬく、今まで感じたこともないような恐きよう怖ふ。ほとんど発作的に、エルリーは魔力を解放した。

　ムーノの体が吹ふっ飛び、地面に叩たたきつけられた。

　しかし同時に、エルリーの体にも強きよう烈れつ極きわまりない痛いたみが返ってきた。

「くっ……」

　立っていられない。耐たえ切れず、エルリーは膝ひざをついた。

「やれやれ。前もって『鏡射の哲板リフレクシヨンズ』を用意しておいて正解だったか」

　ムーノが服をはだけてみせる。その下には、鈍にぶく輝かがやく金きん属ぞく板のようなものが着込まれていた。

　その金きん属ぞく板を脱ぬぎ捨すてると、ムーノはエルリーを睨にらみつけてきた。

「あーあー、痛いね痛いね。『鏡射の哲板リフレクシヨンズ』を突つき抜ぬけてお釈しや迦かにした挙あげ句く打だ撃げきを与あたえるなんざ、やっぱり化け物以外の何者でもないや。五体満足で連れてこいなんて言われた記き憶おくもないし、ちょっと痛い目を見てもらうぜ」

「一体、何を……」

「ちょ、お前血が出てるじゃないか。どうしてくれるんだよこれ」

　ムーノが手の平を見ながら言う。吹っ飛んだ時にこすったらしい。

「本ほん格かく的にかちんときた」

　吐はき捨てるようにそう言うと、ムーノは短い棒ぼうのようなものを取り出した。

「マジでやるわ、ちょっと」

　その棒を握にぎり締しめ、ムーノが何事か呟つぶやく。

　すると棒から光の柱が吹き出し、杖つえの形を取った。携けい帯たい用の杖だ。

「高い杖もいいけど、あれはやっぱり自じ慢まん用だな。実戦だと傷きずを気にしてやらなくちゃならんから面めん倒どうで仕方ない」

　エルリーは立ち上がり、距きよ離りを取ろうとする。

　しかし、受けた激げき痛つうは想そう像ぞう以上に大きかった。思うように、動けない。

「逃にげようたってそうはいかねーぞ。分かってんのかこら」

　ムーノが杖を振ふる。束ねられた魔力が、光を曳ひいて地面へとぶつかった。

　地面は音を立てて抉えぐれる。これはすなわち、杖を形作るために放出されている魔力が大変高出力だということだ。

「女いたぶる趣しゆ味みはないけど、たまにはいいよなぁ刺し激げきがあって」

　にやにやしながらそう言うと、ムーノは軽く杖を振った。

　抉れた土や石が、エルリー目め掛がけて飛来する。

「くぅっ……！」

　体中を、飛来物が打ち据すえる。五体満足なら逆ぎやくに跳はね返してやるところなのだが、予想外の打撃に反応が遅れた。

　腕に、腹はらに、足に、砂さ礫れきが食い込む。

「ひゃはっはは！」

　悲鳴を上げてうずくまるエルリーに、ムーノは下げ卑びた笑い声を投げかけてくる。

「いいねいいね、これはこれで興こう奮ふんするわ。変な快かい楽らくに目覚めそう」

「く、おのれ……」

　憎ぞう悪おを込めた視し線せんをムーノに向ける。しかし、ムーノは笑いを崩くずさない。

『薊あざみを刻きざむ細さざ波なみよ、番つがいを穿うがつ風上よ。我わが声我が身我が腕の、代わりとなりて仕手を討うて！　サレンパ・クラウン・テルヴォーネン、その名は叫さけぶこの場は地じ獄ごく！　風ふう牙が斬ざん頭とう、勇ゆう場ば断だん投とう！』

　不安を煽あおる静せい寂じやくと間かん隙げき、そして。

　轟ごう、と。風が鳴った。

　呻うめき声さえ出なかった。体の表面の至いたる所を、刃は物ものが滑すべっていくような感覚。

　服が裂さけ、その下で皮ひ膚ふが僅わずかに破やぶれた。薄うすく、血が滲にじみ出す。

「くっくっく。『疾走せし死走デスレースキング』は詠デ唱イ遅レ延イが長くて実戦じゃあんまり使えないんだよな。発動したの自体久ひさ々びさだが、やっぱり爽そう快かいだぜ」

　ムーノが嬉うれしそうに言う。

「どうよ。全部致ち命めい傷しようにならないように気を遣つかってみた。痛くて仕方ないだろうけど、かといって気き絶ぜつするほどでもないだろ」

　ムーノの言う通りである。生殺しにするつもりなのだろうか。

「しかしまあ、服がそうやって破れるのもあれだ、扇せん情じよう的だな。へ、へっへ」

　よだれを垂たらしそうな表情で、ムーノが視線をエルリーの首くび筋すじや胸むねや太ふと股ももに這はわせる。

　悪お寒かんが止まらない。全身が粟あわ立だつ。生々しい欲よく望ぼうをぶつけられるという、耐たえ難がたい嫌けん悪お感。

「その高慢そうな表情もそそるぜ。今にひいひい言わせてやるからよ」

「変へん態たい、が……」

「くふふふふ、いいねいいね。もっと罵ののしれよ」

　ムーノが近ちか寄よってくる。後ずさって離はなれようとするが、ムーノの方が何倍も速い。

「逃がさねえぜ。お楽しみは──これからだ」

「いやっ……」

　エルリーが上げたか細い声に、ムーノは狂きよう喜きする。

「そうそうそう、それがいいその顔その声その姿し勢せい！」

　逃げられない。目の前が真っ暗になってしまいそうである。

　誰だれか、助けてほしい。心からそう願う。

　だが、人ひと影かげなど一つもない。

　ムーノがどんどん近づいてくる。

　目を硬かたく閉とじ、一人の青年の顔を思い浮うかべる。

　いつか、同じように彼の助けを願ったことがあった。

　その時、彼は現あらわれなかった。間に合わなかったのだ。

　それでも、エルリーは彼のことを思い浮かべた。彼の声を願った。

　彼なら、きっと来てくれる。彼なら、きっと助けてくれる──

『泡うた沫かたの歌を仮かり初そめに染そめ、動たる定めを静となす！』

　空耳かと、思った。

『月神カグヤ、全すべてを見守り全てを赦ゆるす虚こ空くうの女神よ！』

　希こいねがった、声。

『我わが望み、我が願い、我が訴うつたえに耳を貸かしたまえ！』

　それが、聞こえている。

「ああ!?　誰だお前はよ！」

　ムーノの怒ど鳴なり声も、恐おそろしくなくなった。

『もし其その光なかりせば、夜や陰いん真まことに蝕むしばまれ、福ふく音いん真に失わる！』

　そう──彼がいれば、何も恐れるものはない。

『陽ようの呪じゆ縛ばくを逃のがれるために、月の瀑ばく受じゆを今ここに！』

「っせえなこら！　意味分かんねえぞその詠えい唱しよう！　どういう繋けい詞しだっていうかそれいつの時代のだよ！」

　詠唱士の性さがか、ムーノが詠唱の本文に突つっ込こみを入れている。

　この詠唱の本分は見み抜ぬけていないらしい。突っ込みの内ない容ようからしても、小手先の技ぎ術じゆつにこだわりたがる人間だということがよく分かる。

『月の奏かなでる妙たえなる光、我われその力を借り受けて！　ここに奇き蹟せきを顕あらわせしめん、月神カグヤの名の下もとに！　月げつ呪じゆ顕けん現げん、想そう呪じゆ具ぐ現げん！』

　エルリーは、詠唱が聞こえてくる方向を見やった。

　一人の青年が立っている。さして覇は気きがあるわけでもない、さして偉い丈じよう夫ふというわけでもない。目立たない、ごく普ふ通つうの青年。

　しかし、現時点でこの場を支し配はいしているのは、間ま違ちがいなく彼だった。

　すっと、周囲の空間が緩ゆるやかに変化する。

　エルリーは空を見上げた。雲が三分に青天が七分という、何ということのない秋空である。

　その空に、紛まぎれ込むようにして月が顔を覗のぞかせていた。昼間の、薄く淡あわい月である。青年が、あの月の力を借りていることは明白だった。

「っと、何だ何だ何だぁ!?」

　ムーノが奇き声せいを上げる。彼の携けい帯たい用の杖つえが、注ぎ込まれた魔ま力りよくを失いただの棒ぼう切きれと化したのだ。

「エルリーに、手を出すな」

　青年が、魔力の急きゆう激げきな減げん少しように耐たえながらも、ムーノを睨にらみつける。

「この野や郎ろう、うぜえ詠唱使いやがって。動的魔力の無む効こう化かかよ。……まあいい、その様子だと使うのが精せい一いつ杯ぱいって感じだな」

　ムーノは拳こぶしを握にぎり締しめた。

「中ちゆう途と半はん端ぱ──状じよう況きようの不十分さかねえ──もあるし、ある程てい度どは詠唱が使えるな。というわけで」

　ムーノの拳が、僅わずかながらも明るく輝かがやく。

「こっちでぶちのめさせてもらおうか」

　ムーノがだっと駆かけ出す。

「やめぬかっ！」

　激げき痛つうをこらえながら、魔力をムーノに向かって放ほう射しや。反射が怖こわいなどと言っていられない。

「何度も何度も何度もまあ逆さか撫なでしてくれるなおい」

　横合いから魔力をぶつけられて転んだムーノが、歯を剥むいて笑う。

「てめえからぶちのめしてやろうかこら!?」



    

  
    
      「残念ながら、ぶちのめされるのは貴方あなたの方です」

　エルリーとムーノの間に、大きな影が立ちふさがった。

「ムーノ・ヴェッテコート。大たい逆ぎやく罪ざいに加か担たんした疑うたがいがありますので、王おう城じようまでご同行願いますか。拒きよ否ひ権けんはないのでそのつもりで」

「……何だと」

　シャーリーである。その体からは、ムーノをたじろがせるほどの気き迫はくが漂ただよっていた。

「逃にげ場はないものと思いなさい。協会会長の命を受け、エルリー・ハンネマンの調査に向かっていたマーティン・エンスレイ・パウエル氏を襲しゆう撃げきし重じゆう傷しようを負わせたという証しよう拠こも挙がっています。そちらの件けんに関しては警けい察さつからも令状が下りています」

「会長の命令？　何を言ってるんだ。会長なんて、いっつも執しつ務む室に籠こもってて、滅めつ多たに俺おれ達たちと会おうとも……」

「証しよう拠こは挙がっているとお話ししました。会長は既に尋問獄マーズ・ヴオルテにつながれています。ゆめゆめ、言い逃のがれをしようなどと思われぬよう」

　トピーアの言葉に顔を歪ゆがめると、ムーノはふてぶてしく唾つばを吐はいた。すなわち、認みとめたということだろうか。

　どうやら、エルリーが襲おそわれたことには途方もなく大きな事じ情じようがあるらしい。

「ここは僕に任まかせて、エルリーさんとクラウスさんは行ってください。できれば護ご衛えいをつけてあげたいのですが、どうしても人手が足りない状況で……」

　悔くやしそうにトピーアが言う。

「わかった。そうしよう」

　痛いたみをこらえながら、エルリーはクラウスの元に駆かけ寄よった。

「行こう、クラウス」

「あ、ああ」

　疲つかれを見せながらも、クラウスはそう答えた。

「待て待て。はいそうですかと逃げてもらうわけにはいかないんだよ」

　ムーノが拳を輝かせて追いかけてくる。

『その身その足その姿すがた、あまさず石と変えしめん。意い志しを奪うばいし真まことの片かた歌うた、菱ひしとなさしめ今晴らしめん。撫ぶ石せき紋もん正せい、宇う易えき御おん衛えい』

　シャーリーが詠えい唱しようし、ムーノの足が音を立てて石へと変わる。

「てめえ、雑ざ魚このくせに邪じや魔まするってえのか」

　ムーノが、凶きよう暴ぼうな表情を浮うかべた。

「早く、行ってください」

　エルリー達の方を向くこともなく、シャーリーが言う。

「ああ、急いで……」

　逃げよう、と言いかけたところで、エルリーの意い識しきに突とつ然ぜん濃こい靄もやが垂たれ込めた。

　立っていることもままならない。否いな、立っているのかどうかも分からない──

「大だい丈じよう夫ぶ、か？」

　ふっ、と。エルリーの背せ中なかに、頼たよりがいのある何かが添そえられた。

　けして力強くはない。エルリー一人の重みでも、ふらついてしまうほどである。

　しかし、エルリーの中には安心感が湧わき上がってきた。きっと、この温ぬくもりを持つ人なら、何とかしてくれる。そんな確かく信しんが、湧き上がってくる。

「よし、任まかせて」

　体がふわりと浮く。前面にかかる暖あたたかさ。どうやら、おぶわれたらしい。

　一度、酒に潰つぶれたときもおんぶしてもらったような気がする。ふらふらと足取りが安定しないが、心が落ち着くのもその時と同じだ。

　安らぎは、エルリーの意識を余よ計けいに現げん実じつから遠ざけた。気を失ってしまってはいけない、ということは分かっていても、抵てい抗こうすることが出来ないのだ。

「クラウス、すまぬ……」

　そう言えたのかどうか、自分でもはっきりとはしなかった。





「おいおいおい、逃げられたじゃないかよ。どうしてくれるんだよおい」

　膝ひざまで石と化した己おのれの足をほったらかしにして、ムーノは目の前のデカブツを睨にらみつけた。

「ふん」

　デカブツ──シャーリーなんたらとかいう詠唱士は、不ふ遜そんにも鼻を鳴らすだけだという対たい応おうを取ってきた。

「ああ？　てめえ何様のつもりだこら」

　さっさとあの女を追うというのが一番大事であるはずだったが、後回しである。とりあえず、ふざけた奴やつを叩たたきのめしておこう。この男は、パブでもムーノのことを愚ぐ弄ろうしてきた。あの時の礼を今しておくのも悪くない。

　何も連れん絡らくが来ていないし、追っ手がこの程てい度どの小物であるなら、すぐに片かた付づけられる。

　もう一度、携けい帯たい用杖づえに魔力を注ぎなおす。突然現あらわれたよく分からない奴のよく分からない詠唱のせいで邪魔されてしまったが、その効こう果かも本人が逃にげ出したせいで随ずい分ぶんと弱まっている。

　先せん端たんから魔力が吹ふき出し、再ふたたび杖の形を成す。

　その光る魔力を、ムーノはためらいなく自身の足に叩き付けた。

　それなりの激げき痛つう。耐たえられないほどではない。多少不具合は残るだろうが、雑魚相手なら何の問題もない。

　徐じよ々じよに魔力を送り中和するという手しゆ段だんもあったが、面めん倒どうなので却きやつ下かした。とりあえず、邪魔なこのデカブツを倒たおす。原形をとどめないほどに痛いためつける。それが最さい優ゆう先せん事じ項こうだ。

「さて、丁度いいハンデもつけてやったし、さっさと終わらせようか」

　杖を構かまえ、詠えい唱しようを始める。

『目め眩くるめくは閃ひらめき、無体の謡うたいを追つい堕だとせん！』

　いわゆる高速連続発動型詠唱シユラプネルの変形である。ムーノの自作詠唱であり、『灼熱の天使バーニングエンジエル』という名前がつけられている。

『鋭えい利りなる明めい裡り、心しん儀ぎたる琴きん義ぎ！』

　一つ一つの詠唱を部分部分で抽ちゆう出しゆつし、立て続けにぶつける。ムーノが最も得意とする攻こう撃げき手段である。

『流るる我われは怒いかれる漁いさり火び、討うたるる在あれは光れる火ひ去さり木ぎ！』

　火か炎えん、風ふう状じようの刃やいば、魔ま獣じゆうの形を成した魔力。これらを組み合わせた攻撃で相手の動きを封ふうじ体力を削けずり、

『未み忍にん網もう輪りん、戯ぎ陣じん蝋ろう眠みん』

　鍵けん言げんでもって全すべてをまとめあげ、一対ついの龍りゆうを生み出した。

　龍はそれぞれシャーリーの体に巻まきつき、締しめ上げる。

　シャーリーは、苦く悶もんの呻うめきをあげた。心地ここちいい。気分が晴れるというものだ。

「何の……これしき！」

　シャーリーは、持っていた杖を握にぎり直すと、大きく振ふった。

　巻きついていた龍が、雲うん散さん霧む消しようする。

「けっ、ただのでくの坊ぼうでもないってことかよ」

　必殺の一撃というわけでもないが、仕し留とめるつもりで打った詠唱である。耐たえられるとは思っていなかった。

「ならまあ畳たたみ掛かけるか」

　杖を地面に突つき立てる。

『バウアファント！』

　詠唱再動リミツクスである。普ふ通つうの詠唱ではなく高速連続発動型詠唱シユラプネルをもう一度発動させるわけで、術じゆつ者しやには多大な負ふ担たんがかかる。

　が、並なみの詠唱士ならいざしらず、ムーノほどになってくるとさして難なん儀ぎなことではない。三つの詠唱が組み合わさった複合型詠唱ハイブリツド・セオリーを一度に発動させることもたやすい。

　先だってのものと全く同じ威い力りよくの詠唱がシャーリーを襲おそう。

「う、ぐうう」

　くぐもった悲鳴。聞いているだけで、体の芯しんを快かい感かんが突き抜ぬける。

「おらおらどうした、その程てい度どですか～？」

　絶ぜつ対たいの勝利を確かく信しんする。圧あつ倒とう的もいいところだ。

「ま、まだ、だっ」

　しかし、シャーリーは倒れない。予想を遥はるかに上回るしぶとさである。

　忌いま々いましいが、認みとめるほかなさそうだ。──この男、耐たい久きゆう力りよくだけなら一流といえる。

「そんな、小手先の詠唱で、この俺が倒せると思うなよ」

　荒あらい息をつきながら、シャーリーが強がった。

　癇かんに障さわる。少々打たれ強いだけのことで、調子に乗るにもほどがある。

「ああそうか。それならお望み通り拳こつちで仕留めてやるよ」

　杖をしまい、魔ま術じゆつ格かく闘とうに移い行こうする。元々不良同士の殴なぐり合いに明け暮くれていたムーノにとって、遠くから詠唱で切り刻きざむよりこちらの方が好きである。やはり、相手を倒すのなら直ちよく接せつ的な感かん触しよくを味わうのが一番だというものだろう。

　拳こぶしに魔力を充じゆう填てん。もうあの詠唱の影えい響きようはほとんどない。ほぼ普ふ段だんどおりの魔力を込こめることができた。

「顔は変形すると思うけど悪く思うなよ。むしろ感かん謝しやしてくれ。その岩石みたいな顔を滑なめらかに整形してやる」

　指をばきぼきと鳴らすと、ムーノはシャーリーに殴りかかる。

　足が痛む。やはり無ぶ難なんな方法で解げ呪じゆしておいた方がよかったかと一いつ瞬しゆん後こう悔かいしたが、すぐに考え直す。ちんたらやってイライラを溜ためるくらいなら、一気に済すませてから治ち癒ゆ詠唱でもかければいい話である。

　とにかく我が慢まんするのは苦手である。殴りたい奴は、すぐに殴る。王国詠唱士になったのも、最上級階層マジエステイの地位を得るために奔ほん走そうしたのも、ひとえに面倒事を心配せずに人を痛めつけることが可か能のうだからである。自分の力により、誰だれかが打ちのめされるというのは、とても愉ゆ快かいなことだ。

　シャーリーの姿すがたが目前に迫せまる。防ぼう御ぎよを取ろうとしている気配はない。顔面などがら空きである。殴ってくれと言っているようなものだろう。

　ムーノは拳を振りかざす。体重を乗せて、頬ほおに一いち撃げき叩たたき込む算段である。

『我われその加か護ごを熱望せん、我その庇ひ護ごを渇かつ望ぼうせん！　陽ようの統とう治ち者しやすなわちハンセン、汝なんじの輝かがやき今こそここに！　陽よう沙さ燈とう乱らん、光こう狭さ導どう暗あん！』

　全く予想だにしない方向から、詠唱が聞こえてきた。

　ムーノとシャーリーの間に、光り輝かがやく壁かべが出しゆつ現げんする。

　具体的な位置は、ムーノの眼がん前ぜん。止まろうとするが間に合わない、足が踏ふん張ばりきれない。

　結果、防ぼう壁へきに直撃した。魔術格闘のために体内の魔力を活かつ性せい化かしていたこともあって、かなりの反動が体中に叩きつけられる。

　飛び下がって距きよ離りを取る。ひとまず、この『陽円の架壁ジエリコウオール』を使った人間を探さがし出さないと。

『縛いましめを今締しめ、絵え墨ずみの体たい躯くなる鼠ねずみを捕とらえん。巻きつき抱だきつき、引きも切らせぬ軛くびきを行え！　塁るい枷か縛ばく寸すん、吹すい華か諾だく雲うん！』

　しかし、信じられないことに、向こうの方が上手だった。

　ムーノの痛いためている方の足に、白く細長い煙けむりのような物体が絡からみつく。

「う、ああああ!?」

　痛い。耐たえ切れず、ムーノはその場に膝ひざをつく。

「勝負あったな」

　気がつくと、目の前にシャーリーがいた。

『閉とじた息吹いぶきを綴とじ合わせ、活いける茅かや葺ぶきいざ生けん！　墓はかに帰するはねじれし喪も審しん、赤を慰いするは削けずれし緒お真しん！　死界の指し揮き者ペル・モーラ、汝なんじの瞬またたきいざ閃ひらめかせ！　故こ瑠りゆう応おう戯ぎ、疎そ流りゆう孟もう鬼き！』

『墓簿の層塵ウイツチリー』だ、と気づいた時にはもう遅おそい。

　死後の世界である『地下の暗釜デスラーシユ』を統とう治ちしていると言われるペル・モーラを象かたどった、一対ついの顔を持つ鬼き神しんが、ムーノの首根っこを掴つかみ、投げ飛ばした。

　受け身さえも取れず、ボロ布ぬののようにムーノは地面に激げき突とつした。

「言っただろう」

　シャーリーの声が、朦もう朧ろうとした意い識しきに飛び込んでくる。

「油ゆ断だんしていると、足元をすくわれるとな」

「ち、ち、ちくしょう」

　よろよろと立ち上がる。もう片かた方ほうの足はほぼ死んでいる。

『霧きりを生み出す紫むらさきの錐きり、蟻ありを迷まよわす漆しつ黒こくの針はり！　御おん羅ら晩ばん章しよう、本ほん弧こ暗あん送そう！』

　手から猛もう然ぜんと霧が吹ふき出す。『霧際の酔嘆イントランス』を使って逃にげるなど、生まれて初めての屈くつ辱じよくである。この借りはいつか返す。皮が破やぶれるほど唇くちびるを噛かみながら、ムーノはそう誓ちかう。





「逃がしましたか……」

　トピーアは、潜ひそんでいた草むらから出た。

「ひとまず、少女を守るという第一の目標は果たした。あれだけ痛めつけておけばあの男もそう遠くには逃げられないだろう」

　その場に座すわり込みながら、シャーリーが言う。

「あの子達、治ち癒ゆしてあげられなかったな……」

　シャーリーに治癒詠えい唱しようを使用しながら、レミーンが残念そうに呟つぶやいた。

「仕方あるまい。……くっ」

　シャーリーが呻うめいた。最上級階層マジエステイの詠唱を二度もその身に受けては、痛いのも当たり前である。

「動いちゃ駄だ目めですよ。我が慢まんしてください」

「むぅ。すまん」

　レミーンに注意され、シャーリーが小さくなる。

「しかし……」

　トピーアの視し界かいに、小さな棒ぼう切きれが飛び込んできた。ムーノが使っていた携けい帯たい型杖づえである。

「以前の八つ裂ざきオーウェンスの時もそうでしたが、自分が立りつ派ぱだと思っている人間は他人の能のう力りよくを低く見積もりますね」

「人間の能力というものは絶ぜつ対たい的ではない。魔ま力りよくや詠唱ならなおさらだ。様々な要よう素そ、環かん境きようでいくらでも変化する。誰だれが強くて誰が弱い、誰が勝って誰が負けるのかということは、数字的にわりだせるものではない。

　しかし、才能に恵めぐまれている者は得てしてそのことを見落としがちだ。慢まん心しんに目を塞ふさがれてな」

　シャーリーが言った。

「なるほど……」

「でも、びっくりでしたね。まさかムーノさんが、そんな大それたことを考えていたなんて」

　空そら恐おそろしそうに首をすくめながら、レミーンが言う。

「奴やつはつまるところ暴ぼう力りよく好きの愚おろか者だから、まんまと乗せられたのだろう。……この謀む反ほんに関する詳くわしいことは俺おれもよくは聞いていない。ナフィン殿どのから、ムーノに気をつけろということと、エルリーという少女を狙ねらっているのは実を言うとムーノが属ぞくしている反はん乱らん分子であるということくらいだな」

　もろ肌はだ脱ぬぎになり、包帯をレミーンに巻まいてもらいながら、シャーリーが腕うでを組む。

「以前、研究所で陛へい下かが襲おそわれたことがあったが、あの時も反乱分子は陛下の弑しい逆ぎやくを狙っていたらしい。時期を同じくして事じ件けんが多発し、護ご衛えいに攻こう性せい詠唱士があてがわれなかったというのも、裏うらで反乱分子が糸を引いているらしい」

「だとすると、その反乱分子というのは、権けん力りよくのかなり高いところまで食い込んでいる、ということなのでしょうか」

「陛下がそのことに気づき、こうして俺のような詠唱士に情じよう報ほうを回し監かん視しさせていたらしい。なかなかどうして、明君なのかもしれんな。にわかには信じられんが……」

　ふと、シャーリーが遠くを見るような目をする。

「しかし、ナフィン殿と話した時間は有ゆう意い義ぎだった」

　ムーノを倒たおして気が抜けたのだろうか、普ふ段だんの厳げん格かくさがかけらもない。

「知性と品性の高さが感じられる話し方。詠唱に関する的てき確かくな洞どう察さつ。最上級階層マジエステイを統とう率そつする頂点階層サプリーム・マジエステイの名は彼女にこそ相応ふさわしい……」

「むっ」

　突とつ如じよレミーンの顔が不ふ機き嫌げんそうなものに変わり、巻いていた包帯をきつく締しめ上げる。

「お、おおお!?」

　裏返った声を上げて、シャーリーがもがく。

「もう、何やってるんですか……」

　トピーアは苦く笑しようした。

「じゃあ、僕ぼくは先にクラウスさんを追いかけますね。見つけたら合図……は危あぶないかな……」

「ふむ。『暗明光ダークライト』を、三度上げるという風にしたらいいだろう」

　包帯による攻こう撃げきがよほど堪こたえたか、若じやつ干かん顔をしかめながらシャーリーが言う。

「それなら、少なくとも街中であればよく見られる光景だ。普通は一度か二度だから、万が一ということもありえるが……」

「よし、それでいきましょう。背せに腹はらは代えられません」

　お先に、と言い残すと、トピーアは杖つえを抱かかえるようにしてクラウスたちの後を追った。

「……っとうわ！」

　そして派手に転ぶ。我わが事ながら、いい加か減げん何とかしたい。結けつ構こう泣けてくる。

「トピィちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　レミーンが声をかけてくる。

「大丈夫、大丈夫です」

　いいながら立ち上がろうとして、トピーアは足元に違い和わ感をおぼえた。

「……あれ」

　目を落として理り解かいする。靴くつの紐ひもが切れていたのだ。転んだのもそのせいだろう。

　えも言えぬ不安が、心に垂たれ込めた。縁えん起ぎを担かついだりはあまりしない性せい格かくだが、どうしてかひどく気にかかる。

　いけないいけない。頬ほおを軽く叩たたいて気持ちを入れ替かえる。

　今は、一いつ刻こくも早く、二人に合流しなければならない。二人とも消しよう耗もうしている。更さらに襲われては危あぶない。

　嫌いやな予感を振ふり切るように、トピーアは駆かけ出す。





「野や郎ろう、ああ、糞くそったれが」

　ふらふらと丘の中ちゆう腹ふくまで歩き、ムーノはようやく隠かくれられそうな茂しげみを見つけた。

　近くには、水浴びにでも使われそうな川が流れている。おあつらえ向きの隠れ場所だ。いざとなれば、水中に飛び込こんでしまえばいい。

　そうでなくとも、日が暮くれてしまえばこの辺りは真っ暗になるはずだ。今すでに空に赤みがかかっていることを考えると、十分な安全が確かく保ほできたといえる。

『響ひびく悲ひ哀あいを慈じ愛あいで包み、続く怒いかりを光でなだむ。内なる流れを開き埋うめ、無知なる鋼はがねを拓ひらき踏ふむ、魔ま流りゆう雄ゆう遊ゆう、阿あ隆りゆう諷ふう風ふう』

　茂みの陰かげに座すわり込むと、傷きずを治すべく治ち癒ゆ詠えい唱しようを発動させる。

　攻性詠唱士のご多分に漏もれず、ムーノは治癒詠唱が苦手である。治すより壊こわすほうがずっと楽だし愉ゆ快かいなのだ。

「こんな所にいましたか」

　なかなか治らない傷に苛いら立だっていると、頭の上から声をかけられた。

「……なんだ、お前かよ」

　吐はき捨すてる。そこにいたのは、無表情な女──連れん絡らく役の人間である。そういえば、この期ごに及およんでなお名前さえも知らなかった。

「一部始終は見ていました。随ずい分ぶんと無様でしたね」

　女が、にこりともせずに言う。

「なんだと、こら」

　瞬しゆん時じに頭へと血が逆ぎやく流りゆうする。

「見てたんなら手伝えよ、このアホが！」

「ほほう。無残な敗北を喫きつした挙あげ句く他ほかの人間に助けられるという屈くつ辱じよくに、あなたは耐たえられるのですか？」

　言葉を失い歯は軋ぎしりする。前々から気に食わない奴やつだとは思っていたが、そろそろ我が慢まんの限げん界かいが訪おとずれそうである。

「言葉にはもう少し気をつけろよ。今俺は卑ひ怯きような不意打ちくらったお陰でムカついてるんだ。どうなっても知らないぞクソアマ」

「なるほど。話したいことはそれだけですか？」

「……は？」

　あまりに無礼すぎる態たい度どに、ムーノの思考が止まる。

「ではこちらのお話をさせて頂いただきましょう」

　動かないムーノには全く興きよう味みのない様子で、女は話を続ける。

「貴方あなたは対象の確かく保ほに失敗し、あまつさえ他の詠唱士と交戦の上負ふ傷しようし逃とう走そうしました。重なる失態をこちらで判はん断だんした結果、貴方は我われ々われの計画に不必要だという結けつ論ろんに至いたりました」

「ああ？　そりゃどういう……」

　皆みなまで言う前に、ムーノは言葉を切った。

　切らざるを得なかった、という方があるいは正しいかもしれない。

「か、は……」

　ムーノの腹はらに、拳こぶしが抉えぐり込んでいた。

「命まではとりません。記き憶おく消去の技ぎ術じゆつの実験台になっていただきます。副作用が懸け念ねんされ対人実験は行われなかった技術です。貴方が最初なので、誇ほこりに思うといいでしょう」

　呼こ吸きゆうができない。急速に意い識しきが失われていく。

「一度ならず二度までも不意打ちをまともに受けるとは。その愚ぐ鈍どんさには同どう情じようします」

　気を失う直前ムーノが見たものは、あくまで無感情に彼を見下ろす女の姿すがたと、彼の腹に一いち撃げきを入れた髪かみの長い少年の、無機物のように冷れい淡たんな顔だった。





「すっかり暗くなったのう……」

　エルリーが、寒そうに背せ中なかを丸めながら言った。

「ああ、そうだな」

　外の様子を窺うかがいながら、クラウスは答える。

　二人がいるのは、裏うら通どおりにあるあばら家だった。屋根には穴あなが開いているし、全体に造つくりがぼろぼろである。

　しかし、最近になって誰だれかが使ったのか、机つくえと椅い子すだけはきっちりと並ならべられていた。

「どう、少しは楽になった？」

　その椅子の一つに、エルリーは座すわっている。見るからに衰すい弱じやくしていた。

「ああ、かなり、な」

　言葉ではそういうものの、明らかに元気がない。

　話を聞いたところによると、『鏡射の哲板リフレクシヨンズ』か何かで自分の魔ま力りよくをまともに跳はね返されてしまったらしい。

　普ふ通つうなら、詠えい唱しようがそのまま跳ね返ってくるので、受ける痛いた手でもその詠唱の効こう果かに準じゆんじたものになるのだが、直ちよく接せつ的な魔力だったので何か悪あく影えい響きようが出てしまったらしい。

「うーむ、寒いな」

　エルリーが少し震ふるえる。

　確たしかに冷える。最近の夜は毎日のように寒いが、今日は格かく別べつだ。

「……よし、これを着たらいいよ」

　クラウスは、重ね着していた服を脱ぬいでエルリーに渡わたした。

「いや、しかし……」

「エルリーの服ぼろぼろだし、寒くて仕方ないだろ。俺は大だい丈じよう夫ぶ、何ともないから」

　何ともないわけはないのだが、そう強がる。

　持っていた杖つえをぎゅっと抱かかえる。別に暖あたたかくなったりはしないが、何かを体に密みつ着ちやくさせると寒さがしのげるような気がする。

「……ありがとう」

　エルリーは、クラウスの服を着た。やはり寸すん法ぽうがあっておらず、だぶだぶである。

「こうしてお主の服を借りるのも、何やら久ひさしぶりだな」

　エルリーが、恥はずかしそうに笑う。

「あー、そう言えばそうだね」

　エルリーと初めて出会った頃ころのことを思い出す。

「あれから、もう半年くらい経たつのか」

　時の流れは早いものである。そんなありきたりだが普ふ遍へん的な事実を、クラウスは改めて考えてみる。

「……あの頃から」

　ふと、エルリーが哀かなしそうにぽつんと言った。

「あの頃から、わしはお主に迷めい惑わくをかけてばかりだ」

　言葉を失う。こんなエルリーを前にも一度見たことがある。

　月の下、クラウスの家から出て行こうとしていたあの時。

　そう、あの時のエルリーと同じだ。寂さびしそうな、辛つらそうな。

　同じような感情が湧わき上がって来た。ちなみにあの時には、その感情に突つき動かされ、エルリーを抱だきしめるなどという今から考えると顔から火が出そうな行こう為いにも及およんでいる。

　──何のために、詠唱士になりたいのか。

　そんなガスの問いかけが、ふとクラウスの脳のう裏りに甦よみがえった。

　──詠唱士になって、何がしたいのか。

　今なら、答えられる気がする。

　一番最初の動機とは異ことなるかもしれない。しかし、今の自分の素す直なおな気持ちとして、譲ゆずれない思いがあった。

「エルリー」

　それを、言葉にする。

「エルリーのことは、俺おれが守るよ」

　言ってしまってから、クラウスは意味を理り解かいして動転した。

「いや、別に何ていうか、そういう意味はあるのかどうかは別として、やっぱりほら」

　口から言葉が出るのに任まかせる。かえって墓ぼ穴けつを掘ほっているような気はしないでもないが、今いま更さら黙だまるわけにもいかない。

「エルリーには、うん、色々励はげましてもらったから」

　ようやく、納なつ得とく行く言い訳が見つかった。そもそも、誰に対する言い訳なのかも判はん然ぜんとしないが。

「……ふ、ふふふ」

　エルリーが、おかしそうに吹ふき出した。

「全く、お主ときたら。……ありがとう、そう言ってもらえて本当に嬉うれしい」

　そして、少しうつむく。

「そんなお主に、謝あやまらなければならないことがある。……夏の、合宿の時のことだ」

　鮮あざやかに、一つの光景が甦る。

　エルリーの涙なみだ。忘わすれようとしても忘れられない、重すぎる光景。

　それからエルリーが語った話は、あまりに衝しよう撃げき的なことだった。

　終わっていなかった、千年前の因いん縁ねん。詠唱兵器として生まれてしまった、一人の少年の悲ひ劇げき。間に合わなかった、クラウスの到とう着ちやく。

「ジョージは──あの男は、おそらく死んだだろう。明らかに、治ち癒ゆなど間に合わないほどの深手だった。しかし、それでよしとすることはわしには出来なかった。だから、お主に当たり散らしてしまったのだ」

　そこまで言うと、エルリーは力なくうなだれた。

「さっきの言葉は本当に嬉しい、しかし、わしはこのようにわがままな人間だ。クラウスに守ってもらう資し格かくなど、ありはしない」

「そんなことない」

　こらえきれず、クラウスはエルリーの手を取った。

「そんなこと、ないよ」

　エルリーの、驚おどろいた顔がやけに近く感じられる。

「資格とかどうとかじゃなくて、俺がエルリーのことを放ほうっておけないんだ。そんな話を聞いちゃったらなおさらだ」

　熱に浮うかされたかのように、喋しやべり続ける。

「エルリーが嫌いやだって言っても聞かないからな。……いや、それじゃなんか変質者みたいだな。だから迷惑なら迷惑って言ってくれたらいいんだけど、でもまあ、何ていうか……」

「クラウスっ」

　クラウスの言葉を途と中ちゆうでさえぎるかのように、エルリーが抱だきついてきた。

「え、あ、ええええ!?」

　エルリーの柔やわらかい感かん触しよくが直じかに伝わってくる。動どう揺ようする、動転する。

　何も言わず、エルリーはその体を押おし付けてくる。これは、どうしたら。

　現げん在ざいの状じよう況きようを考えると、こうしている場合ではないような気がする。だがしかし、いやけれども。

「お取り込こみ中失礼します」

　突とつ然ぜん、女じよ性せいの声が割わり込んできて、クラウスの葛かつ藤とうは瞬しゆん時じに吹っ飛んだ。

「は、はいなんですか!?」

　エルリーを押しのけ、入り口の方に向き直る。

　立っていたのは、一人の女性だった。整った、整いすぎたとさえ言える美び貌ぼうが印象的だ。

「王国詠えい唱しよう士しの者です。エルリーさんを引き取りにきました」

　見ると、愚者の鎖バスタードチエインを首に巻まいている。色からすると、最上級階層マジエステイのものである。

「あ、そ、そうでしたか」

　ついつい姿し勢せいを正してしまう。

「彼女を護ご衛えいしてくださってありがとうございます。後は我われ々われに任まかせてください」

「は、はい」

　クラウスはエルリーを振り返った。

「最上級階層マジエステイの人なら、きっと……」

　言いかけて言葉を切る。エルリーの表ひよう情じようが、今までないほどに凄すさまじいものと化していたのだ。

「離はなれろ、クラウス！」

　その表情のまま、エルリーは叫さけんだ。

「えっ……」

　一体何がどうしたのか見当もつかなかったけれども、言われたとおり離れることにする。

　次の瞬間、エルリーは弱っているというのに、女性に向けて魔ま力りよくを解放した。

「やはりばれてしまいますか。姿すがたかたちは別人のものに変へん更こうしてもらっているのですが」

　女性はその奔ほん流りゆうを難なんなくかわすとそう言った。

「お主が──魔パ製ペ人ツ形トがいるということは、まさか」

　エルリーが、怯おびえている。声は震ふるえ、瞳ひとみには恐きよう怖ふの色がありありと浮かんでいる。

「ご明察です。さあ、主の所へ来て頂いただきましょう」

　女性の表情に変化はない。その立ち居い振ふる舞まいにせよ、まるで人形のようである。

「……うっ」

　膝ひざをつくエルリー。体調が悪いのに、無理をして魔力を解放したためだろう。

『御み名なは風神オリヴィウス、其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！　眩まばゆきその所作その力、今我わが前に顕あらわし示しめせ！』

　クラウスは詠唱し、手近にあった家具やごみの類たぐいをまとめて女性に向けてぶつけた。

「行こう、エルリー」

　二人のやり取りから察するに、おそらくこの女性はエルリーの過か去こに関かかわりを持つ人間の手先である。

　エルリーの魔力解放をかわした身のこなしから見ても、月呪ムーンスペルを発動させ魔力消耗ステインドを起こしている自分と、弱っているエルリーでは戦うのは厳きびしそうである。

　エルリーの手を引き、裏うら口ぐちから外へ出る。クラウスの攻こう撃げきはよけなかったのか、女性は家具の山に埋うもれてしまっているようだ。

　そのまま、路地裏を駆かけ抜ぬける。





　──空には月。今まさに満ちきろうとした、白い月。





　行く手に誰かいるのが見えた。暗くてよく分からない。

　通行人であることを祈いのる。これで追っ手なら、挟はさみ打ちにされてしまう。

　近づくにつれ、姿が徐じよ々じよに鮮せん明めいになっていく。

　壮そう年ねんの男性、といったところだろうか。老人と言えなくもなさそうだが、全身から発する気き迫はくのようなものが年ねん齢れいを見ただけでは判はん断だんできないものにしていた。

　額ひたいには魔ま術じゆつ紋もん様ようが刻きざみ付けてある。額に魔術紋様というと、本来犯はん罪ざい者しやを意味する。どういう理由でつけているのだろうか。

　男は、クラウスたちを見ている。追っ手なのかどうなのかよく分からない。警けい戒かいはしておいた方がいいだろう。

　と、エルリーがクラウスの腕うでをぐいっと引いた。

「どうしたの？」

　振り向くと、エルリーの表情が凍こおり付いていた。見たくないものと直面した──そんな感じである。

「奴やつ、だ」

　きゅっ、と。エルリーがクラウスの手を握にぎり締しめてくる。

「奴って……さっき言ってた？」

　千年前の、因いん縁ねんの相手。いかなる手しゆ段だんによるものか、現げん代だいに甦よみがえった悪魔のごとき存そん在ざい。

「なぜ、生きているのだ。奴は──不死身なのか」

　エルリーの声は、恐怖と憎ぞう悪おがないまぜになっているように感じられた。

「さて、やはり私自らが出で張ばらなければならないようだな」

　男が、笑えみを口元に貼はり付けながら言う。

「残念ながら逃にげ道はない。ここで終わりだな」

　後ろから、さっきの女じよ性せいが現あらわれる。

「そうか。『rowarsa mowana』で位置情じよう報ほうを知らせたな。魔パ製ペ人ツ形トが動きを止めたのでおかしいと思ったのだ」

「そういうことだ。相変わらず頭が良く回る」

　男の言葉には、絶ぜつ対たい的な余よ裕ゆうが漂ただよっている。

「さあ。その青年を傷きずつけたくはないだろう。大人しくこちらへ来るのだ」

「断ことわる！」

　そう叫さけぶように言うと、エルリーは詠えい唱しようを始めた。

『Mimi-miur,Lili-liur,Qouewours!』

　闇やみ魔ま術じゆつだ。

「やめろ、無む茶ちやするんじゃない」

　クラウスはとめようとした。

『Rogitew Mur Mis,opilitina!』

　しかし、エルリーは聞く耳を持たず、詠唱を発動してしまった。

　エルリーとクラウスを中心とした空間が、黒い球きゆう状じようの壁かべに包まれる。

　トピーアがよく使う『陽円の架壁ジエリコウオール』の、闇魔術版ばんといったところだろうか。

　エルリーが苦しそうに息を吐はく。やはり、無理しているのだ。

　その背せ中なかには、まばゆい翼つばさが輝かがやいていた。『魔転イーヴライズド』を起こしているようだ。

　エルリーが、クラウスを見上げてくる。

　言葉を発することはない。しかし、彼女が何を言わんとするのかはすぐに伝わってきた。

　不思議な感覚だった。気持ちが直ちよく接せつつながっている、とでもいうのだろうか。

『泡うた沫かたの歌を仮かり初そめに染そめ、動たる定めを静となす！』

　詠唱を始める。

『月神カグヤ、全すべてを見守り全てを赦ゆるす虚こ空くうの女め神がみよ！』

　昼間使用したことによる魔力消耗ステインドは未いまだ癒いえていない。

『我わが望み、我が願い、我が訴うつたえに耳を貸かしたまえ！』

　しかし、そんなことを言っている場合ではない。エルリーが時間を稼かせいでいるうちに、発動させてしまわねば。

『もし其その光なかりせば、夜や陰いん真まことに蝕むしばまれ、福ふく音いん真に失わる！』

　今日の月は満月に近い。月の満ち欠けがこの詠唱の威い力りよくに影えい響きようするのなら、おあつらえむきの環かん境きようだといえる。

『陽ようの呪じゆ縛ばくを逃のがれるために、月の瀑ばく受じゆを今ここに！』

　それはつまり、よりひどい──昼間などとは比くらべ物にならないほどの負ふ担たんがクラウスの体にかかるということだ。

　上等である。耐たえ抜ぬいてやろうじゃないか。

　守ると、決めたのだ。

『月の奏かなでる妙たえなる光、我われその力を借り受けて！　ここに奇き蹟せきを顕あらわせしめん、月神カグヤの名の下もとに！　月げつ呪じゆ顕けん現げん、想そう呪じゆ具ぐ現げん！』

　周囲の黒い壁が一いつ瞬しゆんにして吹ふき払はらわれる。

「ほう、面おも白しろい詠唱だな」

　男の姿すがたが目に入る。同時に霞かすむ。視し界かいに靄もやがかかりだしている。

　思考力が消えていく。体から何もかもが零こぼれ落ちていくような感覚。

　負けるわけにはいかない。歯を食いしばり、エルリーに歩み寄よる。

　翼を生やしたエルリーは、その場に膝ひざをついていた。

「行こう」

　相手の詠唱を封ふうじただけで、完全に無力化したわけではない。

　それでもクラウスは笑いかけた。いざとなれば、捨すて身で活路を開いてみせる。

「ああ」

　エルリーが寄り添そってくる。

　前後の様子を窺うかがう。男は詠えい唱しようを発動する前となんら変わりはないが、女性の方に変化があった。

　倒たおれこんでいる。あたかも、糸が切れた操あやつり人形のように。

「上う手まくいった。クラウスのこの詠唱なら効こう果かがあると思ったのだ。魔パ製ペ人ツ形トだからな」

　なるほどとクラウスは納なつ得とくする。魔パ製ペ人ツ形トの動力源げんは魔力であり、ある種の詠唱でもって制せい御ぎよされている。詠唱を全て無効化するクラウスの『月呪ムーンスペル』なら、魔パ製ペ人ツ形トを動かす詠唱そのものを解かい除じよすることが出来るというわけだ。

　倒れた女性の横を通り抜ける。後ろを振ふり返ると、男は相変わらずその場に立ったままだった。

　追ってこないつもりなのだろうか。ありえない話だが、できればそうであって欲ほしかった。

　まあ、もし向かってくるとしても、身を挺ていしてエルリーを連れて行くことを防ふせぐつもりである。詠唱を使わずに戦うということは、詠唱を使うよりも更さらに苦手だが、厭いとわない。

　時間を稼げば、きっと助けが来るはずである。あの体の大きい詠唱士もそう言っていた。相手を素す手でで打ち破やぶり戦せん闘とう不ふ能のうにするということはできないとしても、組み合ってエルリーを逃にがすくらいは可か能のうなはずだ。

「久ひさ々びさに感心してしまったな。はっきり言って奇き跡せき的なほどだ」

　クラウスたちに向かって歩きながら、男が語りかけてくる。

「全ての要よう素そがうまく絡からみ合っている。やや古式めいた繋けい詞しの使い方も効果的だ。本来これだけの効果を持つ詠唱を使用するなら、莫ばく大だいな魔力が必要だが、どうやら実用可能な段だん階かいまでには絞しぼれているようだしな」

　男は嘲あざ笑わらうかのように、唇くちびるを曲げた。

「だがしかし足りない。これだけでは──我が執しゆう念ねんを止めるには至いたらない」

　男が両手を広げ、単語を呟つぶやく。

「Muwosi,Nuqosi,Ausosi」

　たったそれだけ──それだけのことで。

「う、うそだ」

　クラウスの渾こん身しんの詠唱は、解かい除じよされてしまった。

「ハワード、来い」

　男が指を鳴らすと、どこからともなく一人の少年が現あらわれた。

　年の頃ころは、おそらくエルリーと同じくらい。長い髪かみは、背せ中なかまで伸のびている。

「そんな、まさか」

　エルリーの声が、か細く途と切ぎれる。これだけ衰すい弱じやくしてもなお衝しよう撃げきを受けるほどの、何かがあるらしい。

「これも瞬時で見み破やぶったか。まあ、ダナほど外見に手を加えていないからな」



    

  
    
      　少年の頭の上に手を置きながら、男が笑った。

「エルリーのお陰かげで生まれた発はつ展てん改良型だ。前の個こ体たいにも名前がついていたから、こちらにもつけてみた。ダナより後の製せい作さく物には面めん倒どうで名前をつけていなかったが、まあ気まぐれだ。気に入ってくれると嬉うれしい」

「お前という男は、一体、どこまでっ……！」

　エルリーが、ほとんど悲鳴のような声で叫さけんだ。

「行け、ハワード」

　男がハワードというらしい少年の頭から手を離はなし、次の瞬間には少年はクラウスの目の前にいた。

　反はん応のうする間もなく、体中──具体的に言うと、顎あご、右足、腹ふく部ぶに激げき痛つうが走った。

　その場に崩くずれ落ちる。ひとたまりも、なかった。

「ク、クラウス！　くそ、離せ、離さぬか！」

　エルリーの悲鳴がどんどん遠ざかっていく。

　どうすることもできない。体は動かず、意い識しきは加速度的に薄うすれていく。

「エ、ルリー……」

　頬ほおに冷たいものが当たる。──雨だ。

　立ち上がろうとする。体が動かないと分かっていて、それでもなお。

　──無理だった。痛いためつけられた体は、地面に横たわる以外のいかなる行動もとるつもりはないらしい。

　仰あお向むけに倒たおれこみ、クラウスは空を見上げた。

　月は雨雲に呑のまれ、その向こう側からぼんやりと光を放っているのみだった。

　雨あま脚あしが強くなる。体中に、染しみ込こんでくる。

　その冷たさに打ちのめされながら、クラウスは気を失った。



    

  
    
      　終章　再さい生せい　Rebirth






「想定外の事じ態たいだ」

　椅い子すに深くもたれながら、ウッドはそう呟つぶやいた。

「さようでございますな」

　その傍かたわらに佇たたずみながら、ジョージが答える。

「まさか、国王に出し抜ぬかれていたとはな。国王の部屋に仕し掛かけていた溜音石サウンドチエイサーの内ない容ようを額がく面めん通りに受け取っていたこちらが愚おろかだったとも言えるか」

　ウッドの声には、深い後こう悔かいが滲にじんでいた。

「符ふ牒ちようと隠いん喩ゆによる会話か。おそらくはフォグラスの奴やつの入れ知ぢ恵えだろうが」

「さすがは、王国史上に残る名君といったところでしょうか」

「奴と生きた時代が重なったのが、最大の不運だった。……さて、ジョージよ」

　ウッドが、ジョージの方を見上げる。

「貴き公こうが欲ほつしていた女の身み柄がらを確かく保ほしたとのことだが」

「はい。ようやく成功いたしました」

「率そつ直ちよくに聞こう」

　ウッドの視し線せんには、中ちゆう途と半はん端ぱな答えを許ゆるさない鋭するどいものがあった。

「そのことにより、現げん在ざいの厳きびしい状じよう況きようを打だ破はすることは可か能のうか？」

「ええ、可能です」

　静かに、しかしはっきりと、ジョージはそう答えた。

「ならば、任まかせるとしよう」

　そう言うと、ウッドは再ふたたび自分の前を見つめる。

「実験に必要な金きん額がくは出す。場所は私の私し領りようでやってもらおうか。王国軍には逆さからうべくもないが、私兵もいる。刺し客かくに対する警けい護ごぐらいは出来るだろう」

「分かりました。お心こころ遣づかい、感かん謝しやいたします」

「おそらく、もう既すでに私領そのものは制せい圧あつされているはずだ。警けい戒かいの目を盗ぬすんで、ということになるが、問題はないな？」

「ええ。それで十分でございます」

「うむ。……さて、もう疲つかれた。少し休ませてもらうぞ」

「ええ。お体にはお気をつけくださいませ」

　ジョージは、一礼すると部屋から出た。





「権けん力りよくにとりつかれた愚おろか者が」

　部屋から出ると、ジョージは呟つぶやく。

「せいぜい利用させてもらうとしよう。向こうは、自分こそが利用しているというつもりなのだろうがな」

　その横顔に浮うかぶ、どす黒い笑え顔がお。

「ようやく──ようやく願いが叶かなう。その時は、近い」





　目を開けると、見覚えがある天てん井じようがそこにあった。

　しばらく考えてから、一度世話になった診しん療りよう所じよの天井だということに思い当たる。どうやら、怪け我がをして倒たおれていたところを運び込まれたらしい。

　──怪我。なぜ、自分は怪我を──

「エルリーっ！」

　がばりと跳はね起き、次の瞬しゆん間かん想そう像ぞうを絶する激げき痛つうに襲おそわれクラウスは再ふたたびベッドに倒れこんだ。

「クラウスさんっ、気がついたんですね！」

　トピーアの声。すぐに、視界の中にトピーアの顔が現あらわれる。

「クラウスさん、倒れてたんですよ。見つけたときは動かなくて、もう心配で心配で……」

　ほっとしたように、トピーアの顔が緩ゆるむ。

「そうか、トピィが運んできてくれたんだね」

「ええ。途中でシャーリーさんにもお手伝いしてもらいましたけど。やっぱり男の人って重いんですね」

　トピーアが微笑ほほえむ。

「お、気づきよったか」

　続いて、ガスの顔も飛び込んできた。

「全く、同じ患かん者じやを何度も何度も診みてると飽あきてくるでの。もう少し頻ひん度どを減へらしてほしいものじゃ」

「……すいません」

「まあ、怪我してしまったもんは仕方ない。ゆっくり治すことじゃ」

　ゆっくり治す。それはつまり、何日も何日もベッドの上で横になっているということなのか。

「……トピィ、聞いていいかな」

「なんですか？」

「エルリーは、どうなった」

　トピーアは、露ろ骨こつに目を逸そらす。

「……そうか」

　その反はん応のうだけで、現状は大体把は握あくできた。

「ぐっ、うう」

　呻うめきながらも、何とか身を起こす。

「ちょっと、クラウスさん何してるんですか！」

　血相を変えてトピーアが飛びついてくる。

「エルリーを、探さがしに行く」

「馬ば鹿かなこと言わないでくださいっ。そんな怪我で、動けるとでも思ってるんですか!?」

「思ってはいない。でも、動く」

　悲鳴を上げる体を無む理り矢や理り働かせる。シーツをはがす、ただそれだけのことでも途と方ほうもない時間と精せい神しん力が必要とされてしまう。

「どうしても、行くつもりか」

　ガスが尋たずねてきた。

「ええ」

　必要最さい低てい限げんの単語だけで返事する。言葉を発するのもやっとなのだ。

「荒あら療りよう治じでよいのなら、その傷きずをすぐに治してやるぞい」

「ほ、本当ですか？」

　ガスの言葉が、天てん佑ゆうのように思えた。

「骨ほねはやられているし、打ち身もひどい。これをすぐに治そうと言うんじゃから、本当に荒療治じゃ。苦痛は、今あんたが感じているものより遥はるかに厳きびしいぞい」

「構かまいません」

　治るのなら、いかなる手しゆ段だんでも構わない。どんなに辛つらくても、必ず耐たえてみせる。

「よし、それではまずトピィは外へ出ておれ」

「えっ、でも……」

「出るのじゃ」

　重々しいガスの言葉に、トピーアは少し気け圧おされたように頷うなずいた。

「……分かりました。クラウスさんのこと、お願いしますね」

「ああ。治ち癒ゆ詠えい唱しよう士しとして預かったんじゃ、しっかり面めん倒どうは見るぞい」

　心配そうな表ひよう情じようのまま、トピーアは診しん察さつ室しつの外へと出て行った。

「これは、まあ情なさけじゃ」

　杖つえを構えながら、ガスが言う。

「あんたも、自分が泣き叫さけぶ姿すがたを女の子には見られたくあるまい。……まず、これを咥くわえておけ。舌したを噛かむとまずい」

　口中に、布ぬのを詰つめ込こまれた。

「ではいくぞ。うまくいけば、明日の朝には元通りじゃ」

　ガスの杖は、古ぼけたものである。形けい状じようからして、治癒詠唱に特化したものだろう。

『鞘さやを早めて萱かやを悩なやめる。群むら雲くもならん裏うら黒くろに、空から事ごとやらん柄がら琴ごとに。威い傷しよう紋もん陀だ、履り章しよう恩おん他た』

　詠唱が終わっても、すぐには効こう果かが起こらなかった。

「そう拍ひよう子し抜ぬけするでないぞい。『瀬イ厳ルたニるー流ニ壁ヨ』は若じやつ干かん詠デ唱イ遅レ延イがある」

　変化が始まったのは、そんなガスの言葉が終わってからすぐだった。

　最初は、ちょっとした違い和わ感のようなものだった。怪け我がしたところが、ちくりちくりとするような。

　その違和感は、唐とう突とつに激げき痛つうへと変化した。あまりに前まえ触ぶれがなかったので、覚かく悟ごを決めることも出来なかった。

　痛い、どころの話ではない。

　体の内部に直ちよく接せつ手を突つっ込まれ、まさぐられているようだ。

　だらしないうめき声が漏もれ、何度も痙けい攣れんする。布を突っ込まれているお陰かげで絶ぜつ叫きようは緩かん和わされているが、さもなければ診療所中に聞こえるような声で泣き喚わめいていたことだろう。

　骨が、勝手に動いているように思える。皮ひ膚ふを突き破やぶって飛び出す、そんな妄もう想そうに捕とらわれる。

　どうしてか家の近所の木が目の前に見えた。なぜこの木が現あらわれたのか分からない。おそらくは関係ないことを考えることで心を守ろうとしているのかもしれないが、確かく信しんはない。痛くて痛くて痛くて、何がどうなっているのかが分からない。

　何か、唐突に文字列が見えた。いよいよ正気から離はなれているのだろうか。

　文字列は徐じよ々じよに明確になってくる。と思うや否いなや、遠い彼方かなたへ離れてしまった。痛みが間に立ち塞ふさがっている。

　なぜか、その文字列が気になった。手を伸のばし、追いかける。

　形を、姿を、数を変化させながら文字列は浮ふ遊ゆうする。

　痛みに間かん断だんなく精神を殴おう打だされながら、クラウスは文字列を追いかける。そうすることで、常じよう軌きを逸いつした苦痛から逃のがれられるような気がした。

　文字列はあちらこちらへと浮遊する。クラウスはそれを追いかける。

　どれほどの時が経たっただろう。ようやくクラウスは文字列の全すべてを目まの当たりにした。

　それは、未いまだかつて見たこともないような、詠唱だった。





　鳥のさえずる声が聞こえる。待合室は、朝になっていた。

「何か飲むか？　エルガが入っているぞい」

　コップを片かた手てに、ガスがトピーアに話しかけてきた。

「いえ、遠えん慮りよしておきます」

　トピーアは首を横に振ふった。何を飲む気にもなれなかったし、そもそもガスの淹いれたエルガはエルガと呼よぶのもおこがましいような味がする。

「そうか。それは残念じゃ」

　言いながら、ガスはエルガと思われる液えき体たいをぐびぐびと飲む。あんなまずい物がどうして飲めるのだろう。

「ふぅ……」

　何度目か分からない溜ため息いき。

　クラウスの呻うめき声が耳から離れない。一ひと晩ばん中、彼は苦しんでいた。

　自身の不ふ甲が斐いなさを呪のろう。もう少し着くのが早ければ、もう少し自分がうまく立ち回れれば、クラウスをあんな目に遭あわせずに済すんだのではないか。そんな後こう悔かいに、延えん々えんと苛さいなまれる。

「トピィ。無念は分かるが、いつもいつも全すべてが上う手まくいくとは限かぎらん。失敗は誰だれにでも──」

　ガスの慰なぐさめをさえぎるように、診察室の扉とびらが開いた。

　弾はじかれたように振り向く。

「おはようございます」

　そこにはクラウスが立っていた。昨日の晩あれほど苦しんでいたのが嘘うそであるかのように、彼の姿は健康そうで、そして堂々としていた。

「どうじゃ、体の調子は？」

「ええ。お陰様で、完全に回かい復ふくしたみたいです」

「クラウス、さん……」

　涙なみだが出そうになる。

「トピィ。お願いがある」

　そんなトピーアの目を、クラウスは真まっ直すぐに見てきた。

「俺を推すい挙きよしてくれないか」

　突然の言葉に、目を白黒させてしまう。

「こんなこと、普ふ通つうは頼たのむものじゃないけれども」

　そんなトピーアにかまわず、クラウスは続ける。

「どうしてもエルリーを助けたい。けれど俺一人じゃ難むずかしい。だから、力を借りたいんだ」

　少しばつが悪そうに、少し照れくさそうに。

「エルリーを守ると、約束したから」

　そして、はっきりと。

「……はい、分かりました」

　その様子に複ふく雑ざつすぎる感かん情じようを抱いだきながらも、トピーアは頷うなずいてみせた。

「申しん請せいに少し時間がかかるかもしれませんが、出来る限かぎり早く許きよ可かが下りるようにしたいと思います」

「ありがとう」

　嬉うれしそうに、クラウスが微笑ほほえむ。

「それじゃ、ちょっと水浴びに行ってくるよ。寝ね汗あせがすごくて、もう服とかぐしょぐしょだし」

　そう言うと、クラウスはガスに向き直る。

「ありがとうございました。ガスさんのお陰かげです」

「気にせんでええ。儂わしは治ち癒ゆ詠えい唱しよう士しとしてやるべきことをやっただけのことだ」

　からからとガスが大たい笑しようする。

「それでは、失礼します」

　クラウスが、診しん療りよう所じよから出て行く。その背せ中なかは、これまでよりもずっと大きく見えた。

「……クラウスさん、変わりましたね」

　ぽつりと、トピーアは呟つぶやく。

「今までは、もっと、何ていうか、自信がなさそうだったというか……」

　トピーアがいかにクラウスの実力が素す晴ばらしいものだと説いても、クラウスはいつも気弱そうに誤ご魔ま化かすだけだった。

　それが、推挙を頼んでくるほどに変わった。

　理由は何となく分かる。彼にとって、大事で守るべきものが何かということを、見つけ出したのだろう。

　頼もしく、格かつ好こう良く、そして我が慢まんできないほどに切なかった。

　それはつまり、クラウスにとって、あの少女が何物にも代えがたいほどの存そん在ざいになったということなのだから。

「あまり変わった変わったと気軽にいうもんではないぞい」

　ガスが説教めかして言う。

「自分が他人を見る目がなかった、または自分の価か値ち観に他人を押おし込めて評ひよう価かしていたと白はく状じようするようなもんじゃ。

　人は色々な側面を持っている。場合に応おうじて、状じよう況きようによって、同じ人間でも様々に違ちがった顔が出てくる」

　言葉を切り、ガスはエルガを啜すする。

「今回の事じ件けんで、彼の中に本来あった勇気が育ち、惰だ弱じやくや怯きよう懦だを押しのけて表に出てきたのじゃろう。変化というのは正しくない」

「そう、ですか……」

　さすが、伊だ達てに年輪を刻きざみ続けていないとトピーアは思った。年ねん齢れいばかり重ねているわりに中身は薄うすく、中身が薄いくせに己おのれの年齢を誇ほこり年上面づらをしてあれこれ言ってくる人間ばかり見てきたトピーアにとって、ガスはやはり立りつ派ぱな存在だった。

「まあ、トピィには少々辛つらい結末かもしれんがの。初はつ恋こいはなかなか実らぬもんじゃて」

　口を開く、が言葉は出てこない。

「そんな顔をするな。……よし、酒でも飲むかいの？」

「いえ──結けつ構こうです。頼まれてることが、ありますから」

　本当のことを言うと、お酒を飲んで騒さわいで忘わすれたかった。しかし、これからも仕事は山積みだし、クラウスに頼まれたことも早くこなさなければならない。

「僕も、行きますね」

　腰こし掛かけていた椅い子すから立ち上がる。やるべきことに集中していれば、今胸むねに突つき刺ささっているとげのようなものを、忘れていられるような気がした。

「気をつけての」

　そう言ってくるガスに会え釈しやくすると、トピーアは診療所から出た。

　外は明るかった。昨日の夜に降ふっていた雨が、嘘うそのように。

　その煌きらめきがまぶしくて、何だかトピーアは少しだけ泣きたくなった。





「ミヒャエルよ」

　棚たなの奥おくから、一つの響鳴石エフエクターを取り出し、ガスは話しかける。

「あんたの弟さんは立派になったぞい」

　響鳴石エフエクターは、ところどころ傷きずが入って、見るからに傷いたんでいた。

「昔のあんたを見ているようじゃ。やたらとモテるところやら、土ど壇たん場ばになると俄が然ぜん意志が強くなるところとか」

　苦笑をもらし、それからガスはふと不安そうに眉まゆを下げる。

「だから、それだけに心配しておる。あんたと同じ道を歩いてしまわんか、とな」

　石に語りかける老人の肩かたに、朝日が当たる。

「儂もそうならんようには努力するつもりじゃ。あんたも、できれば力を貸かしてやってくれい」

　そう言うと、ガスは石を棚に戻もどした。



    

  
    
      
　あとがき






　今回のあとがきスペースは十六枚まい分もあるそうです。沢たく山さんだなあ。できる限り使っちゃおうと考えてしまうのは貧びん乏ぼう性しようでしょうか。ともかく、今回もつらつらと。





　何を隠かくそう、尼あま野のは寒いのが苦にが手てです。

　半はん纏てんを羽は織おり膝ひざに電気毛布をかけるという防ぼう御ぎよ体制をとっていますが、それでも凌しのぎ切れず困こまり果はてています。

　暖だん房ぼうをつければいいじゃないかとおっしゃられるかもしれませんが、尼野の部屋には暖房の類たぐいがありませんし、設置するつもりもありません。

　暖房が効きいてくると頭がぼーっとしますもので……。何か克こく服ふくする手段はないものでしょうかねえ。





　寒いと動くのが億おつ劫くうになるのも考え物です。あとがきを書いている今も、階かい段だんの電気をつけっぱなしにしているのに気づいて消さなくちゃいけないなあと思いつつ椅い子すから立ち上がるのが面めん倒どうです。

　ここは何とか自然に電気が消えるよう念ねんを送ってみます。ＥＳＰです。第三の目を開けて開放しろ。テロリズム開始だ。むー、びびび。

　五分経けい過か。やっぱり消えませんでした。残念。仕方ないので手動で切ることにします。よっこらせ。





　雪下ろしをしないといけないらしい福ふく井い県に比べればお前のところなんざ相当マシだと、最近突とつ然ぜんドレッドヘアになって周囲を驚きよう愕がくの渦うずに叩たたき込こんだＹ内くんに説教されたことがありますが、寒いものは寒いです。ここより更さらに寒い場所があるからといって、暖あたたかくなるものではありません。

　こう寒いと、夜中にあーお腹なかすいたなーと思っても外出できません。自転車とばして松屋まで行くのがささやかな楽しみなのですがそれも不可能。あービビン丼どん食べたいわぁ。

　近くのコンビニで何か買い込むという手もあるのですが、お金がかかるのとごみが出るのとであまり実行したくありません。この前机つくえの上がじゃがりこの空あき箱ばこに占せん拠きよされた時はさすがに焦あせりました。それならば我が慢まんしたほうがましというもの。

　ああ、暖かい春が待ち遠しいです。





　寒さの愚ぐ痴ちはこれくらいにして。

　ファンレターを下さる方々、本当にありがとうございます。月並みな言葉ではありますが、本当に励はげましになります。

　まだ皆みな様さまにお返事等出せておりませんが、頂いただいた物には全て目を通しております。尼野の宝物です。これからもどしどし送ってくださるととっても嬉うれしいなぁ。





　また、お国言葉を指導してくれたＳ宅嬢じように感かん謝しや。

　Ｓ宅（弟）君、受じゆ験けん頑がん張ばってね！　一段落ついたら色々お話ししましょう。





　次回で、ご愛あい顧こ頂いたムーンスペルシリーズもいよいよ完結を迎むかえます。

　しっかりした結末をつけられるよう頑張ります。ご期き待たいください。





　二〇〇五年　十二月

尼野ゆたか　　



    

  
    
      ムーンスペル!!

背せ中なか合あわせの風ふう景けい



尼あま野のゆたか
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